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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　山と山とのその合間に、小さな村が見えたのは、吹ふく風に、雪が混まじりはじめた時のことだった。


　たどり着けば──村人たちはとっくに家に入っているのだろう。表には全く人通りもない。
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　それでもあたしは一いつ軒けんの小さな宿屋を見つけて扉とびらをくぐる。


　ドアベルが鳴り、掃そう除じをしていたおかみさんはあたしを見ると──


　叫さけんだ。


「何しに来たぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」


「えぇぇぇぇぇえっ!?」


　思わずこちらも声を上げる。


「いやあの！　宿に来て、『何しに来た』とか言われても！　単たんにたまたま立ち寄よって泊とまろーかなと思っただけでっ！」


「……たまたまぁぁあぁ……？」


　首をかしげてじっとりと、舐なめ上げるような疑うたがいのまなざしを向けて来る。


「いやほんとたまたまっ！」


　必死で弁べん解かいするあたし。


　……なんでこんな弁解をしなくちゃなんないのか、よくわかんないけど……


　こーいうタイプの宿の例に漏もれず、一階は食堂を兼かねており──


　その食堂のすみっこに、七、八歳さいくらいの男の子が佇たたずんで、うす暗い表情で、じっとこちらを見やっている。


　あたしがそのことに気づいたとたん──


　ダッシュで逃げる男の子！


　こっちにも警けい戒かいされてるぅぅぅっ！


　なんだか知らんがこの状じよう況きようはマズい。そう本ほん能のうの告げるまま、あたしはさらにことばを重ねる。


「ほら！　雪とか降ふってきたし！　これで次の町だか村だかまで足をのばすのはちょっぴりキツいかと！」


「……………………」


　おかみさんはしばし無む言ごんで、あたしの姿すがたをじろじろ見回す。


　黒くろ髪かみの美人ではあるのだが、疑いに満みちた険けわしいまなざしと野や暮ぼったい服ふく装そうが、いろんなものを台だい無なしにしている。


　……まあ確たしかに、いなかのひとがよそものに警戒心を抱いだく、という話は聞く。


　でもってあたしは、黒いマントに黒バンダナ、宝石の護符ジユエルズ・アミユレツトがあしらわれたショルダーガード。腰こしにはひとふりのショートソードという、ある意味ものものしい姿。


　都会の者なら、旅の魔ま道どう士しとわかってくれるだろうが、大きな街かい道どうからも外はずれたこんな村では、ひたすらうさんくさく見えるかもしれない。


　……とはいえ……いくらなんでもこの警戒っぷりは一体……？


　こーして宿があるということは、旅人が全くいないわけでもないだろうし……


　おかみさんは、ひとしきりあたしを眺ながめたあと、


「……ひょっとして……ただの客？」


「……まあ、そーだけど……」


「じゃあ何で、普ふ通つうの客だってことを隠かくしてたの？」


「……はっはっはっはっ。」


　こめかみのあたりが引きつっているのが自分でもわかった。


　こんな宿に泊まれるかぁぁぁぁっ！　とか叫んで飛び出したいところだが、なにしろこの規き模ぼの村である。他に宿があるとも思えない。


　かといって降りはじめた雪の中、別の村や町まで行くのはまっぴらである。


　あたしはなんとか怒いかりをおさえ、嚙かんで含ふくめるかのよーに、


「とゆーか。あたしが何も言わないうちからそっちに詰きつ問もんされたんですけど」


「むう。そう言われると私の方が悪いみたいに聞こえるけど」


　悪わりィよボケ。


　さすがにあたしのがまんも限げん界かいに達たつしかけた、その時。


「……普通のお客様なら……


　──いらっしゃいませーっ[image: ]」


　おかみさんの態たい度どが豹ひよう変へんした。


　満まん面めんの笑えみを浮うかべたとたん、見た目も一気に若わか返がえる。これなら二十代前半と言っても通用するだろう。


「タキア村にようこそっ♪　何もないところですけど、どうかゆっくりしていってくださいねっ[image: ]


　けど外は雪で大変だったでしょ？」


「……あ。まあ……」


　あまりの変わりっぷりにあたしがとまどっていると、


「わーい、お客さんだー」


　さっきうす暗い表情でダッシュした子供が無む邪じや気きな明るい笑み浮かべ、駆かけて来る。


　お前もそーゆー芸げい風ふうかぁぁぁっ!?


「ねーねー。旅の話とか聞かせて聞かせて」


「こらこらモノル、まずはお客さんにゆっくりしてもらうのが先でしょ」


「ちぇー」


「お客さんごめんなさいね。この子ったら、旅人さんが大好きなんですよ。うふふ」


　……最初の態度からは、とてもそーは見えなんだが……


「……まあ……とりあえず……一いつ泊ぱくってことで……いい……？」


「もちろん[image: ]　一泊と言わず二泊でも三泊でも[image: ]


　でも旅人さんには、こんな何もないところはたいくつなだけかしら？」


　言われてふと思い出す。ここに来る途と中ちゆうの町で聞いた話を。


　あたしはさし出された宿やど帳ちように、リナ＝インバースとサインしながら、


「このへんで、おいしいキノコ鍋なべが食べられるって聞いたけど」


「ただの田舎いなか鍋ですよ。けど体はあったまりますから、よければ今こん晩ばんお出ししますね[image: ]」


「それはぜひお願い。


　あとそーいえば、このへんにはちょっと変わった行ぎよう事じがあるって聞……」


　言いかけて──あたしは気づく。


　空気が急に冷えたことに。


「本当は何が狙ねらいだぁぁぁぁぁぁぁっ!?」


「えぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?」


　おかみさんに怨えん嗟さの声を放はなたれて、あたしはまたまた声を上げる。


　おかみさんはズズ黒いオーラを垂たれ流し、子供の方も、うす暗い表情でじりじりにじり下がってゆく。


「いやあのそーいう話をちょっと小耳にはさんだだけでこの村のことじゃないかもしれないわけでっ！」


　あたしがあわてて弁べん解かいすると──


「そうですかー[image: ]


　きっといろんな所には、いろいろ変わった行事もあるんでしょうね。


　まあ、私みたいにずっと田舎暮ぐらしをしている者には、よくわかりませんけど[image: ]」


「ねーねーおねーちゃん、晩ごはんのあとヒマだったら、旅のお話聞かせてー」


「……あー……とりあえず……なんでもいーから、部屋、案あん内ないしてもらえます？」


　なんだかめっきり疲つかれ果はて、あたしは力無くそう言ったのだった。





　寒い時には鍋が一番。


　くつくつと地じ鶏どりスープが煮にえる中、薄うす切ぎりのさまざまなキノコをさっとくぐらせ、はふりとひと口。


　薄切りだからちゃんと熱が通り、しかしスープをくぐらせるだけなので、キノコそれぞれの香かおりが立つ。


　夕食に出たのはそういうものだった。


　んーむ。繊せん細さいな味わいがなかなかでりぃしゃす。


「えっと、地鶏もも肉おかわり！」


「はい。たんと召めし上がってくださいな[image: ]」


「かーちゃん、おれも腹はらへったぁ」


　一見和わ気きあいあいたる空気の中、しかしあたしは一いち抹まつの居い心地ごこちの悪さを感じていた。


　むろん理り由ゆうは言うまでもない。おかみさんと子供の発ほつ作さ的てき豹ひよう変へんっぷりである。


　しかし、理由は一応想そう像ぞうできた。


　チェックインするその時に、あたしの発した『変わった行事』ということばに、彼女たちは反はん応のうした。


　つまり──


　ここにはちょっと変わった行事があり、それは、村人以外の人間に知られることがタブーになっているのではないか──


　ということである。


　宗しゆう教きよう色しよくを帯びた行事などでは、わりとよくある話だった。


　とはいえ完全に秘ひ密みつを守り続けることなど不ふ可か能のう。行事の存こ在とは断だん片ぺん的てきに、よその村や町に伝わって──それがあたしの耳に入ったのだろう。


　つまりはまあ、そのことにさえ触ふれないように気をつけていれば、普ふ通つうに過すごすことはできるというわけである。


　……気になるには気になるのだが。


「えっとお野菜おかわりーっ！」


「あらあら。ずいぶんお腹なかがすいてらしたのね[image: ]」


　もう何度目のおかわりか──おかみさんが、野菜を盛もった皿を運んできた時──


　ドアベルが鳴った。


　宿の食堂に灯ともるランプが、入り口の人物をぼんやり照らし出す。


　外の雪は、その強さを増ましていた。


　雪降る暗い夜を背に、立っていたのは一人の男。


「何者ぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」


　またまた狂乱バーサクするおかみさん。


　が。


　客の男はあわてずひるまず──どころか、薄い笑みすら浮かべ、


「ほう。その慌あわてぶり。


　してみるとやはりラバズの伝説も、あながちでたらめではないということか」


　空気が。完全に凍こおりついた。


「かえれーッ！」


　男の子──モノルがいきなり絶ぜつ叫きようする。


　しかし戸口の男は動じずに、


「そういうわけにはいかんよ。私はその調ちよう査さに来たのだから。


　それとも──


　調査に行ったら追い返された、と、近きん隣りんの村や町でふれ回ってもいいのかね？」


「……なんのことをおっしゃっているのかよくわかりませんけど……」


　とぼけるおかみさんの顔色は、誰だれがどう見てもまっ白だった。


　野菜皿を持つ手が小さく震ふるえている。


「今日は満室です」


「そうは見えんが──」


　男はぐるりと室内を見渡す。


　ここにいるのは、あたしとおかみさんとモノルだけ。たしかにこれで満室と言われても納なつ得とくはできないだろう。


「おかみがそう言うのなら、まあいい。信じよう。


　ならば食堂の隅すみか物もの置おきにでもいいから泊まらせてもらおうか。宿代も正せい規きの額がくを払はらう。


　まさか──それも断ことわる、外に出て凍こごえ死ね、とまでは言わんよなぁ？


　それでは人殺しだからな」


「……っ……！」


　人殺し、とまで言われては、さすがにおかみさんとて引き下がらざるを得なかった。


　まさに人殺しの目つきで男をにらみながらも、それでも口調だけは静かに、


「……わかりました。お一人くらいなら……部屋はなんとか用意してみましょう」


「──いや──」


　男はのっそりと戸口をくぐる。ぼんやりとしていた姿がはっきり浮かび上がった。


　三十代半なかばといったところだろうか。やせぎすで黒い髪かみに細い目は、おせじにも人にん相そうがいいとはいえない。


　その身に纏まとうは、黒いローブに黒マント。


　まさかこいつも魔道士か!?


　奥おくへと進む男の後ろに、もう一つの影。


「二人だ」


　続いて中に入ってきたのは──


　長い黒髪黒マント、首にはドクロのネックレス！　無意味に露ろ出しゆつ度ど高い服！


　自称あたしのライバル、白蛇サーペントのナーガは体を丸めてがちがちぶるぶるふるえつつ、とことこ中へと入って来た！


　……寒いなら、ちゃんとした服着りゃいいのにこのアマは……


「……そちらのふびんな人は……？」


　一いつ瞬しゆん男への反発も忘れ、気の毒どくそうに聞くおかみさん。


「護ご衛えいに雇やとったんだが……」


　男も複ふく雑ざつなまなざしを向け──


「リリリリリリナっ！」


　ナーガはそこで、はじめてあたしに気づいて声をはり上げた。


「ほほほーっほほっほほ……


　きき奇き遇ぐうねこんなとこ……こん……」


「眠るなぁぁぁっ！　寝ねたら死ぬぞぉっ！」
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　くらりと昏こん睡すいしかけるナーガを、男があわてて叩たたき起こす。ほっときゃいーのに。


　そんなほほえましい光こう景けいが展てん開かいされる一方で──


　おかみさんは、ゆらりっ、とあたしの方を向き、


「ひょっとして……知り合いなんですか？」


「……ええ……まあ……」


「ぐるだったんだぁぁぁぁぁぁっ！」


「ちがぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぅっ！」


　とりあえず。


　楽しみにしていた夕食の時間は台だい無なしになった。





「実は私、ラダムの町の魔道士協会の者でしてな。アーチー＝メズウッドという」


　陰いん気き男はなぜかあたしのテーブルで、なぜかあたしのキノコ鍋をつつきながら、そう名乗った。


　男の隣にはナーガが座すわり、なぜかやはりあたしのキノコ鍋をつついている。


　ツッコミたいところだらけだったが──しかしあたしが何より一番気になるのは──


　あたしの後ろに佇んでいるはずの、おかみさんとモノルの存こ在とだった。


　気配あります。


　後ろ、めっちゃ気配あります。


　敵てき意いとゆーか殺さつ気きとゆーか純じゆん然ぜんたる破は壊かいの意志とゆーか。そーゆーものがビリビリと後ろから伝わって来ます。髪かみとか逆さか立だちまくってます。郷く里にのとーちゃんかーちゃんねーちゃん先立つ不幸をお許ゆるしください。気持ちとしてはそんないきおいです。


　たぶんあたしの背中越ごしに、ナーガとメズウッドをにらみつけているのだろーが……対する二人はへーぜんとしている。


　ナーガはまあ、もともと人ひと目めなど気にしない生き物なのだが、メズウッドの方もおかまいなしに、


「いやぁしかしこんな所で、あのリナ＝インバース殿どのに出会えるとは幸さい先さきいい。


　きっとこれは、ラバズ探たん索さくがうまくいくということに違いあるまい」


　らばず、という謎なぞの単たん語ごが出た瞬しゆん間かん、背はい後ごにわだかまる破壊の意志がふくれあがる。


　それが一体何なのか──興きよう味みがないと言えば噓うそになるが、ここで背後のものたちを刺し激げきしたくはない。


　そう思って黙だまっていたのに──


「ご存ぞん知じか？　ラバズのこと」


　メズウッドが、無む神しん経けいに話をふってきやがる。


　あたしは引きつった笑みを浮うかべつつ、


「……いえ。


　それよりキノコ鍋おいしいですよ。


　お二人が席についてからおかみさんが運んできた、断だん面めんがピンクと緑のまだら模も様ようの奴やつとかおすすめですけど」


　それにはなぜか、誰も手をつけていないのだが。


　対するメズウッドはあたしのおすすめを無む視しして話を進める。


「ご存知ないか。さもありなん。


　このあたりの伝説にある怪かい物ぶつでしてな。冬のある夜にだけ現あらわれて人を咬かむという。


　面おも白しろいのは、咬まれた者は傷きずつかず、それどころか幸運が舞まい込むようになるというのですよ。


　まあそれだけの話ならばただの伝説、昔話なのですが、実は昨さく年ねん、この村近くで、どうもそれらしいものを見た者がおるというのですな」


『そんなものいないーッ！』


　びくっ！


　背後でいきなりおかみさんとモノルにハモられて、あたしは小さく体をふるわせる。


　……コワくてふり向けなかったが。


　障しよう気きにすら似たこのプレッシャーの中、なんで平気でいられるのか、メズウッドは平へい然ぜんと声を無視して先を続ける。


「私は魔道士協会で、博はく物ぶつ学がくをやっておりましてな。


　いろいろな生き物の性せい質しつを調べたり分ぶん類るいしたりということをやっておるわけだが、そこに、ラバズの話を聞きましてな。


　ひょっとしてこれは未知の生き物なのではないかと、こうしてやって来たわけです。


　もし新種の生き物発見、ということになれば、これは、後の世に名を残すことになるやもしれん。


　で、どうです？　あなたもこの話、一枚嚙んでみる気はありませんか？」


　面白そうな話ではあったが──今のあたしは正直、後ろの気配がコワい。


「……いや。えっと。あたしは。ていうか、護衛がそんなに何人もいてもしょーがないだろーし」


「いやいや。


　未み確かく認にんの動物だとしても、伝説通りのものだという保ほ証しようはない。安全とは限かぎらないわけですよ。


　それにひょっとしたら──」


　と、彼は声を低めて──


「動物のたぐいではなく、実は魔ま族ぞくだった、という可か能のう性せいすらあるわけですよ」


　たとえ声を低めたところで、他に聞こえるのはキノコ鍋が煮にえる音のみ。全員に丸聞こえなわけだが。


「実じつ際さいに魔族に会ったことはないが、純魔族という奴は、決まった姿を持たぬといいますからな。


　聞けば、こちらのナーガ殿どのとあなたとは、その純魔族と出会ったことがあるとか」


「もーっふぉっほっほっほっほ」


　鍋をはふはふやりながら、それでもナーガがじまんのバカ笑い。


　……いや……まあ……確かに……出会ったことはあるけど……
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「魔族をも退しりぞけるほどの方々二人が揃そろえば、それこそ鬼おにに金かな棒ぼう何とかに刃は物もの」


「──ちょっと待て今──」


　あたしのツッコミをさえぎって──


「フィシルさん！　今──」


　唐とう突とつにドアをはね開け、駆かけ込んで来たのは老人だった。


　だが彼は、客がいることに気がつくと、ぴたりとその場で硬こう直ちよくした。


　ドアベルの余よ韻いんと鍋の煮える音だけが、生まれた沈ちん黙もくを埋うめる。


「ど……どうしたんです村長？」


　その沈黙を破やぶったのは、あたしの後ろに佇むおかみさん。


　してみると、フィシルというのはおかみさんの名前なのだろう。問われて老人──村長は、おかみさんとあたしたちとを、困りきった顔で交こう互ごに眺ながめ──


「ラバズでも出ましたかな？」


　冗じよう談だん交まじりのメズウッドの問いに──


「──っ!?」


　村長は、これ以上ないというほどロコツに息を呑のんだのだった。


　これには、言ったメズウッドの方もおどろいた。


「──まさか──本当に出たのか!?」


　色めき立って腰こしを浮かし、村長の後ろ、雪降る闇やみの奥へと視し線せんを走らせる。


　だがむろん、そんな所に何かが見えるはずもなく。


　聞こえるのはただ、遠い風のうなり声。


　……いや。あれは本当に風の声なのか？


「ナーガ殿！　行きますぞ！」


「ふむむっみゆっむ」


　口いっぱいに鍋モノをほおばり、ナーガが抗こう議ぎの呻うめきを漏もらすが──


「いや。わからん。


　いずれにしろ、仕事より鍋を優ゆう先せんするというなら、依い頼らい料りようは減へらさざるを得ませんが」


「むるむ。」


　仕し方かたなくナーガも席を立つ。


　メズウッドはこちらにも視線を送るが、あたしは彼が口を開くより先にクギを刺さす。


「あたしパス。引き受けたおぼえはないし。


　そっちも、ここであたしを説せつ得とくしてる時間なんてないでしょ？」


　それであきらめたか、メズウッドは結局何も言わずに、ナーガを連れて外へ出てゆく。


　戸口に呆ぼう然ぜんと突っ立ったままの村長の横を通り抜けて。


「……おねーちゃんは……行かないの？」


　いつの間にまわり込んできたのか。横からモノルが問いかけて来た。


　あたしは小さな笑みを返して、


「なんか、触ふれられたくないわけがあるんでしょ？


　だったらそっとしとこう、って、そう思っただけ」


　──腫はれ物にさわって面めん倒どうごとに巻まき込まれたくはない、という意味なのだが──


「……その……私……どうやら誤ご解かいしていたようです」


　言って、あたしの正面にまわり込んで来たのはおかみさんだった。


「あなたも今のかたたちの知り合いだという話ですから、てっきり……


　けどどうもあなたは、信用の置ける方のようですね。


　──あ」


　おかみさんはふと思い出したかのように、テーブルの上に置かれたまだらキノコの皿を取り、


「こんな危あぶないものは、横に置いておきますね」


　……やっぱし危ないモノだったんだ……それ……


「それでその──


　勝手とは思いますが、あなたのお人ひと柄がらを見込んで、お願いしたいことがあるんです」


「いや。見込まれても」


　勘かん違ちがいだと言いたいのだが、彼女はそれをただの謙けん遜そんと受け取ってか、かまわず話の先を続けた。


「……今の二人……


　口ぶりからすると、ひょっとしたら、『ラバズ』にひどいことをするかもしれません。


　けど……」


　おかみさんはそこで一いつ旦たん、とまどうように口をつぐむ。


　いまだ開いたままの戸口から、冷気が足下に忍び込む。


「お願いです！


　何も聞かずに……『ラバズ』を助けてもらえませんかっ!?」


「へ!?」


　あたしは思わず声を上げていた。


　それはつまり、ラバズが本当にいると、おかみさんは知っている──そういうことになってしまう。


「お願いしますっ！」


「おねがいだよ！」


　頭を下げるおかみさんの横で、モノルもぺこりとおじぎする。


「わしからも頼たのむ。旅の方」


　言ったのは、ようやく硬こう直ちよくも解とけて歩み来た村長さん。


　イヤとは言い出しにくい状じよう況きようだが──もちろんヤである。雪降るこんなくそ寒い中、珍ちん獣じゆう求めて右う往おう左さ往おうするなんぞ。


　と、ストレートに言うわけにもいかず。


「いやあの。何も聞かずに守ってくれ、とか言われても。


　第一あたしはその……らばず？　っていうのがどんな姿すがたなのかも知んないわけだし」


『……………………』


　村長、おかみさん、そしてモノル。三人はしばし視線を交わし──


　三人同時に、


『そこをなんとかっ！』


「なんとか、って言われても……」


　あたしはしばし眉まゆをひそめ、


「飛び出して行った今の二人を、全ぜん然ぜん違う方に向かわせる、ってことくらいならできるけど……」


「お願いします！　何もできませんが、宿代くらいは無む料りようにさせていただきますから！」


　頼たのみ込むおかみさんの声には、どこか悲ひ愴そうな響ひびきすら混まじっていた。


　……仕方ないなぁ……


　とりあえずあたしは席を立ち、戸口の方に向かいつつ、


「村長さん。その、ラバズを見たのとは全然違う方向を言って」


「違う方向？……おお！　東、じゃ！」


　こちらの意い図とを理り解かいして、村長が言う。


　あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえつつ、ドアへと向かった。


　そう。


　つまり、派は手でな攻こう撃げき呪文で二人を呼び寄せ、ラバズが出た、東に向かったと別の方向に誘ゆう導どうしてやるのだ。


　あたしは宿の玄げん関かんをくぐり──


　そこに、それがいた。


　うっすらと雪が積つもった世界の中に。


「──火炎球フアイアー・ボールっ！」


　あたしは思わず、唱え終えていた呪文を本気で解とき放はなつ！





　ごぐわぁぁぁんっ！





　光が夜を引き裂さいて、熱気が雪を気き化かさせて、轟音ひびきが静寂しじまをうち破る！


　一いち撃げきの余よ韻いんが去ったそのあとを──


　再び、闇やみと散ちる白と静けさだけが支し配はいする。


　あたしの胸はまだ高たか鳴なっていた。


　それはいた。確かに、そこに。


　宿の玄関からさほども離はなれていない所に。


　雪と闇のせいで、はっきりと姿が見えたわけではない。目に映ったのは朧おぼろなシルエットのみ。


　それでも──丸まった背中に、普通の人間よりふた回りほど大きな体格。そして、シッポのようなものがついていることだけは見てとれた。


　それは、あたしの一撃が着ちやく弾だんするよりも早く、地を蹴けり、そばの家の屋根に跳とび乗ると夜の奥へと姿を消した。


　──今のが──ラバズ──


　異い形ぎようの去った虚こ空くうを、あたしはそうやって、どれだけの間眺ながめていたのか。


「……っほっほっほっほ……！」


「……今のは何だ!?」


　近づいて来たのは、ナーガとメズウッドの声だった。


　我われに返ってあたりを見れば、他の村人たちも、一体何事があったのかと、家々の戸から窓から顔を覗のぞかせていたが──


「ラバズが来たわ。ここに」


　二人に言うあたしの唇くちびるが、小さく震ふるえているのは寒さのせいか。


「ここに!?」


　息いき巻まくメズウッドに──あたしは、ラバズが本当に逃げて行ったのとは別の方、東を指さして、


「あっちに。けど追ってもムダよ。


　人間の足じゃあたぶん……追いつけない」


「ち……！　しかしこれで、何かがいることだけは確かく実じつになったわけですな！　ここはひとつ腰こしを据すえてじっくりと……」


　興こう奮ふんしてまくしたてるメズウッドのことばを聞き流しつつ、あたしは昏くらい空の彼方かなたに目をやった──





　降ふる雪はすべての音を呑のみ込んで──


　宿の一階にある食堂には、ストーブの火が時々はぜる音だけが響ひびいている。


　そこには今、村長を加えて六人がいた。


　あたしが外で攻撃呪文をぶちかましたあと、当とう然ぜん村は騒さわぎになった。


　村長はなんとかそれを、なだめおさめて宿に入り──


　そこに、メズウッドの詰きつ問もんがはじまった。


　あれはどういう生き物なのか知っているなら詳くわしく聞かせろ伝でん承しようにはどうあるのか村人たちは何をどこまで知っているのか。


　しかし何を聞かれても、村長はただただ無む言ごん。


　答えてはくれぬとメズウッドも悟さとり、ため息をついてことばを切って──


　そして、この沈ちん黙もくが訪おとずれた。


　あたしと村長、ナーガとメズウッドが一つのテーブルに。隣のテーブルにはおかみさんとモノル。


　子供はそろそろ寝ねる時間だが──そんなことも言っていられないだろう。


「──そういえば、リナさんも見たのですな。どんな姿でした？」


　ふと思い出したかのように、メズウッドがあたしに問いかける。


　おかみさんと村長が、ちらとあたしに不安の視線を投げかけた。


　本物を見たということは話していない。村長たちは、あたしがうそをついているのだと信じたまま、うそがバレないかと不安がっているのだろう。


　あたしはため息をついて、


「……見えたのは影かげだけよ……ちょっと距きよ離りがあったし。


　けど、見み間ま違ちがいや気のせいじゃない。


　確たしかにいたのよ。何かが。


　ふつうの人よりふたまわりほど大きくて、あたしが呪文をぶっ放すと、言葉通り跳とんで逃げたわ」


　証しよう言げんに、メズウッドは半なかばひとりごとのように、


「ふむ。跳ちよう躍やく力りよくに優すぐれた大おお型がた獣じゆう、ということか。もし魔族ならば、逃げる必要などないのだからな。


　獣けもののたぐいが、冬場、山にエサがなくなると人里にやって来る、という話を聞くが、これもその例か。


　しかしそのサイズの獣が今まで人目につかずにいたというのは……？


　夜や行こう性せいなのか？　それとも生せい活かつ圏けんが違うのか。地下生活？　あるいは樹じゆ上じよう生活──」


　どんっ。


　小さく屋根が鳴った。


　最初は誰だれも気にしなかった。積つもった雪が落ちて音を立てたのだろうと。


　だが。


　……ぎし。ぎし。ぎし。ぎし。


　続く足音に、全員が頭上をふりあおぐ！


　──この宿は二階建だて。二階部分が客室になっており、一階のここが食堂兼酒場。奥がおそらく家族の家になっているのだろう。宿というより民宿に近い。


　一階は二階より広く、この食堂の真上は、客室ではなく屋根になっている。


　そこに──


「いる」


　メズウッドのかすれた声が響く。


「けど、なんで？」


　と、やはり天てん井じようを見上げて、ナーガ。


　足音がぴたりと止やんだ。


「食い物のにおいにつられて来たか……」


　これもやはりメズウッド。


　たしかにこの場にはいまだ、キノコ鍋の残のこり香がが漂ただよっている。そのにおいは、エントツを通して外にも漏もれているだろうが……


「……この子を……」


　おかみさんのつぶやきに、あたしが思わず目をやったのは、声に含ふくまれていた場ば違ちがいな感情のせいだった。


　彼女はモノルを抱だきかかえ、いっしょに天井を見つめている。


　母子おやこ二人の瞳ひとみにこもるのは、おかみさんの声に混ざっていたのと同じ感情。


　それが恐きよう怖ふの色ならば、あたしは気にもとめなかっただろう。


　だが、わずかににじむその感情は──


　──期き待たい。


　おかみさんのつぶやきが続く。


「この子を咬みに来たのよ……」
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「な……!?」


　あまりに異い様ようなその内容に、メズウッドがはじかれたように振ふり返る。


「何を──


　何をわけのわからないことを言っているんですか!?」


　はり上げた声に反はん応のうするかのように、ぎし、と小さく天井が鳴る。


「ふっ！　たとえ相手の目的がなんだろうとっ！　倒してしまえば同じことっ！」


　言ってマントをひるがえし、立ち上がったのは、言うまでもなく白蛇サーペントのナーガ！


　早さつ速そく呪文を唱となえはじめ──


「やめろぉぉぉぉぉぉっ！」


「──なっ!?」


　叫んでナーガに飛びついたのは、母親の腕うでから飛び出したモノル！


　いきなりのことにナーガもおどろき、呪文詠えい唱しようが中ちゆう断だんする。それでもモノルはナーガにしがみつき、


「やめろやめろやぁめぇろぉよぉ！」


「なっ!?ちょっ！あのっ!?ちょっとっ！」


「モノル！　やめなさい！　お客さんに何てことするの！　そんなことしてると何かがうつるわよっ！」


　あわてておかみさんが、さりげに無ぶ礼れいなことを口走りつつ、モノルをナーガから引き離はなす。


　彼はそれでもじたばたしながら──


　どんっ！　と、再び屋根が鳴る。


　それきり──











　ぱちんっ。


　ストーブの火がはぜ、世界が音を取り戻す。


　全員が、同時に吐と息いきをついていた。


「……去った……ようですな」


　メズウッドはつぶやくと、いまだ天井を眺ながめたままの村長に目をやり、


「教えてください。あれは一体何なのです」


「……あれは……」


　村長は、天井を見上げたまま、かすれた声で──


「……あれには……どうか手を出さんでください……


　あれは……神、なのですから……」


　とんでもないことをぬかしやがったのだった──




（白い夜の獣：続く──）
















　次回予告





　実家が雪の降ふる地方だったせいで、雪っていうのが原げん風ふう景けい、っていうんですか？　そんなふうにすり込まれちゃってて。


　ついついことあるごとに、あんまり意味もなくいろんなシーンで雪降らせちゃいますねー。雪、好きですし。


　もっとも親は、雪かきが大変……


　………………え？　何？


　これってフリートークのコーナーじゃないの!?　なぁんだ。それならそうと早く言ってくんなくちゃアキタちゃぁん。全くひとが悪いんだから。


　ええっと、ほんじゃま。


　次回『白い夜の獣』後編、


　とにかくまあ待て！




白い夜の獣けもの［後編］













　あらすじ





　雪降ふるとある山の中。小さな村の小さな宿で、リナはあきらかに挙きよ動どう不ふ審しんなおかみさんとその息子むすこに出会う。


　何かを隠かくしているふうの母子に、とりあえず触ふれないでおこうとするリナ。


　だがそこに、魔道士メズウッドと彼に雇やとわれたナーガが、伝説にある未み確かく認にん動物、ラバズを探しにやって来たことから状じよう況きようは一いつ変ぺんした。


　ラバズが出たと宿に飛び込んでくる村長。


　ラバズを助けてくれとリナに頼たのむ母子。


　そしてリナ自身も雪の中、何かの影かげを見いだすのだった。


　雪に閉ざされた宿の中、母はあれが息子を咬かみに来たのだと言い、村長は、それを神だと語るのだった──







　外では風が出てきたらしい。


　窓まどの戸板はかたかた小さな音を立て、遠い嘆なげきにも似にた風音が聞こえる。


　宿の一階にある食堂兼けん酒場には、しばしの沈ちん黙もくが落ちた。


「……えーっと……」


　とりあえず、意味もなくあたしはつぶやく。


「神……って……」


　ふつー神サマといえば、赤の竜神スイーフイードや、その分身たる地水火風の四竜王あたりを指すのだが──


　むろんそんなものが、ノラ化してこんなところをうろついているはずもなく。


「地方ではよくある話ですよ」


　あたしのつぶやきにこともなげに答えたのは、村長ではなく、メズウッドの方だった。


「人の脅きよう威いとなる動物や常じよう識しきで推おし量はかれない事じ象しようなどを神しん格かく化かして奉たてまつり、距きよ離りを置くということは。


　私の知る例では、蛇へびや普ふ通つうのドラゴンを神として崇あがめている地方の例もあるとか」


「確たしかにそんな話は聞くけど──」


「神は……神じゃ！」


　村長は不ふ機き嫌げんに吐はき捨すてる。


　だがメズウッドは淡たん々たんと、


「いやしかし村長、あなたがたが神と信じているものが、実は何かの危き険けんな動物だという可か能のう性せいもあるのですよ。それをほうっておいていいのですか？」


「そんなことはないっ！」


「なぜそう言い切れます？」


「それはっ……！　あれが……神じゃからじゃっ……！」


　そっぽを向く村長に、メズウッドはため息をついて、


「……話になりませんなぁ。


　確かにあなたたちにしてみれば、今まで崇めていたものを、神ではないと否ひ定ていされたわけですから、面おも白しろくないのでしょうが。


　しかし万一、私の言っていることの方が正しくて、あれが村の誰だれかを傷つけたり殺したりした場合──」


「そんなことしないもんっ！」


　いきなり悲ひ鳴めいに近い声を上げたのは、宿の息子、モノルくんだった。
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　おどろいて、メズウッドも思わずことばを切った。


　モノルは目に涙なみださえ浮うかべつつ、


「そんなことしないもん！　ぜったい！」


　きっ！　とメズウッドをにらみつける。


　さすがに彼とて、子供に泣かれるのは気まずいのだろう。困った顔で、


「……あ……あー、いやー……


　その、私は別にラバズのことを悪く言うつもりはなくて、ただ、村のみんなが心配だったから……」


　モノルはなおもしばらくメズウッドにガンを飛ばしてから、やがて無む言ごんでおかみさんのそばに駆かけ寄よった。


　しばし気まずい沈黙が流れ──


「ま、まあ、こうしていても仕方ないか。


　それじゃあ私はひとまず部屋で休ませてもらうよ」


　メズウッドは棒ぼう読よみ気ぎ味みにそう言うと、不自然に伸のびなどしてから、そそくさと階かい段だんを上ってゆく。


　……耐たえられずに逃にげたな……


　これでナーガも部屋に戻もどれば、おかみさんや村長から、こみいった事じ情じようを聞くこともできるのだろうが……彼女が腰こしを上げる様子はない。


「彼、上に行っちゃったけど、あんたは部屋に行かないの？」


　とりあえず水を向けてみるが、彼女は髪かみをかき上げて、


「ふっ。依い頼らい人にんだからって、なんでそこまでつきあわなくちゃあ──」


　のんぎよぉぉぉぉをっ!?


　ナーガのことばを遮さえぎって。声は、二階から聞こえた。


「──今のは──！」


　色めき立ち、腰を浮かすあたし。ナーガもイスから立ち上がり、


「ラバズの鳴き声？」


「メズウッドの悲鳴でしょーがっ！」


　ツッコミを入れた時には、あたしはすでに駆けだしていた。


　ナーガが並び、おかみさんにモノル、村長が続く。


　木の階段をきしませて二階に着くと、さして長くもない廊ろう下か。


　面したドアの一つが開いて、そこに見えるのは、しりもちをついたメズウッドの背。


　あわてて駆け寄り、彼の後ろから部屋の中に目をやれば──


　──壁かべにランプが一つだけ。絞しぼられた芯しんに灯ともった小さな火が、かすかなかすかな光を放はなち、家具のりんかくだけを朧おぼろに描えがき出している。


　正面の窓は大きく開き、夜風に舞まい散ちる雪がちらちらと吹き込んで来る。その先にあるのはただ──冬の闇やみ。


　そこにはもはや、何の姿すがたも見あたらなかった。


「でッ！　出たっ！　出たっ！」


　あたしの足もとで、メズウッドはへたり込んだまま顔だけを動かし、あたしたちの方へと視し線せんを向けて、


「窓がっ！　窓がガタガタ鳴ってっ！　いきなり開いてっ！　奴やつがっ！　奴がっ！」


「出たの!?」


　ナーガの問いに彼はかくかくうなずいて、


「よ、よくは見えなかったがトカゲ人間リザードマンのような格かつ好こうだった！　わ、私が声を上げると逃げて行ったが……！……まだどこか近くにいるかもしれんっ……！」


　言いながら、それでも混こん乱らんはおさまってきたのか、多少足をふるわせながらも立ち上がる。


「だが……リザードマンのはずはないっ！」


　彼の言う通り。リザードマンがいるのは、もっと南の地ち域いきだし、そもそも彼らは寒さに弱い。


　彼はナーガに目をやって、


「こ……こうしてはおれんっ！　ナーガ殿どの、行きますぞっ！」


「……仕方ないわね……」


　言って二人はきびすを返し、階段の方に行きかけて──


「させるくわぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


「ぬわああああああっ!?」


　そのメズウッドの腰に、がしいっ！　とおかみさんがしがみつく！


「なっ!?　ちょっ!?　何を!?」


　もがくメズウッドともがくおかみさん。二人はもつれあい──





　ごぢっ。





　転んだ拍ひよう子しに派は手でな音。そのまま両者はしばし動かず──


「……う……」


　やがて呻うめいて身を起こしたのは、メズウッドだった。


　とたん。


「うわあああああっ！　かーちゃんーっ！」


「おのれよくもフィシルさんをっ！」


　ここぞとばかりに彼を責せめ立てるモノルと村長！


「い！　いや！　今のはあきらかにこの人がしがみついてきたせいでっ……！」


「ひとごろしぃぃぃぃぃぃっ！」「外げ道どうぅぅぅぅぅっ！」「村から出てけぇぇぇっ！」


　メズウッドのことばに耳を貸かす気などさらさらなく、三人は口々にメズウッドを非ひ難なんし続ける。


　──あ。ちなみに三人目というのは、床ゆかに倒たおれて死んだフリをしているおかみさんだったりするわけだが。


　焦あせるメズウッドはそんなことにすら気づきもせず、


「し！　知らん知らん私のせいじゃないっ！　ええいっ！　相手にしてはおれんっ！


　行くぞナーガ殿っ！」


　言うとナーガを引き連れて、その場を逃げるかのように階段を駆かけ下りてゆく。


　ほどなくドアベルが音を立て──


　静せい寂じやく。


　やがて、風の悲鳴が耳につきはじめた頃ころ。


　おかみさんが、いきなりむっくり身を起こし、モノルと村長ともども、あたしの方をぐりんっ、とふり向き、


『何ぐずぐずしてるんですかぁぁぁぁっ!?』


「えぇぇぇぇぇええっ!?」


　ハモった声の大きさと、彼らが纏まとうオーラに圧おされて、あたしは思わず半歩にじり下がり、


「ぐ……ぐずぐず、って……？」


「なんとかすると言った以上なんとかするのがあなたの使し命めい！」


「守っていただけますな。『ラバズ』のことを」


「そーだよねーちゃん早く今の二人追いかけなくちゃ！」


　口々に言ってあたしに詰つめ寄よる三人。


　いやあのもちろんあたしはラバズを守るなんて約やく束そくしていないのだが。


　とてもそんなことを言い出せる雰ふん囲い気きでもなく。


「ま……守れっていうんなら、もっとくわしくラバズのことを知る必ひつ要ようがあるわっ！」


　あたしがそう声を上げたとたん、三人は、ぴたっ、と口を閉ざした。


　予想通りの反はん応のうである。


　彼らはラバズのことを話したがらないくせに、必死に守りたがっている。


　ならばしつこく問い詰めれば──


「たとえばあたしがどれだけがんばっても、今の二人の方が先にラバズに出会ったら、手の打ちようなんてないわ。


　ならそんなことにならないように、ラバズの性質とか行動パターンとかを知っておく必要があるでしょ。


　何も話さないけど守れ、なんて、白い黒犬を探してこい、って言うのと同じくらい無む理りな相談よ」


「………………………………」


　あたしのことばに三人は、しばし無言で視線をそらしていたが──


「──村長、こうなったら……」


「うむ……」


　おかみさんと村長は、視線を交わし、うなずいて、


「わしらで山やま狩がりしてあの二人をとっ捕つかまえるのみっ！」


「いやちょっと待てぇっ！」


　いきなりの物ぶつ騒そうな発言に待ったをかけたあたしに、村長は力強くうなずいて、


「心配はいらん！　命まで取りはせん！　何日か部屋に閉じこめておくだけじゃ！」


「心配するわぁぁぁっ！


　そんなことやって、あとでことが表ざたになったら、おーさわぎになっちゃうでしょーがっ！」


「まあ！」


　あたしのことばにおかみさんは、恐おそろしげに頰ほおに手をやり、


「つまり……表おもて沙ざ汰たにならないように処しよ理りしてしまえというんですか!?」


「言ってない言ってない！」


「でも他に解かい釈しやくのしようが！」


「ぶっそーなことするな、って言ってんのよっ！」


「そんな無理言われても」


「無理なんかっ!?


　……まあ、どーしても山狩りしたいってのなら好きにすればいいけど……


　言っとくけど、ナーガってああ見えて、けっこー強いわよ。


　攻こう撃げき呪じゆ文もんを使える上に、手かげんとか常じよう識しきとか一切なし。


　返り討うちにあう可か能のう性せいの方がずっと高いでしょーね」


「……むぅ……」


　村長は苦い表情で、


「では、あなたならなんとかできる、と？」


「ラバズのことを聞かせてもらえない限り、どうしようもないわね」


　同じことばのくり返し。


　言われておかみさんと村長は、やはりしばし沈ちん黙もくし──


「とーちゃんなんだ」


『!?』


　モノルがぽつりと漏もらしたことばに、おかみさんと村長、二人が息を呑のむ。


　……と……とぉちゃん……？　って、父親のこと……？


　モノルは、うつむき、拳こぶしをにぎりしめたまま、


「あれ、とーちゃんなんだ」


「モ、モノル！」


「何をっ……！」


　あわてふためくおかみさんと村長。と、いうことは──


　本当、なのか？


「秘ひ密みつは守るわ」


　あたしのことばに、三人はこちらをふり向いた。
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「だから、全部話して」


　落ちたしばしの沈黙に──やがて、村長の深いため息が忍しのび込む。


「……ラバズというのはもともと……伝説にある神の一ひと柱はしら……火竜王ヴラバザードの名が変化したものだと言われておる……」


　村長は、まるで観かん念ねんしたかのように、静かな口調で語りはじめた。


「冬の寒さが厳きびしいこのあたりゆえ、火を司つかさどる神が信しん仰こうを集めたのじゃろうな。


　とはいえ、ちゃんとした教会があるわけでもない。


　伝わるうちに名は変わり、信仰も形を変えて行事になり、いつしか──


　年に一度、持ち回りで村の誰かがラバズ神に扮ふんし、村の家々をまわり、相手を咬かむ、という形で村人に祝しゆく福ふくを授さずける。


　すると祝福を授かった者は、幸福でいられる、という形になった」


「……じゃあ……あのラバズは……」


　あたしのつぶやきに、おかみさんはモノルを抱だきかかえてうずくまり、村長は小さくうなずいて、


「そう。この宿の主人、アエルが扮ふんしたものなのじゃ」


「……いやあの……」


　あきれて肩から力が抜ける。


「……そんなことなら……最初から、隠かくさずに全部話してくれてたら……ややこしいことにならなくて済すんだのに……


　──って……」


　言いつつあたしはふと思い出す。あたしの放った攻撃呪文の一撃をかわした時のラバズの動き。


　あれはとうてい、人間にできるものではなかった。


「ひょっとしてまだ……他に何かあるの？」


　あたしの問いに、村長は悲ひ痛つうな表情で、


「二年前……


　アエルはラバズ様に扮する役回りを与えられ、おおいにはりきっておった。


　もともと彼は、昔は旅たび芸げい人にんにあこがれておったほど芸ごとが好きで、役作りにも気合いが入っておったし、ラバズ様の扮ふん装そうにも手を加えて、いっそう真に迫せまるものに作り替かえるという凝こりよう……


　じゃが、それが災わざわいした」


　横で聞いていたおかみさんが、とうとうこらえきれずに嗚お咽えつをはじめる。


　対する村長は悲ひ壮そうな面おももちで、


「そう！　行事のあの日！　なりきりが過ぎたアエルはそのまま野性化してしもうたのじゃっ！」


「ちょっと待てぇぇぇぇいっ！」


「まあ、よくある話じゃな」


「よくあってたまるかぁぁぁぁっ！」


　あたしの重ねてのツッコミも無む視しし、村長は淡たん々たんと、


「それから。


　奴やつはラバズ様になりきって野山に潜ひそみ、行事の頃ころになると村に現れ、人を咬んで去ってゆく、ということをくり返しておる。


　そんな姿を、どこかの誰かが目にして、それがあのメズウッドとやらの耳に入ったのじゃろうが……」


　困ったようにあたしを見やり、


「……こんな話、恥はずかしゅうてひとさまには言えまい？」


「……む……むう……」


　言われてあたしはことばに詰まる。


　たしかに──


　村の者がうっかり野性化しただけです。などとは言えないだろう。


　特に身内のおかみさんやモノルとしては。


「もちろんわしらとて、なんとか説得しようともしたし、捕つかまえようともした。


　しかし、野生生活で鍛きたえられた奴の運動能力は、わしらではとうてい太た刀ち打うちできなんだ。


　自分の女房子供に会えば、あるいは人としての自じ覚かくを取り戻すやもしれぬ、とも思うのじゃが……」


「なるほど……


　実じつ際さい『彼』は、何度もこの宿にやって来ている。


　つまりまだどこかに、本来の自分……人間としての記き憶おくや、家族への想おもいを持ってる可か能のう性せいがある、ってことね」


　モノルを抱いたまま、こっくりうなずくおかみさん。


「そーいうことならまあ……


　話は秘ひ密みつにしておくし、やれるだけのことはやってはみるけど……」


　で、具ぐ体たい的てきには一体どーしろと？


　あたしがそう問おうとした時。


　…………ォン…………


　吹き行く風の音に混まじり、遠くから聞こえてきたのは大気の唸うなり。


　あれはあきらかに──爆ばく発はつ音おん！


　──まさか、ナーガたちが『ラバズ』を見つけたのか!?


　一同は顔を見合わせて、


「みんなはここにいて！」


　言って、あたしは宿を飛び出したのだった。





　後こう悔かいするには、ほんの一いつ瞬しゆんでこと足りた。


　なんとゆーか、心の底からくそ寒い。


　もとよりとーぜん服は厚あつめに着込んではいるのだが、それでも冷気は布に染しみ込み肌はだを刺さす。


　──夏の暑さなら、マントの下で弱じやく冷れい気きの呪文をかけて涼りようを取ることもできるのだが、暖だんを取れる弱暖気の呪文というのは存そん在ざいしない。


　考えてみたら、である。


　いきおいでつい飛び出したが、別に報ほう酬しゆうを約束されたわけではない。


　おかみさんは、宿代くらいはまける、と言ってくれていたが、このくそ寒い中をうろつき回ってナーガや『ラバズ』をどーこーするのには見合わない。


　とはいえ今さら戻って報酬の交こう渉しようをするわけにもいかないだろう。


　夜風に白いため息をついて、あたしはぐるりとあたりを見回した。


　雪も風も激はげしさを増まし、地に屋根に雪が積つもりはじめている。


　当然月も星もなく──だがそこに、光はあった。


　ナーガかメズウッドがかけていったと思われる魔ま力りよくの明かり。


　戻ってくる時の目め印じるしにするつもりなのだろう。宿の玄げん関かん、そのすぐ上にかけられて、皓こう々こうと光を放っている。


　そして。


　……ドォ……ン……


　再度の爆発音は、あたしから見て右手、山の上の方から聞こえた。


　同時にそちらに、攻こう撃げき呪文が炸さく裂れつしたとおぼしき閃光ひかり。


　──あっちか！


　あたしは口の中で呪文を唱となえ──


「翔封界レイ・ウイングっ！」


　風の結けつ界かいを纏まとう高速飛ひ行こうの術を使い、雪を蹴け散ちらし風を切る！


　村を出たあたりで術を解かい除じよして、そこからは歩きで近づいてゆく。


　術を展開したままだと、風の結界に阻はばまれて音が聞き取りにくくなる上に、不ふ用よう意いに現場に近づけば、ナーガに敵てきと間ま違ちがえられて攻撃されるおそれもあった。


　村から離はなれれば、当然そこは山の中。木々が草葉が雪をかぶり、視界はおせじにもよいとは言えない。


　ろくに明かりもない山道を、それでもあたしは進みゆく。
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　雪を踏ふみ分け風を切り──


　……現場に近づいているはずなのだが、あたりには何の気け配はいもなく。


　……おかしい。


　あたしの心に疑ぎ念ねんが湧わいた。


　考えてみれば、二度の爆発音以来、戦いの音らしきものは聞こえていない。これに関しては、あたしが高速飛行の術で風の結界に包まれていたせいで、聞き逃したという可能性もあるのだが……


　もしもナーガたちが、このあたりで『ラバズ』とドンパチやっていたのなら、魔力の明かりくらいは灯ともしていても──


「──そうかっ……！」


　あたしは小さく呻うめくと、呪文を唱えつつきびすを返す。


　なんのことはない。おそらくナーガたちは、あたしがやったのと同じことをしただけなのだろう。


　つまりは陽よう動どう作戦である。


　もとより『ラバズ』が宿にこだわっていたことは、ナーガはともかく、メズウッドにはわかったはず。


　たぶん村から出たあたりの場所で、離れた山中に攻撃呪文をぶちかまし、今、ナーガたちがそこにいると思わせる。


　ナーガたちを妨ぼう害がいしたがっている村人たちと、そして『ラバズ』の両方に。


　こうすれば、邪じや魔まになる村人たちを山におびき出せるかもしれないし、『ラバズ』に対しては、宿には今、ナーガたちがいないと思いこませることもできるだろう。


　そして当然ナーガたちは、とって返して宿の近くで待ち伏ぶせる、という寸すん法ぽうである。


　そうは──させない！


「翔封界レイ・ウイングっ！」


　あたしは再び高速飛行の術を使い、村の方へと向かう！


　しかししばらく行くうちに、まず見えたのはたいまつの明かり。


　──あれは──


　あたしは術を解除して、彼らのそばに降おり立った。


　おかみさんとモノルと村長のそばに。


「──いても立ってもいられなくて──」


「あの爆発はあたしたちをおびき寄せるためのものよ！」


　おかみさんのことばを遮さえぎり、あたしは言う。


　たぶん心配で出てきたのだろうが、それが裏うら目めに出た。


「たぶんナーガたちは宿の近く！　そこで『ラバズ』を待ち伏せしてる！　先に行くからあなたたちも戻って！」


　言うなり三人の返事も待たず、あたしは再び高速飛行の術を唱えて村へと向かう。


　やがて、降ふる雪の向こうに宿にかけられた魔力の明かりが見えて来る。


　そのまま飛び行き宿の前へと着地して──


　気配に、あたしはふりあおぐ。


　宿の隣となりにある民家。その屋根を。


　魔力の光はそこまで届とどかぬが、ただその上に佇む影かげだけは見て取れる。


　屋根の片かた端はしに二つ。反対の端に一つ。


　二つの影はおそらくナーガとメズウッド。


　とすればもう一つは当然──『ラバズ』。


「ほーっほっほっほ！　とうとう追いつめたわよ珍ちん獣じゆうラバズ！」


　勝ちほこるナーガの声が、雪風を貫つらぬき朗ろう々ろうとこだまする。


「いくら逃げ回ったところで、この──」


　口上が終わりもしないそのうちに。


　対する『ラバズ』の影が消え失うせた。


「へ？」


　間の抜けたナーガの声にかぶさるように。


　がづ「ぐっ!?」


　硬かたい音と、メズウッドの小さな悲鳴。影の一つがくずおれた！


　くずおれた影の後ろには別の影。


　まさか──!?


　あたしは我わが目を疑うたがった。


　今見たことを素す直なおに解かい釈しやくするのなら、『ラバズ』は瞬しゆん時じにあれだけの距きよ離りを移い動どうして、メズウッドに一いち撃げきを加えたことになる。


　いくらなんでもそれは──速すぎる。


「くっ！」


　あわててナーガは間を取ろうとして──


「のあっ!?」


　そのまま屋根からまっさかさま！


　ごりんっ。


　と景けい気きのいい音がして、それきりナーガの気配はとだえた。


　……あー……さては足場のこと考えてなかったな……


　それはまあどーでもいいのだが──


　屋根の上に残った影が動いた。


　顔も姿も見えないが──だがそれでも、影があたしの方を見ていることだけははっきりとわかった。


　……ひょっとして……


　あたしのことも敵とみなしたのか!?


　考えてみれば確かに、こっちから攻撃呪文ぶっ放したりしたこともあったが──


　あたしが何かするより先に、影が突とつ然ぜんかき消える。


　積もった雪を踏み散らす、小さなきしみにも似た音を立て、影とすら呼べぬ残ざん像ぞうがあたしに向かって突っ込んで来た！


　まずいっ！


　あたしはあわてて腰こしのショート・ソードを抜き放ち、口の中で呪文を唱える！


　銀の刃が魔ま力りよくの明かりを照てり返し、闇やみ夜よに白い残像を刻きざむ！


　ぎんッ！


　重い手ごたえ澄すんだ音。『ラバズ』がふり抜いた腕うでの一いち撃げきを、あたしの剣はかろうじて受け止めていた。


　たぶんその腕は、樫かしの木か何かで作られているのだろう。剣の柄つかを通して硬かたい手ごたえが伝わってくる。


　目の前に──『ラバズ』の顔があった。


　ドラゴンを想わせる顎あぎとの上には、くろぐろと開いた眼がん窩か。その顔は獣けものの剛ごう毛もうに覆おおわれている。


　なかなか凝こったデキである。つくりものだと聞かされていなければ、こういう生き物だと信じたかもしれない。


　話し合いだのなんだのが通用しそうな状じよう況きようではない！　こうなれば、一いつ旦たんぶち倒してとっ捕つかまえる！


　あたしはそのまま──


「氷フリーズの・矢アロー！」


　唱えておいた呪文を解とき放はなつ！


　至し近きん距きよ離りから放たれた十数本の冷気の矢は、『ラバズ』を氷づけにするはずだった。


　だが次の瞬しゆん間かん。


　あたしが目にしたのは、放った冷気の矢が虚むなしく闇に吸すい込まれてゆく光こう景けい。


　雪のきしみを耳が捉とらえ、髪かみがかすかな風を感じる。


　とっさにあたしは上体をかがめてダッシュした！


　同時に頭のすぐ後ろを、何かが薙ないで過すぎてゆく！


　──うそっ!?


　危き機き感かんが悪お寒かんとなって背せ筋すじを貫つらぬく！


『ラバズ』は、ほぼゼロ距離であたしが放った術をかわして、瞬まばたきにも満たぬ時間で後ろにまわり込んだのだ！


　あたしも体術・剣術には多少の自信もあるのだが──こいつは──ケタが違う！


　村長は、野性化した、などと軽く言っていたが、そんな生ぬるい表現では足りないだろう。これでは村人たちの手におえるはずもない。


　いや、村人どころか──


　時間が経たつのが、ひどくゆっくりと感じられた。


　敗はい北ぼくの文字が脳のう裏りにちらつく。


　あたしが体たい勢せいをたてなおすより、『ラバズ』が次の一撃をくり出す方が、おそらく早い。


　あたしは次の一歩を踏ふみ出し──


　二歩目を駆かけ三度地を蹴けり、しかし『ラバズ』からの攻こう撃げきはなく──


　さらに数歩を駆けてから、あたしはようやくふり向いた。


『ラバズ』はあたしに背を向けていた。


　その視し線せんが向いた先には、かなりの距離を置いてたいまつの明かりがあった。


　言うまでもなく。おかみさんとモノル、そしてついでに村長の三人である。


　どうやらあたしが思ったより、ずっと早く帰ってきたようである。


　両者はしばし対たい峙じして──


「……と……」


　沈ちん黙もくを破やぶったのはモノルだった。


　はれものに触さわるかのように、おそるおそるといった口調で、


「……とうちゃ……ん……？」


『ラバズ』はぴくりとも動かない。毛むくじゃらなその背中からは、当然何の感情も読みとれない。


「……あなた……」


　と、今度はおかみさん。


『ラバズ』の背中が小さく身じろぎ──


　だがその時。


「火炎球フアイアー・ボール！」


　あたしの背後に気配と声が出しゆつ現げんした！


　復ふつ活かつしたナーガが状況もわからぬままに、ただ『ラバズ』の後ろ姿すがたを見て取って、攻撃呪文をぶっ放しやがったのだ！


「よけてっ！」


　あたしは叫さけんで横っ飛びに身をかわす！


　しかし、おかみさんたちはとっさに反応できずその場に突っ立っている！


　そして『ラバズ』は──


　動かなかった。


　おかみさんたちをかばうかのように。





　ヅどぉぉぉんっ！





　ナーガの放った一撃は、じっと佇たたずんだままの『ラバズ』を高々と宙ちゆうに舞まい上げたのだった。





「……それならそうと最初から言ってくれればよかったのに」


　それからしばらく後。宿の一階にある食堂で。


　ナーガは、あたしが言ったのと同じセリフをこぼしていた。


　皆みなで囲んだテーブルの上にはノビた『ラバズ』──


　いや。もはや彼をそう呼ぶのは間ま違ちがっているだろう。


　壊こわれた扮ふん装そうをひっぺがした中から出てきたのは、三十がらみのおっちゃん一人。


　瘦やせててひげも髪も伸のび放ほう題だいだが、もしも身なりをちゃんとすれば、なかなかのハンサムができあがるだろう。


　とても、あれほどの運動能力を持っているようには見えないが……ラバズという、人を超こえたものになりきることで、限げん界かいを突とつ破ぱしていたのだろうか。


　彼がラバズの正体──この宿のご主人、アエルさんである。


　おかみさんとモノルがそばにつきそい、村長は──


「どうか、このことは他た言ごん無む用ように……」


　別のテーブルについたメズウッドに頭を下げていた。


『ラバズ』に殴なぐられたあとが痛むのか、メズウッドは頭の後ろをおさえつつ、困こまった顔で、


「他言無用も何も。こんなこと、人ひと様さまに言えるわけがない。


　正式な文にしたためることなど論ろん外がい。酒の席での戯ざれ話にしたとしても、もう少しうまく噓うそをつけと鼻で笑われるのがオチですからな」


「……それでは……！」


「しゃべるつもりはありませんよ」


　めんどくさそうに言い放つ。


　村長が安あん堵どの吐と息いきをついたのが、まるで合あい図ずででもあったかのように──


「……う……」


　アエルさんが小さな呻うめきを漏もらした。


「あなた！」


「とーちゃん！」


　おかみさんと子供の呼びかけに、彼は何度かまばたきをして──


「あ……あれ？」


　ゆっくりとその半身を起こす。


「フィシル？　モノル？──モノル、お前急に大きく……？　え？　私は一体……？」


「おぼえておらぬのか」


　混こん乱らんする彼に、厳おごそかな口調で村長はうなずくと、


「お前はな、アエル。


　ラバズ様の行事を執とり行っておる最さ中なか、うっかり野性化してしもうたのじゃ」


「そうだったんですか」


　うわさらりと納なつ得とくしやがりましたよこのひとっ！


　村長は、彼にあたしたちを指さし示しめし、


「で、こちらの方々がお前を正気に戻してくださったんじゃ」


「そうでしたか……


　いや。このたびはとんだお世せ話わをおかけしまして、申もうし訳わけありません」


　彼はあたしとナーガとメズウッドとに、ぺこぺこぺこっ、とおじぎをすると、あっけらかんとした口調で、


「そうするとひょっとして──


　私以外の野性化しちゃった人たちも助けてくださったんですか？」





　ぴっし。





　音を立てて空気が凍こおりつく。


「え？　え？」


　空気が読めずにおろおろするアエル。


「……あの……ひょっとして、だけど……」


　あたしは訊たずねる。おずおずと。


　まさか──そんなことなどあるはずないと思いつつ。


　村長が言っていた。彼のことを説明する時に、よくある話だと。


　単なる軽口だと思っていたが……


　それにさきほど彼は、村長の不ふ条じよう理り極きわまる説明を素す直なおに納得した。


　ということはつまり──


「ひょっとして──


　あなたの他にもまだいるの!?


　あなたの他にも、行事の途と中ちゆうでうっかり野性化した人たちが！」


「……その……」


　あたしの問いに村長がふり向く。


　ゆっくりと、ゆっくりと。


「できればあなたがたのお力を……」


『いやです。』


　あたしとナーガとメズウッド。三人の声はきれいにハモった。





　世にはあまたの人がいて、世にはあまたの風習がある。


　けどその中には、きっぱりと廃はい止しした方がいい風習もある。


　結局あのあと『ラバズ』五人ばかりを真人間に立ち戻らせる手伝いをさせられてから、あたしはしみじみそう思ったのだった。







（白い夜の獣：おわり）





病院奇き譚たん［前編］







　白い白い待まち合あい室しつには、薬草のにおいがむんわりと充じゆう満まんしていた。


　あちこちに魔ま力りよくの明かりが灯ともされて、あたりを照らしてはいるが、うつむき腰こしかける人々がかもし出す、暗い雰ふん囲い気きまでをもかき消すことはできずにいた。


　時々誰だれかが鼻をすする音が響ひびき、まるで葬そう儀ぎの場ばすら連れん想そうさせる。


　……れべれべらるるぐいむいや……ふぐる……るるぐるな……


　かすかに奥おくから聞こえてくる、混まじり合ったいくつもの呪じゆ文もんは、異い界かいの儀ぎ式しきすら想おもわせて。


　確たしかに変な雰囲気だし、この場所を嫌きらう人もいるだろう。


「──リナさん。リナ＝インバースさん。二階五号室へどうぞ」


「……ふぁい」


　名を呼ばれ、あたしは通路を奥へと進む。


　かくいうあたしも、この空気はどうも好きにはなれそうにないのだが、こればっかりはしかたない。


　そもそも病院とは、こういうところなのだから。





　某ぼう月某日。カゼをひいた。


　セキに微び熱ねつに鼻づまり。体じゅうがどーにもだるい。


　カゼというのはビミョーな病気で、ナメてかかるのもよくないが、かといって、おーげさにするのもなんだかなぁ、といった感じがある。


　しかし、あたしのような旅の魔ま道どう士しにとっては、ほったらかしにできるものではない。


　軽いカゼを無む視ししてごろつき退たい治じなどを引き受け、いざという時にセキや鼻づまりで呪文が使えませんでした──などということになるとシャレにもならない。


　ふつーの回かい復ふく呪文だと、ケガは治なおせてもカゼは治せない。となればちょいといい宿を取り、消化にいいものを食べてゆっくり休むのがセオリーである。


　あたしもたぶんそうしていただろう。カゼをひいたのがこの街まち──ダブオン・シティでなければ、だが。


　十五年前に遷せん都とされるまで、この国、ラルティーグの首しゆ都とだった街である。


　当とう然ぜん街の規き模ぼは大きく、何より特とく筆ひつすべき点は、大きな総そう合ごう病院がある、ということだった。


　ソーゴービョーインとは何なのだ？　そう思う人も多いだろう。


　ただの病院というのなら、ちょっと大きな町にもある。


　しかしここにあるのは、魔道士協会やスィーフィード教会、呪じゆ術じゆつ士しギルドが提てい携けいし、白魔法による回復はもとより、各種呪じゆ術じゆつ、薬草などによる治ち療りようのエキスパートをとりそろえた、病気やケガならなんでも来いという巨大施し設せつなのである！


　五階建だての巨大な円えん柱ちゆう形けい！　まっ白いその偉い容ようは大きな街の中にあってもひときわ目立つ！


　ここで治せぬケガや病気なら、世界じゅうの他の場所でも治せない、とさえ言われているのだ。


　これだけの規模の病院は、この街にしか存そん在ざいしない。


　あたしが旅をはじめた時も、いつかは見学に行きたいとは思っていたのだが……しかしまさかこの街でカゼをひくハメになろうとは。


　治療費は決して安くはないと聞くが、見学を兼かねると思って、患かん者じやとして足を運んだのだった。


　ややだるい体を引きずり、受付で言われた通り、階かい段だんを上がって二階の五号室に。


　白いドアをノックしてから引き開けて、


「……リナ＝イ……」


　名乗ろうとして──あたしはその場に立ちつくす。


　それほど大きくもない部屋。やはり壁かべも天てん井じようも白く、窓まどはないが魔力の明かりが室内を照らし出している。


　手前に机つくえ、奥にはベッド。机の横にあるイスには、白はく衣い白はく髪はつの老ドクターが一人。


　そこまではいいのだが──


　なにゆえ部屋の奥には、ドクターとおぼしき白衣の皆々様が五人もずらりと並ならんでいらっしゃるのか。


「リナ＝インバースさんですね」


　手前の老ドクターが言う。


　老人とはいえ声にも張はりがあり、元気なおじーちゃん、といった感じである。


「ゼフィールシティ魔ま道どう士し協きよう会かい、称号の服デイグリーローブ授じゆ与よ者しやのリナ＝インバースさん」


「あ……はあ」


　あたしはとまどいながら答えた。


　あたしの名前は良きにつけ悪あしきにつけ、けっこうひろまっていたりするし、魔道士協会では称号の服デイグリーローブ授与者の名めい簿ぼなどというものも出回っている。


　ゆえに、魔道士協会に関係する人間が、あたしの身分を知っていても不ふ思し議ぎではないのだが──


　なぜこんな状じよう況きようで、わざわざそんな確かく認にんをされるのか。なぜドクターたちががん首くび揃そろえているのか。それはさすがに謎なぞである。
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　見れば後ろの五人の中には、顔にペイントやイレズミを施ほどこした呪術医らしき者もいる。


　……まさかあたし……実は単なるカゼじゃなくて、ドクターたちが勢せい揃ぞろいで見物に来るほどの奇き病びようにかかっていた、なんてことは……


「はい。そこに座すわって口を開けて」


　あたしの疑ぎ念ねんと不安をよそに、老ドクターの診しん察さつははじまった。


　言われるままに席につき──


　ノドの奥の視し診しん。体温の測そく定てい。呪文による体のアストラルバランスのチェック。


　その間、後ろに控ひかえた五人のドクターらしき人たちは、部屋の端はしから無む言ごん不ふ動どうでただただこちらに視し線せんを向けているばかり。


　なんとゆーか。妙みように居い心地ごこちが悪い。


　さして長くもない診察の後に、老ドクターは羊よう皮ひ紙しに何かをメモりつつ、


「カゼですな。薬を出します」


　無む造ぞう作さに言ってペンを置くと、あたしに向きなおり、


「それはそれとして──」
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　一いつ瞬しゆんギクリとするあたしに、しかしドクターは、


「実は、きみにお願いしたいことがある」


　予想外のことを言いだした。


「……おねがい？」


「ああ。


　私はここの院長の、マルグラ＝ロミズ。


　後ろのは、この病院の、各かく科かを代だい表ひようするドクターたちだ」


　ロミズ院長の紹しよう介かいに、控えたドクターたちがこちらに目もく礼れいを送る。


　院長はやや声をひそめると、


「きみには、現在この病院で起きているトラブルを解かい決けつしてもらいたいのだ」


「……トヤブユ……？」


　鼻声でつぶやくあたしに、彼は大きくうなずいて、


「そう。


　事件解決までは入院患かん者じやのふりをしてもらい、病室と三度の食事を無む償しよう提てい供きようしよう。


　もちろんそれと、別べつ途と依い頼らい料りようを支し払はらうが。


　私も、後ろにいるドクターたちも、調ちよう査さと解決には全面的に協力をさせてもらう。


　──どうだね？」


　なるほど。ドクターたちが揃っているのは、あたしへの顔見せということか。


　条じよう件けんとしては悪い話ではない。三食寝ね床どこ付きで病院の内部見学もでき、なおかつ依頼料も出る。


　しかし──


「ちょっと問題が。まず、カゼが完全になおなないと、呪ず文もんもろくに使えない」


　言うそのことばもやはり鼻声である。


　もし荒あら事ごとになった場合、呪文が使えないのはかなり痛い。


「それに関しては心配ない」


　老院長はうなずいて、


「私の見立てでは、薬を飲んでゆっくり休めば、早ければ明日、遅おそくても明後日あさつてくらいには完全復ふく調ちようするはずだ。


　きみがこの話を引き受けてくれた場合、私が直じき々じきにきみを担たん当とうすることになる。


　自分で言うのもなんだが、現役は退しりぞいて多少手先は震ふるえたり一いつ瞬しゆん記き憶おくが飛んだりはするものの、腕うでは確かだぞ」


　……いや……それはいろいろダメなんじゃあ……？


　とはいえまあ、薬を飲んで休むだけなら、院長のウデはあんまり関係ないだろうが。


　あたしは小さくうなずくと、


「なゆほど。


　でもくわしい状ぞー況きよーがわからないと、なんとも」


「……ふむ……」


　院長は眉まゆを寄せ、わずかなためらいを見せた後、声をひそめて、


「無む論ろんこのことは他た言ごん無む用ように願うが……」


　あたしがうなずくのを待って、続けた。


「出るのだよ」


　と。





　それは、怪かい談だんと呼ぶには少々おかしな話だった。


　先日あるドクターが霊れい安あん室しつのそばで見かけたのは、廊ろう下かいっぱいの一つ目巨人サイクロプスだったらしい。


　とある看ナ護ー人スは階かい段だんで巨大なスライム状のものを見かけ、ある患者は死んだおばあちゃん、別の誰かはでっかい箱だけが廊下を滑すべっているのを見た。


「……箱？」


「きみがいぶかるのはわかる」


　思わず漏もらしたつぶやきに、院長は言った。


「わけがわからなすぎる。


　幽霊ゴーストらしきものはまだしも、サイクロプスとか箱とかいうのは一体何なのか？


　今までに直ちよく接せつ的てきな被ひ害がいはないが、今後もそうだという保ほ証しようはないし、ドクターもナースも、そして患者のみなさんも、当然いい気分はしない。


　気の持ちようで病は来る、とも言うし、こんな状じよう態たいを放ほう置ちしてはおけない。


　そこで、きみに原因の調査と解決を頼たのみたいのだ」




[image: ]


「なゆほど……」


　あたしは小さくうなずいて、


「で、とーぜんそっちでも調査はしたと思うんれすけど、結果は？」


　問いに医い師したちが顔を見合わせ──


「……あー。本格的な調査は……いまだ行われておらん」


　と、気まずげに院長。


「なんで？」


　重ねて訊きくのに、彼はきっぱりと、


「本当におばけだったらこわいじゃないか」


「………………………………」


　絶ぜつ句くするあたしに、院長はあわてて、


「──ああ。勘かん違ちがいをしないでくれ。


　私たちは医い療りようのエキスパートだが、それ以外の分野に関しては全くの素人しろうとだ。


　素人調査が間ま違ちがった答えを引き出すこともままあるだろうし、相手が敵てき意いを持ったゴーストなどだった場合、調査途と中ちゆうに遭そう遇ぐうしても、対たい応おうのしようがない。


　それで職しよく員いんがケガをするのも困るし、かえって相手を刺し激げきし、状況を悪あつ化かさせるだけになる危き険けんもある。


　そう判はん断だんしたんだよ」


　──まあ、そういうことなら──


「……わかりまひた。


　結果が出だへるかどーかはわかりまへんけど、この話、引き受けさせてもらいまふ」


　あたしの答えに、ドクターたちは一いち様ように安あん堵どの表情を浮うかべたのだった。





　さし込む細い月光だけでも、部屋の白さは見て取れた。


　夜だということは確たしかだが、今が宵よいの口なのか真ま夜よ中なかなのか、それとも明け方近いのかまではわからない。


　今日、話がまとまったあと、あたしが連れてこられたのがこの個こ室しつだった。


　しばらく安静にして、カゼがなおったらここを拠きよ点てんに調査開始の予定である。


　夕方に出された、薄うす味あじというか味の抜けた病院食を食べたあと、くそマヅい薬草茶を飲んで、それからいくらもしないうちに消しよう灯とう時間がやって来た。


　病院の夜はやたらと早い。


　しかし疲れていたのか、あるいはお茶にそういう成分でも入っていたのか、あたしはあっさり眠りに落ちて──


　ふと目が覚さめれば今、である。


　静寂しじまに風の音だけが聞こえて来る。


　各部屋をつなぐ通つう気き孔こうを通る風は、変なふうに反はん響きようするのか、まるで──


　──？


　ベッドにあおむけになったまま、あたしは思わず眉をひそめた。


　違う。


　風がまるで声のように聞こえる。あたしは今、そう思った。


　だが、どこかから、かすかに聞こえて来るこれは──本当の声だった。


　……それが人間のものかどうかまではわからないが。


　男とも女ともつかぬ──言っていることも聞き取れない、混まじり合った呪文のような、声。


　ひょっとしてこれが、院長の言っていた何かなのか。


　──もしそうなら──


　あたしはベッドから下おりると、寝ね間ま着きの上からマントを羽は織おった。


　体調は万ばん全ぜんとはいえないものの、ひと眠りしたおかげでかなり良くはなっている。


　実害はない、ということだったし、この機を逃せば、次にいつ、調査のチャンスに出会えるかもわからない。


　ドアノブをそっと回すと、ひんやりとした空気がマントの中に忍しのび込んでくる。


　まっすぐな、白い、白い廊下。


　ところどころに、光こう量りようをおさえて持じ続ぞく時間を長くした、魔力の明かりが灯されている。


　歩くのに不自由はないが、ささやかな明かりは、わだかまる闇やみを一いつ層そう濃こくしているような気がする。


　耳をすませば、かすかに流れる空気に混じり、廊下の果てから聞こえる──声。


　あたしは進む。廊下を一人。消したつもりの足音が、静かな夜にひたひたと響く。


　やがて行き着く先は階かい段だん。


　踊おどり場の明かりは上下に続く木の階段にくっきりと陰いん影えいを刻きざみ込み、吹きゆくかすかな風に、例の声が乗り、届とどく。


　それに導みちびかれるように、あたしは階段を下へと向かった。


　病室のある三階から二階へ。二階から一階へ。


　一階には入院用の部屋はなく、遠く廊下の先に、看ナ護ー人ス詰つめ所の明かりがぽつりと点ともるのみ。


　声は──詰め所とは反対の方から聞こえて来る。


　まだ病院内を案内されてはおらず、そちらに何があるのかは知らないのだが。


　声の方へと進むにつれて、薬草のにおいが鼻につく。


　──どうやらここは、特別診しん察さつ室しつが並ぶ棟とうのようだった。


　廊下に窓は一いつ切さい無く、閉とざされたドアのそばには、部屋の名を記したプレートが掲かかげられている。


　心しん霊れい手しゆ術じゆつ室しつ。呪術室。レメゲトン室。そして──


　何のプレートも出ていないドア。


　想像はついた。たぶん──霊れい安あん室しつ。


　だが声は霊安室そこではなく、さらに廊下の先から聞こえた。


　大きな鉄のドアが廊下を閉ざす、その先から。


　あたしはそろりそろりとドアに近づき──


「何してるんですかっ!?」


「ひゃあぁぁぁぁぁぁっ!?」


　後ろからいきなり声をかけられて、思わず悲ひ鳴めいとともにふり返る。


　そこにいたのは一人のナース。二は十た歳ちを少し過すぎたほどで、長い金髪ブロンドをまとめて帽ぼう子しに押し込んでいる。


　そばかすの散ちったその顔に、あたしは見覚えがあった。


　彼女はまなじり吊つり上げて、


「こんな時間に出歩い……って……


　あなた、特別室の──」


　表情をゆるめて声をひそめる。


　何のことはない。あたしの担たん当とうナースである。


　制服の左胸には、ミュリエル、と名を記した札ふだ。


　看かん護ご担当というより、事件調査の協力担当という意味合いが強く、とーぜんこっちの事情は了りよう解かい済みである。


　あたしはこっくりうなずくと、


「声が聞こえたの」


「……声？」


　彼女がくり返し、自然と沈ちん黙もくが落ちる。


　が。


　耳を澄すませど、聞こえるものは風の音ばかり。


「このドアの向こうから」


　いぶかる彼女に、あたしは鉄のドアを目でさして、


「今は聞こえないけど。開けられる？」


「ちょ……ちょっと待ってくださいね」


　言うと彼女はきびすを返し、廊下の奥へと駆かけてゆく。


　ほどなく帰って来た時には、その手の中に一本のカギ。おそらく詰め所から取ってきたのだろう。


「開けます」


　ミュリエルは、言いつつそれをカギ穴にさしこんで──


　がぢゃりっ、と小さく鉄の音。


　あたしはしぐさで彼女を退さがらせ、ドアの取っ手を摑つかんで──引いた。


　きしみが夜をふるわせて、ドアが開いたその先には──


　ただ、闇やみの奥へと消えゆく廊下。


　……ふぅ……


　あたしは気の抜けた吐と息いきをついて──


「……何……これ……」


　その横で。


　ミュリエルの漏もらす愕がく然ぜんたる呻うめき。


「え？」


「明かりが……ない」


　つぶやきに、あたしはあらためて前を見て──気づく。


　明かりがないのではない。文字通り、廊下が闇に閉ざされているのだということに。


　巨大な四角い闇の塊かたまり──箱にも見える何かが廊下にわだかまり、視界をそこで断たち切っているのだ。


　その闇が蠢うごめいて──





　絶ぜつ叫きようが。


　夜の病院にこだました。





「……やっぱりちょっと熱がありますねぇ」


　明けて翌よく日じつ。


　ベッドに半身を起こしたあたしを前に、測はかり竹と表を見合わせ、ミュリエルは眉をひそめて言った。


　測り竹というのは魔道研究で生み出された医い療りよう用よう具ぐの一種である。


　口にくわえると体たい温おんによって微び妙みように色が変化する。それを色表と照てらし合わせて、患かん者じやの体温を測るのだ。


　長さはてのひらサイズながら、もともとは竹を魔道技術で改かい造ぞうしたもののため、この名前がついている。
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　もっとも、製せい造ぞうや維い持じがめんどうなため、これを置いている病院はまずない。あたしとて、ここに来るまでは実物を見たこともなかったのだ。


「……昨日の夜に出歩いたせいもあると思いますけど」


　彼女は測り竹を水に漬つけ、色をもとに戻しながら、ゆううつな声でつぶやいた。


　あたしは口を開き──


　だが、ことばを舌したに乗せるより先に。


「具ぐ合あいはどうかね？」


　病室のドアを開け、入ってきたのはロミズ院長だった。


「まだちょっと熱があるみたいです」


　ミュリエルのことばにうなずくと、彼は病室のドアを閉め、そばのイスに腰かけて、


「何かあったらしいな」


　あたしは首を縦たてに振ふり、


「夜中に目をさまして、変な声を聞いて」


　昨日よりは多少マシにはなっているが、やはり鼻声なのが自分でもわかる。


「声の方に行って、途と中ちゆうで彼女と合流してから──」


　と、ミュリエルの方に目をやって、


「鉄のドアを開けたら……」


「薬やく剤ざい調ちよう合ごう棟とうへのドアです」


　彼女が補ほ足そくする。


「黒い──何かがいた」


　あたしは言う。


「闇が固まったっていうか、そんな感じの四角くて大きな、何か。


　それが動いて──


　あたしは攻撃呪文を一発、ぶっ放した」


　体調にジャマされることもなく、呪文をちゃんと唱となえられたのは幸運だった。


「烈閃槍エルメキア・ランスっていう、ゴーストやら魔ま族ぞくにも効きく奴やつ。


　すっごい悲ひ鳴めいを上げて──消えた」


「魔族!?」


　その単たん語ごに、ドクターの顔がまともに引きつった。


　それはそうだろう。普通の人にとって魔族などというのは、絶ぜつ望ぼう的てきな脅きよう威いである。


　しかしあたしはカルい口調で、


「心配なく。少なくともあれは魔族じゃないから」


「なんで断だん言げんできるんです？」


　ミュリエルの問いに、あたしは小さく肩をすくめて、


「今のところ実じつ害がいはない、って話だったから。


　もし魔族のせいだったら、とっくにシャレにならない被害が出てるはずよ」


「では一体──？」


　院長のつぶやきにあたしは腕うでを組み、


「今の時点ではまだ何とも。


　ただ──


　自然発生したものには見えなかった」


「誰かのしわざだ、と？」


「その可か能のう性せいもある、って話。


　で、念ねんのために聞いときたいんだけど、この病院が誰かから恨うらまれる心当たりは？」


『──』


　あたしの問いに、ロミズ院長とミュリエルはしばし顔を見合わせてから、


「……あると言えば無む限げんに」


　院長は沈しずんだ声でつぶやいた。


「ここは病院だからな。治ち療りようの甲か斐いなく息を引き取る患者も多い。その家族はひょっとしたら、ここを恨むかもしれない。


　他にも、内外の人間関係や利り害がい関係なども考えれば、いくらでも」


「なるほど……」


　動どう機きの面から絞しぼり込むのが難むずかしいなら──


「じゃあ、何かが出るって噂うわさはいつぐらいからあったの」


「それも……昔から、と言うしかないな」


　院長は肩をすくめ、


「この病院が建たてられたのは遷せん都との直前。


　当然ここは、有ゆう事じの際さいには軍病院として機き能のうするように考えられていたんだろうな。造りも強きよう固こにできている。


　──ところで、きみも遷都の理由は知っているだろう？」


　彼の問いに、あたしはただ無言でうなずいた。


　公式の文章では、遷都の理由は商業活性化のため、となっている。


　だがしかし、人の噂は消せぬもの。


　以前ここの王室内で、けっこぉ血なまぐさい跡あと目め争いがくりひろげられ──それが遷都の本当の理由だというのは、半なかば公こう然ぜんの秘ひ密みつだった。


　彼は続ける。


「病院ができて以来、ゴーストが出るの何だのという、そのテの噂はずっとあったと言っていい。


　噂が消えることはなく、だが噂以上として扱あつかわれることもなく──


　それがエスカレートしはじめたのは……そうだな、ここ半年くらいではないかと思うのだが」


「いえ、たぶん一年くらい前からだったと思います」


　横からミュリエルが口をはさむ。


「ただみんな、なるべく院長の耳には入れないようにしていたんだと思います」


「なぜ!?」


　院長に問われてミュリエルは、困った顔で、


「なぜ……って……


　変な箱だの廊下に詰まったサイクロプスだのを見ました、なんて話、友達にならともかく、上司には言えませんよ。


　へたすると、正気を疑うたがわれてクビですから」


「………………それもそうか……」


　苦い顔でこぼす院長。


「そうすると──


　その、おかしくなりはじめた一年前前後で他に何か変わったことは？」


　あたしの質問に二人は同時に首をかしげ、


「……一年前……」


「……と、言われてもなぁ……」


　しばし沈ちん黙もくしたあとで、


「……これといって思い当たることは……」


　ミュリエルは無意味にナース帽ぼうをいじくりながら、


「そりゃあ、小さな変化はありますよ。


　その間にも患者さんはひっきりなしだし職しよく員いんも一部替かわっているし、設せつ備びや建物の改かい装そうだってしてるし。


　けどそんなのはいつものことだし……


　特別に何か大きな事件があった、ってことはなかったと思います」


「……なるほど……」


　あたしは呻うなる。


「……とりあえず。


　現時点では手がかりが少なすぎるわ。


　これは少々本腰を入れて調べる必要がありそうだけど……」


　つぶやくあたしに、ロミズ院長はうなずいて、


「ならまずは、体調を万全にしてもらわないとな。


　そういえば、そろそろ薬の時間だな。


　ミュリエルくん、薬剤棟に行って、薬をもらって来てくれ」


「あ。はい」


　元気な返事で病室を出てゆくミュリエル。


　対するあたしは肩を落とし、


「……あの……


　あたしのあのカゼ薬……めっちゃくちゃマヅいんですけど……」


　言うと、院長はにっこりほほえみ、


「知っているよ」


「……あぁ……そぉですか……」


　あたしは力なくつぶやいた。


　昨日と今け朝さも飲んだ薬で、飲むとかなり調子もよくなるのだが、なんとゆーかひたすらマズい。


　一体何が入っているのか、変に濃こい緑色をした薬やく湯とうで、のどごしぬんめり、あとあじげっふり。


　いっそ殺せ──というのはいささか言い過すぎにしても、うっすらと涙なみだするくらいの味である。


　あの味を思い起こして、あたしはこっそりため息ついて──


　ぎにゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！


　色気も何もない男の悲ひ鳴めいが聞こえたのはその時だった！


　あたしと院長は顔を見合わせ──


　気がつけば、二人は病室を飛び出していた。





　院長の指し示じするままに進んでいったその先は、昨夜とは別の場所だった。


　三階から職しよく員いん用ようのドアをくぐり、階段を下りていくらも行かぬうち──


　そこには人だかりができていた。


　集まっているのはドクターとナースたちばかり。人ひと垣がきの前の方には、ミュリエルの後ろ姿がちらりと見える。


　一同が見つめる先──


　廊下に面した右側のドアが大きく開き、そこからゆるりゆるりと這はい出して来るのは、巨大な黒。


　それはまるで生ある闇。絶たえずたゆたい蠢うごめく奥に、刹せつ那な、輝かがやく何かが見えた。


　……りぎにひゅぎぐむむ……のぐ……


　それからは、呪文ともなんともわからぬ意い味み不ふ明めいな声が聞こえる。


　──おそらく昨日のと同じもの。正体はよくわからないが、こいつに攻撃呪文が効きくことは確か！


「みんなどいてっ！」


　あたしは集まったみんなに声をかけると、口の中で呪文を唱となえて──


　だが。


　呪文が完成するより早く、闇が身じろぐ。こちらに向かって。


　見物していたドクターやナースが悲鳴を上げると、なだれをうって逃げ出した。──あたしたちのいる方へ！


　誰かにぶつかりバランス崩くずし、あたしはその場にしりもちをつく。


　これくらいの人波なら、かきわけられるつもりだったのだが──やはり体調のせいなのか、いつもに比べると、体の反応がわずかに鈍にぶい。


　しりもちをついた拍ひよう子しに呪文の詠えい唱しようはとぎれている。


　あわててもう一度唱えはじめるが──


　頭上に影かげがさす。


　見上げれば、そこには闇。


　時とき折おりかいま見える光は、睥へい睨げいする一つ目にも似て。


　──呪文は──間に合わない──


　詠唱を続けつつ、心のどこかでそう悟さとる。


　闇がのしかかって来る。時間がやけにゆっくりと感じる。


　その闇を──


「患者さんに何するんですかっ！」


　一いつ喝かつとともに、ミュリエルのかかと落としが引き裂さいた！


　ひるんだように闇が動きを止めた瞬間、あたしは後ろに引っぱられていた。


「大だい丈じよう夫ぶですか!?」
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　耳もとで女の声。たぶん別のナースだろう。


　あたしはうなずき、立ち上がり──


　その時には、呪文は完成していた。


「烈閃槍エルメキア・ランスっ！」


　放たれた光は闇の狭はざ間まにかいま見える光を貫つらぬいた！


　それは悲鳴か滅ほろびの軋きしみか。


　甲かん高だかい絶ぜつ叫きようを上げ、闇が散ちり去り光に溶とける。


　あとはただ──


　白い廊下と、あたしのまわりで身み構がまえるナースたち。


「……あ……ありがと」


　礼を言うあたしに、ミュリエルはにっこりほほえんで、


「いえ。患者さんの安全を確かく保ほするのは、ナースとしての職務の一いつ環かんですから」


「……それにひきかえ……」


　つぶやき、あたしは視し線せんを送る。後ろで離はなれて身を隠かくし、ぷるぷる震ふるえるドクターたちに。


「勘かん違ちがいをしないでくれ」


　ロミズ院長が、脚あしをぷるぷるふるわせながら言って来る。


「我われ々われとて、患者がどうなってもいいと思って逃げたわけではない」


「……じゃあなんでそんなところに？」


　つき放した調子で問うあたしに、院長は真顔で、


「だって、おばけってこわいじゃないか」


　……まあこれで、ドクターたちが一切頼たよりにならないことはわかったけど……


　あたしは小さくため息ついて──


「リナさん！　これ！」


　声にふり向くと、ミュリエルが廊下にひざをつき、何かを見ている。


「どうしたの？」


　そばにしゃがみ込み、同じところに目をやれば──


　そこに、何かが落ちていた。


「何でしょう？」


　色は白く、粗あら挽びきした何かの粉こなをぶちまけたようにも見えるが、よくはわからない。


　ただ──事件と関係していることは想像に難かたくなかった。


「わかんないけど……これが何なのか、調べられる？」


「やってみます」


　ミュリエルは制服のポケットから手て袋ぶくろを取り出すと、それの一部を手て際ぎわよく包つつむ。


「お願い。


　……ところで聞きたいんだけど、今までに、こういうことが二日続けて起こったことってあった？」


　あたしの問いに彼女はしばし考えて、


「……いえ、はじめてだと思いますけど」


「ふむ」


　あたしはゆっくり身を起こし、


「ならこれで、はっきりしたわね」


　声を上げる。この場のみんなに聞こえるように。


「何が？」


　問う院長に、あたしは宣せん言げんした。


「あたしが事件調査の依頼を受けて、たてつづけに事件が起きた。


　なら──


　これは、人じん為い的てきな、それも内部の者のしわざよ」


　ドクターたちが。ナースたちが。あたしのことばに凍こおりついた──







（病院奇き譚たん：つづく）
















　次回予告





　病院。まっ白なその世界のそこかしこに、闇の欠片かけらがはりついて見えてしまうのは何なに故ゆえか。


　病院。消しよう毒どく用ようアルコールのにおいは結けつ構こう好きなのに、作者が下げ戸こなのは何なに故ゆえか。


　内部犯を指し摘てきしたリナ。真実はそこにあるのか。果たしてカゼはなおるのか。


　次回『病院奇譚』後編！


　レモンに含ふくまれるビタミンＣの量のショボさを嘆なげきつつ待て！




病院奇き譚たん［後編］













　あらすじ





　カゼの治ち療りようと見学がてら、ダブオン・シティの総そう合ごう病院に足を運んだリナ。


　だがそこで彼女は、ロミズ院長から、病院で時々起こる怪かい異いの原げん因いん調ちよう査さと解かい決けつを頼たのまれる。


　入院してカゼを治療し、病室を拠きよ点てんに調査をすることになったリナ。


　しかしゆっくり療りよう養ようする間もなく、立て続けに起きる怪異！


　正体不明のうごめく影かげは昼間にも現あらわれ、リナに牙きばを剝むく！


　危あやういところを担たん当とう看ナ護ー人スミュリエルに助けられたリナは、皆の前で宣せん言げんする。


　これは、病院内の誰だれかが起こしている事件なのだと──







　どうにも微び熱ねつがおさまらない。


「……とゆーか……


　院長、一日二日で治なおる、みたいなことを言ってたのに……」


　ベッドの上に半身を起こし、視し線せんを落としてあたしはつぶやく。


　目に映うつるのは白いシーツと、カップを持った自分の両手。


　カップには変に緑みどり黒ぐろい液体がぬっへりと満みたされており、表面には口もとをゆがめたあたしの顔が映うつっている。


　ほのかに香かおるキッツいにおい。


　見た目と味とにおいは猛もう毒どく以上だが、その正体はカゼ薬。


　良りよう薬やく口に苦しと言えど、一日何度もコレを飲むのはさすがにツラいものがある。


「安あん静せいに療養していたら、の話ですよ」


　ベッドのそばで言ったのは、あたしの担当看ナ護ー人ス、ミュリエルである。


「入院した夜や翌よく日じつに、うろうろしていたでしょ？


　それじゃあ治るものも治りませんよ」


「……仕方ないでしょ……事件起こっちゃったんだから……」


「不ふ可か抗こう力りよくだってことは認みとめますけど。


　体調を整えるのもしごとのうちでしょ？


　だったらさあ、お薬。ぐーっとぐーっと」


「……[image: ]ー……」


　あたしはカタカタ震ふるえる手で、ゆっくりカップを持ち上げて──


　その時。


　こここんっ。「入るぞ」。


　ドアのノックと呼びかけとは同時に聞こえた。


　こちらが返事をするより早く、入ってきたのはロミズ院長だった。


　開かい口こう一番、


「あれの正体がわかった」


「あれ？」


　問い返し、カップをそばのテーブルに置いたあたしに、彼はもどかしげに、


「昨日きのうの影が落とした白い粉こなだ」


「──ああ。あれね」


　言われてあたしは思い当たる。


　昨日の昼、病院内に出しゆつ現げんした動く闇やみだか影だかをあたしが倒たおしたあと。そこには何か白い粉のようなものが落ちていたのだ。


　事件に関係ありと見て、院長に分ぶん析せきを頼んでいたのだが──


「それにしても、分析早かったわね」


「ああ。夜になったら、すぐにわかった。


　あれはムスクスカルスルミノラス──簡かん単たんに言えばヒカリゴケの一いつ種しゆだ。


　暗い部屋の中で光っていた」


「ヒカリゴケ？」


　あたしは思わず声を漏もらす。


　ヒカリゴケというのは文字通り、ほのかな明かりを放はなつコケである。洞どう窟くつなどでよく見かけるが……なんでそんなもんが？


「薬やく品ひんの材ざい量りようにもなるのでこの病院にもストックがあるのだが、問題は、このヒカリゴケ──


　死霊術系ネクロマンシーの呪じゆ術じゆつに用いられることがある、ということだ」


『──!?』


　あたしとミュリエル、二人は同時に息いきを呑のむ。


「それじゃあ……呪術科のドクターのどなたかが犯はん人にんだっていうんですか!?」


　勢いきおい込んで問うミュリエルに、院長は左右に首を振ふり、


「そこまでは断だん定ていできん。……あの影が呪術によって呼び出されたという可か能のう性せいが高まったのは事実だがな」


　なるほど。なら──


　あたしはベッドから下りながら、


「ともかく大きな手がかりには違いないわ。


　さっそく聞き込み調査開始よ！」


　いきごむあたしの右肩かたを、ぽんっ、とミュリエルが叩たたき、


「リナさん。薬」


　……うわいらんこと覚おぼえてるっ！


　あたしは肩越ごしに彼女に目をやり、


「いやあの！　捜そう査さには迅じん速そくさというのも必ひつ要ようなのよっ！」


　対する彼女はにっこりほほえみ、


「でも薬一いつ杯ぱい飲のむのに、そんなに時間がかかるわけないですよね？


　ま・さ・か、『あたち苦いお薬飲むのはいやでちゅ～』なんて、ちっちゃい子供みたいなことは言いませんよね」


　一部赤ちゃん口く調ちようをまねて挑ちよう発はつする彼女に、あたしは真ま顔がおできっぱりと、赤ちゃん口調で、


「いやでちゅ。」


「うっわぁむかつく。」
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　笑顔のままで青スジ立てるミュリエルは無む視ししてベッドを離はなれ、寝ね間ま着きの上からマントを羽は織おり、


「さ。院長。


　聞き込みに行くわよ。案あん内ないして」


「……お……おう」


「ちょっ……！　リナさんっ！」


　かくて結けつ局きよく、あたしは薬を飲まぬまま、院長とミュリエルを引き連つれて、聞き込みを開始したのだった。





　顔に彫ほられたイレズミも、呪術士という肩書きも、病院という白い世界に封ふうじられ、白はく衣いに身を包つつんだとたんに神しん秘ぴ性せいもおどろおどろしさも消えてしまう。


「そのヒカリゴケなら確たしかに知っているが」


　あたしがこの病院に来た時、顔合わせしたドクターの一人、呪術科長のドクター・ゼンギアは、あからさまな不ふ機き嫌げん顔がおで言った。


「まさかそれだけのことで、私や呪術科の者を疑うたがっているのではないだろうな？」


「まさか。単たんなる聞き込みよ。


　あいにくあたしは、呪術にはあんまし詳くわしくないから。


　第一、あなたを疑っての聞き込みだったりしたら、別の場所でやるわ」


　言ってあたしはあたりを見回す。


　場所は病院の一角にある、ドクターたちの詰つめ所しよである。


　広い部屋に並ならんだ机つくえ。彼の他にもドクターは何人もいるし、ひっきりなしにナースたちが出入りもしている。彼らのうち何人かは、書しよ類るい整せい理りなどをするフリで、こちらに聞き耳を立てているようだが。


　呪術科長に向き合う形で、あたしと院長とミュリエルは、そのあたりから適てき当とうに持ってきたイスに座っている。


「我われ々われよりも、サイクロプスかゴーレムを使し役えきできる連れん中ちゆうを当たってみたらどうかね？


　あるいは薬やく剤ざいを管かん理りしている連中か」


　呪術科長のことばに、部屋にいたドクターたちの何人かが、ムッとした顔を彼の方に向ける。おそらく薬剤管理をやっているドクターたちなのだろう。


　しかしあたしは、ちっちっちっ、と指を振ふり、


「サイクロプスがこの病院に出たことなんて、今までにないわよ」


　呪術科長が──そして、聞き耳を立てていたドクターやナースも眉まゆをひそめる。


「そういう話がある、ってことは知ってるけどね。


　けどたぶん、今までこの病院で目もく撃げきされた変なものたちの正体は、昨日きのうあたしが倒した影かげと同じものよ」


「同じ？」


　呪術科長は困こん惑わくした表ひよう情じようを浮うかべる。


「ええ。あのヒカリゴケを媒ばい介かいに呼び出されたゴーストか何か」


「──それは……強ごう引いんというか、説明にすらなっていないぞ。


　まさか、噂うわさにあるサイクロプスだの死者だのの目撃例は、全部見み間ま違ちがいだった、などと決めつける気ではないだろうな？」


「半分その通り。半分はずれ。


　……いや。実はよくあるのよ。見間違い勘かん違いっていう奴やつ。


　あたしも今まで、デーモン退たい治じやらゴースト退治を頼たのまれて、調べてみると何かの見間違いでした、なんてことは何度かあって。


　人の目って、ある意味すっごくいい加か減げんだったりするわけで。たとえば丸の中に点が三つあるだけで、人の顔に見えちゃったりするでしょ？


　それと、伝言ゲームの合わせ技わざなんじゃないか、っていうのがあたしの予よ想そう」


「……合わせ技？」


　あたしは小さくうなずいて、


「ここに何かが出る。それだけは確たしか。


　で。


　昨日あたしが倒した影は、内部にヒカリゴケを含ふくむ、不ふ定てい形けいな何かだった。


　影の中をヒカリゴケの胞ほう子しが塊かたまりになって動いてるみたいなんだけど、状じよう態たいによって、光は見えたり見えなかったり。見えてもその場所はまちまち。


　実じつ体たいを持もたず、精神アストラル系けいの攻こう撃げき呪じゆ文もんが効きいたところからして、ゴーストかそれに類るいするものだと思われる。


　と、ここまでは異い論ろんはないでしょ？」


「まあ……な」


　しぶしぶ、といった感じでうなずく彼。


「となるとたとえば──


　影が天てん井じように届とどくくらいのサイズで縦たて長ながになっていて、てっぺん近くにヒカリゴケの光があった場合、それを見た人はこんなふうに言うでしょうね。


『高さが天井まであって、顔のあたりに光る目のようなものが一つ』って。


　でも──


　これって、聞いた人がイメージするのは、『一つ目の大きな人』でしょ？」


　呪術科長は、はっ、として、


「それで──一つ目巨人サイクロプス、か」


「そういうこと。印いん象しようがデフォルメされて伝わって行くわけ。


　他にも、死んだ婆ばあちゃんとか箱とかスライムとかって目撃例もあるらしいけど──


　もとは『一いつ瞬しゆん死んだ婆ちゃんかと思った』とか、廊ろう下かに床ゆかから天井までぎっちり詰つまって進んでるのを『でかい箱が滑すべってるみたいだった』っていう話だったりしたものが、伝わってるうちにそうなったんでしょーね。


　スライムはまんま不定形だし」
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「理り屈くつはまあ……わからなくはないが……」


　あいづちをうちながら、それでも呪術科長は納なつ得とくのいかない表情である。


　あたしは小さく肩をすくめ、


「もちろんあたしも、別の納得できる説があるなら、そっちを信じてもいいけど。


　本物のサイクロプスや本物のスライムや本物の死んだおばあちゃん、あまつさえ箱が病院内に出て来たって考える方が、よっぽど納得いかない話になるのも事実よ。


　少なくとも現時点では、他に説明のしようがない、ってこと」


「……うむ……」


　納得してくれたわけではなさそうだが、反はん論ろんする根こん拠きよもなく。呪術科長が沈ちん黙もくしたところで──


「で。


　聞きたいのは、呪術とか死霊術とかを使って、ああいう不定形な影みたいなものを作るのは可か能のうなのかどうか、ってこと」


「それは……理屈の上では不可能ではないと思うが」


　考えながら、彼は言う。


「ゴーストというのは、死んだ人間の精神アストラル体、その一部が残ざん留りゆうしたものだ。


　彼らは、自分たちがまだ死んでいないと『誤ご解かい』することによって──言い換かえるならば、まだ肉体が、器うつわがあると思い込むことによって、はじめて存そん在ざいしうる。


　ゴーストやスピリットを使う場合、器となるものを術じゆつ者しやが用意して、ゴーストに、それが自分の器だと思い込ませる。


　死体という器を使えばゾンビ、骨ほねならスケルトンというわけだ。


　そして、純じゆん粋すいなゴーストというのは、器が存在しないにもかかわらず、それがあると誤解させて彼らを呼び出すわけだ。


　この場合ゴーストは、実体を持たぬまま、生前と同じ見た目になることが多い。


　──ここまではいいか？」


「オーケー」


　基き本ほん的てきな理屈は精せい霊れいを使って石人形ゴーレムを作る時と似にている。あたしは納得してうなずく。


「では次に、どうやれば不定形のゴーストを作れるか、だ。


　スライムのゴースト──などというものがいるなら説明は簡かん単たんだが、あいにくそんなものがいるという話は聞かない。


　なら、どうやって、ゴーストを不定形にするか……言い換えれば、元の形を失わせるか、だが──


　理屈の上では、存在しない一つの『器』に、それが自分の『器』なのだと、複数のゴーストに誤解させてやれば、自じ我がが混こん在ざいし、不定形になるだろう」


　あたしは一いつ瞬しゆん考えて──


「──それってつまり──


　複ふく数すうのゴーストを、一つにまとめてまぜこぜにする、ってこと？」


　呪術科長はうなずいて、


「そういうことだ」


「その具ぐ体たい的てきな方法は？」


　問いかけるあたしに、彼は小さく肩をすくめて、


「さあな。


　そんなことをしてもメリットはない。


　複数の自我が混こん濁だくしたゴーストなど、もはや動く障しよう気きと言った方がいい存在だ。


　存在の核かくになるはずの自我が混濁している以上、術者にとっても制せい御ぎよ困こん難なん。その上時間が経たてば勝手に分ぶん解かいしてしまうかもしれん。


　メリットはなくデメリットだけ。そんな意味のない研究をする物もの好ずきなどいないよ。


　誰も研究していないものはわからん」


　彼はイスの背もたれに身をあずけ、大きくため息ついてから、


「──思うのだが。


　そもそもきみが言うように、この事件に、犯人などというものはいるのか？」


「──と、いうと？」


「きみはこの事件を、病院内部の者によるいやがらせだと思っているようだが……


　いやがらせなら、他にいくらでも手しゆ段だんはあるはずだ。わざわざ妙みようなゴーストを使わずともな。


　私はむしろ、何らかの理由による自し然ぜん発はつ生せいではないかと思うのだが。


　そもそも、ゴーストをコントロールする理り論ろんはある程てい度ど完成しているものの、ゴースト発生の原げん理りそのもの──つまり、なぜアストラル体の一部が分ぶん離り残留するのか、という原理はまだ解かい明めいされていないのだよ。


　死に際ぎわに恨うらみを残す……というのが定てい説せつにはなっているものの、必ずしもそうとは限らない。


　ある意味我々にとって未み知ちの原理によってゴーストは発生する。


　つまり、だ──


　この病院に、そういった未知の要よう因いんが偶ぐう然ぜん揃そろってしまい、ゴーストの集しゆう合ごう体たいを作り出してしまった、という可能性もあるのではないかね」


「ふぅむ」


　確かに彼が言うように、場所や状じよう況きようそのものが、何らかの魔ま道どう的てき効こう果かをもたらすことはままある。


　たとえば、単たん純じゆんな五ご紡ぼう星せいや六紡星の形であっても、それが大きなものになれば、呪文にいろんな形で干かん渉しようを及およぼす。


　その性せい質しつを利用して、ある国の首しゆ都となど、街まち全体が巨大な六紡星結けつ界かいとして設せつ計けいされていたりもするのだ。


　ゆえに、この病院やら街そのものが、天てん然ねんの魔道装そう置ちとして働いている可能性も皆かい無むではないが──


「けど、特とく殊しゆなヒカリゴケの胞ほう子しがどこからともなく出現したり、あたしが調ちよう査さ依い頼らいを受けたとたん、影がたてつづけに出てくる、というのは、偶然として片づけるには問題があると思うんだけど。


　まさかこの病院じゃあ、薬に使うヒカリゴケをあちこちに撒まいてる、ってわけじゃあないんでしょ？」


「……それはそうだが……


　誰かが変な術で的まとはずれの嫌いやがらせを続けている、という説にも無む理りがあると思うのだが……」


「逆ぎやくね」


　彼の言うことも一理あるにはあるのだが、それを無視してあたしは断だん言げんした。


「犯人は必ずいるわ。


　自分の存在を隠すために、わざわざ変な術で、的はずれないやがらせにしか見えないことをやっているのよ。


　近いうちに、あたしが絶ぜつ対たいシッポを摑つかんでみせるわ」


　部屋にいる全員に聞こえるように、あたしはきっぱりとそう宣せん言げんしたのだった。
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「……何も手がかりありませんでしたねぇ」


　今日の聞き込みを切り上げて、病室へと戻る廊ろう下かを行きながら、ミュリエルは残念そうにつぶやいた。


「……まーね」


　あたしはあいまいにあいづちをうつ。


　病院関係者全員への聞き込みが終わったわけではない。詰つめ所を出たあと、四、五人ほどに話を聞いて──


　だがそのあたりで、どぉにもあたしの体調が崩くずれはじめてきたのだ。


　鼻声になってきたとミュリエルに指し摘てきされて、ロミズ院長から、部屋で休めと医者兼けん依頼人として命令されれば、さすがに断ことわるわけにもいかず。


　正直、収しゆう穫かくらしい収穫がなかったことは事実である。


　わざわざおーぜい人のいる場所で聞き込みをしたのは、こっちが話した時の、まわりのみんなの態たい度どもチェックするためだったのだが、結局のところおかしな反はん応のうを見せる者もなし。


　犯人があの場にいた場合、プレッシャーをかけることくらいはできたはずだが……


「それはそうとして、この聞き込み、私がつきあう意味はあったのか？」


　不満げにこぼしたのはロミズ院長だった。


「きみが口をはさむな、と言ったから、ずっと黙だまってついていたが……


　私がいなくても、ミュリエルくんが案内すればいいわけだし……」


「何言ってるんですか。院長がいるから、聞き込みがスムーズに運んでるんですよ。


　よそもののあたしとナースのミュリエルだけじゃあ、今忙いそがしい、ってつっぱねられまくり、ですよ」


　などと話をするうちにも、一同はあたしの病室の前へ。


「そういえばリナさん、く──」


　言いつつ部屋のドアを開け──ミュリエルはその場で硬こう直ちよくした。


　理り由ゆうは──大体想そう像ぞうがつく！　口の中で呪文を唱となえつつ、彼女の背中越ごしに病室の中を覗のぞけば──


　いた。


　無人のベッドのその上に、覆おおい被かぶさる黒い影。


　その中でぼんやりとかがやく塊は、光る目にも似にて。


　間違いない。


　それは、以前に二度、出会ったのと同じものだった。


　影はゆっくりと、こちらに向かって身じろぐが──


　対たい処しよのしかたがわかっていれば、どーということはないっ！


「烈閃槍エルメキア・ランス！」


　すでに唱えていた呪文一いつ閃せん！　直ちよく撃げきとともに影はあっさりかき消える。


　あとには──ベッドの上に白い粉、ヒカリゴケの胞子がわだかまるだけ。


「また出たわね」


「出ましたね」


　へーぜんとつぶやくあたしとミュリエル。


　さすがに遭そう遇ぐうも三度目ともなると、落ち着いたもんである。


　……ただ一人、ロミズ院長だけは廊下の後ろでぷるぷる震えていたりするが。


　それは無む視ししてあたしは部屋へと入ってゆく。


　病室に、他に変わったところはない。白い部屋。窓は閉じたまま。ベッドのサイドテーブルの上では、飲まなかった薬やく湯とうがすっかりさめている。


　あたしの視線は、部屋の天井近くにある通つう気き孔こうで止まった。


「なるほど。あそこから来たってわけね」


「え？」


　ミュリエルはあたしの視線を追って──


「けどゴーストなら、壁かべだろうと床だろうと通り抜けられるんじゃあないですか？」


「ゴーストだけなら、ね。


　けど、媒ばい介かいだか核だかになっているヒカリゴケの胞子は、多少なりともすき間がないと入って来られないはずよ。


　ドアのすき間から来たなら、影がこの病室にたどり着くまでに、誰かに見つかって騒さわぎになってるはずだし」


「つまり、犯人が換かん気き孔こうを使って、刺し客かくとして影を送りつけて来た、ということか！」


「……う……ん……」


　背中から聞こえる院長の問いに、あたしはあいまいなあいづちをうつ。


　確かにそう考えることもできるが、それにしては、いろいろと腑ふに落ちない点がある。


　あたしは前回二度とも、出会った影を攻撃呪文一発でしとめている。犯人なら、そのことは当然知っているだろう。


　なら、また同じものをあたしに送りつけたところで、刺客はおろか脅おどしにもならないことはわかるはず。


　これでは呪術科長の言っていたように、自然発生なんじゃないか、とすら思えて来るのだが……それはそれで、あたしが来てから立て続けに影が現あらわれた説明がつかない。


　いずれにせよ、必要なのは手がかりである。


　できれば換気孔の奥を調べてみたいところだが、猫ねこか何かならばともかく、人の入れるサイズではない。


「院長、どこかから、換気孔の奥に入れるところってある？」


「……いや。それはたぶん無む理りだろう」


　あたしの問いに、ロミズ院長はしばし考えてから答えた。


「すべての換気孔は、この病院の地下にある冷れい熱ねつ室しつにつながっている。


　とはいえそこの換気孔も、人が入れるサイズではない」


「冷熱室？」


　聞いたことのない名前だが──


「ここで説明してもらうより、実際に案内してもらったほうがよさそうね」


「──って、ダメですよリナさん！」


　声を上げたのは、黙だまって聞いていたミュリエルだった。


「体調が崩れて来ているんですから！


　お薬飲んでちゃんと休まないと！


　──そういえば結局、前のお薬も飲んでませんよね」


　彼女は視線を、ベッド横のテーブルに置いたカップに向ける。


　そこには例の薬湯が入ったカップ。


　──そんなの飲むのはまっぴらです──


　とは今度は言わず、


「影はこの病室までやって来たのよ。


　寝ね込こみを襲おそわれる可能性もある以上、ゆっくり休め、って言われても。


　結局のところ、少しでも早く事件を解かい決けつするしかないってことっ！」


「それはそうかもしれませんけど……」


　眉をひそめるミュリエルに──


「よし。わかった」


　院長はうなずいて、


「言い合っていても仕方ない。


　リナさんは私が案内する。ミュリエルくん、きみは、リナさん用に別の病室を手配してくれ。


　それと──」


　と、彼はあたしの方をちらりと見て、


「薬湯の新しん鮮せんで濃こい奴もたっぷりと、な。


　事件調査の円えん滑かつ化かのためだ。当然飲んでくれるよな。リナさん」


「……っ……！」


　一瞬ことばに詰まり──


　とはいえ、事件調査のためと言われれば仕方ない。あたしには、うなずくより他になかったのだった……





　そこは薄うす暗ぐらく、巨大な空間だった。


　この病院の待まち合あい室しつくらいの大きさはあるだろうか。中央には大きな石せき版ばんが何枚も立ち並び、一方の壁には大きな風ふう車しやが四基きと、同じ数だけのゴーレム。風車の向こうは外と通じているのか、停とまった羽は根ねの間から、かすかに光が漏もれている。


　部屋には魔力の明かりがいくつか灯ともってはいるものの、部屋の細さい部ぶまで照てらし出すには至いたっていない。


　見上げた高い天井もただ暗く、通気孔らしき穴あながいくつも開いているのがなんとか見て取れる程てい度ど。


「ここが冷熱室だ」


　あたりをゆっくり歩きつつ、院長は言う。


　部屋中央の石版を指し、


「この季節はやっていないが──


　あの石版群ぐんに係の者が、夏場は冷れい気き系の攻撃呪文を、冬場は火か炎えん系の攻撃呪文をかける。


　で──」


　と、今度は壁ぎわに佇たたずむゴーレムたちと風車を指して、


「こちらもこの時期は止まっているが……ゴーレムたちが風車を回して風を送り、熱気や冷気は通気孔を通って病院中に行き渡るというしくみだ。


　それで病院内は、夏は外より涼すずしく、冬は暖あたたかく過ごせることになっている。


　ここからではよく見えんだろうが、天井にあるのがその通気孔だ。


　契けい約やくしている清せい掃そう業ぎよう者しやが、子供も入れないこんなサイズでは奥まで掃そう除じしきれない、と泣き言をこぼしていたのを覚えている」


「……ふぅん……」


　あたしは腕うでを組み、天井を見上げる。


　ここまで出向いて、換気孔の奥を調べるのが無理だとわかっただけ。結局のところ手がかりなし──


　考えていたあたしの体が、びくんっ！　と震える！


　本ほん能のうが、迫せまり来る危き機きに警けい鐘しようを鳴らし、あたしは跳はねるように部屋の入り口に視線を向ける！


　いつの間にか開いた戸口に、死し毒どくにすら劣おとる薬湯をなみなみ注ついだカップを手にして、にっこり佇むミュリエルの姿──


　そんな光こう景けいを予想していたあたしの目に映ったのは、ただ、閉ざされたままのドア。


「どうした？」


「あ。いや。今──」


　院長に問われてあたしはふり向くと、


「薬のにおいがしたから。ミュリエルが来たのかなー、って」


「ああ。それなら」


　と、彼は天井を眺ながめて、


「今は風車を回していないからな。薬剤室で作っているカゼ薬の臭においが換気孔から流れて来たのだろう」


「作ってる……って……作り置きとかしてないの？　カゼ薬くらい」


　目を丸くして問うあたしに、院長の方も目を丸くして、


「何を言う。カゼ薬など、うちで一番使わない薬のうちの一つだぞ。作り置きなどするわけがないだろう」


「使わない……って……」


「当然だろう。


　カゼ薬一いつ杯ぱいの代金があれば、普ふ通つうの住民なら一人で半月ほどは食べていける。


　もしきみがこの街の住民で、カゼをひいたとしたら、ここにカゼ薬を買いにくるか、それとも消化によくて栄えい養ようのあるものを食べて眠るか──


　答えはわかりきっているだろう？」


「……そりゃそーね」


「まあ──ここは元王都だけあって、金持ちや貴き族ぞくやらも住んでいるからな。


　年に何回かはカゼ薬を求めて来る者もいるが、せいぜいその程てい度どだよ。


　いつかは安くて作り置きのきくカゼ薬というのも発明されるかもしれんが……


　……どうした？　私の顔に何かついているか？」


　とまどい顔の院長を、あたしは、びしぃっ！　と指さして、


「それよぉぉぉぉぉっ！」


「な、何だっ!?」


「つまり──」


　だんっ！


　あたしのことばを遮さえぎって、部屋のドアがけたたましい音を立てた。


「大変です院長！」


　息を切らしたミュリエルの声。


　彼女はその顔にも焦あせりの色を刻きざみつけ、


「呪術科の人たちと薬剤科の人たちが！　お前たちが犯人じゃないか、って、ケンカはじめたんです！」


「なにぃっ!?」


　──しまった！　聞き込みでプレッシャーをかけたのが裏うら目めに出たかっ！


「止めに行くわよっ！　案内してっ！」


　言ってあたしは返事も待たずに駆かけだしたのだった。





　戦いはすでにはじまっていた。


　口ゲンカの段だん階かいはとうに過すぎ、ドクターたちがナースたちが病院の廊下で、わめき散ちらすわモノを投げ合うわ、わけのわからん必ひつ殺さつ技わざ飛ばすわ。


「水みず枕まくらマグナム！」


「受けよ黒魔術奥おう義ぎ！　医い療りよう廃はい棄き物ぶつ乱らん舞ぶ！」


「メス」「はい」「鉗かん子し」「はい」「何かの汗あせが染しみた布」「はい」


「腸ちよう捻ねん転てんストラァァァァッシュ！」


「二番！　マンドラゴラ叫さけばせます！」「それだけはよせぇぇぇっ！」


「よくも豚とん足そくをぉぉぉぉッ！」


　…………ええっと……


　なんだかもぉおーさわぎである。


　とりあえず、あたしは息を大きく吸すい込むと、彼らの中に割わって入り、


「ちょぉぉぉぉっと！　やめてっ！」


　叫んだそのとたん。


　べちべちべちべちっ！


　四方八方から飛び来た無む数すうの何かがあたしの全身を直ちよく撃げきした！


　痛みはないがひんやりぬるり。頰ほおにくっついたそれの一つをつまんで見れば──




[image: ]


　アロエの芯しん。


　……ほっほぉぅ……


　あたしは満面の笑みのまま、口の中で呪文を唱え──





　づぼんどむ。





　死か降こう伏ふくかの二択たくをつきつけたら、なぜか全員後者を選えらびました。


　病院のひとって根こん性じようないなぁ。





「仮か説せつの段階だけど──謎なぞは解とけたわ」


　なぜか全員正座している病院関係者のみなさんを前に、あたしはそう宣せん言げんした。


　壁に開いた穴から吹き込む風がちょっぴり肌はだ寒ざむい。


　ロミズ院長やミュリエルまでがいっしょに正座していたりするが……服がコゲてるところを見ると、ひょっとして巻き込んじゃったのだろーか。


　まあそんな些さ事じはともかく。


「犯人は──


　いない。あの影は偶ぐう発はつ的てきな事じ故こで発生したものなのよ」


「いやちょっと待てぇぇぇぇっ！」


　声を上げたのはイレズミ顔の呪術科長。


「あんた人じん為い的てきって言ったじゃないかっ！


　それはもぉきっぱりとっ！」


「ふっ！　今日のあたしは昨日のあたしとは違うのよっ！　いっしょにしてもらうと困るわねっ！」


「今日の話だっ！」


「前に言ったこととメンツにこだわって、真実を見失う方がよっぽど問題よっ！


　……そう！　それに、『誰かのしわざだ』って言ったのは、もし犯人がいた時に、そいつをいぶり出すための、単なる尋じん問もんテクニックよっ！」


「今考えただろそれ」


「そんなことはないっ！」


「じゃあ、あんたが来たとたん、あの影が連続で出たっていうのは何なんだっ!?」


「検けん証しようの必要はあるけど、たぶん──」


　あたしは一同をぐるりと見回して、言った。


「それは、あたしがカゼをひいてたからよ」


　……………………


　しばしの沈ちん黙もく。そして。


『はぁ!?』


　全員の声がハモった。


「この病院の換気孔が、魔道装そう置ちになっちゃってるのよ」


　かまわずあたしは説明する。


「換気孔の、掃除もできない深いところに、ある種のヒカリゴケが生えてるはずよ。


　たぶん、製せい薬やくの時に散ちった胞子が根付いちゃったんでしょうね。


　ヒカリゴケの胞子。いろんな魔道材料を処しよ理りする煙けむり。換気孔の形けい状じようも関係してるかもしれない。あと当然、換気孔の風の流れ。


　さまざまな要よう因いんが重なって、そこに最後の要因が重なった時──


　この病院全体が、ゴースト召しよう喚かんの魔道装置になった」


「最後の要因……？」


　つぶやくロミズ院長にあたしはうなずき、


「そう。カゼ薬を作る時に出る、においか煙が、ね」


　──あ──と、院長が声を上げた。


「今までにも時々、カゼ薬を求めて来る人くらいはいたみたいだけど……


　事件調査を頼たのまれたあたしがカゼを引いてたせいで、カゼの入院患かん者じや、なんてものができちゃった。


　それでしょっちゅうカゼ薬を作ることになって──結果、あの影がひんぱんに現れた。


　以前も何度か、同じように発生してはいたみたいだけど、呪術科長の話によれば、えらく不安定なものらしいから、それは自然消しよう滅めつするかどうかしたんでしょーね」


「ちょっと待て！　もしそうなら、あんたが来なければここ数日の騒さわぎはなかった、ってことじゃないかっ！」


　呪術科長がなかなかイタいところを突ついて来るが、あたしは至ってへーぜんと、


「ものの見方が逆ぎやくね。あたしがカゼで入院してなければ、事件はずっと解決しなかったはずよ。


　もちろん、現段階じゃあ仮か説せつにしか過すぎないんだけど──」


　──さっきカゼ薬を作ってたみたいだから、次の影が現れるかも──


　あたしがそう言うより早く。


　仮説を裏うら付づけるかのように、悲ひ鳴めいは、患者たちのいる病びよう棟とうの方から聞こえて来たのだった。





　かくて、巨大病院で起きた不ふ可か解かいな事件は解かい決けつした。


　別の病棟にいた影を退たい治じしたあと、折おりを見て実じつ際さいにカゼ薬を作ってみたところ、多少のタイムラグを置いて、高い確かく率りつで不定形ゴーストが発生したのだ。


　もちろんそれらは、あたしがちゃんと仕し留とめておいたが。


　発生原因がわかってしまえば、あとはどうということはない。換気孔の改装であっさりとカタがつくはずだった。


　めでたしめでたし──と言いたいところではあるのだが──


「さーリナさんお薬の時間ですよー♪　今日のお薬は無む駄だな成せい分ぶん配はい合ごうでいつもの三倍苦くなってますからー♪」


「[image: ][image: ]あのぞんなムダなパワーアッぷげふっげふっ！」


　結局そのあとあたしはカゼをこじらせて、あのくそマヅい薬を四、五日間、むりやり飲まされ続けたのだった──







（病院奇き譚たん：完）





騎き士し道どうのススメ［前編］







　砂すなが落ち行く。パスタが踊おどる。


　スパゲッティパスタの山にフォークを突つき立て、巻まき取るヒマさえ惜おしんで口にすすり込む。


　ソースは跳はねるわ音は立つわ。我われながら行ぎよう儀ぎがいいとはおせじにも言えないが、今はそんなことを気にしている場合ではないっ！


「すげーっ！」「がんばれねーちゃん！」「あっと少し！　あっと少し！」


　テーブルのまわりにはやんやの喝かつ采さいを上げるおっちゃんにーちゃん。その中に、青くなった店長の顔も混まじっていた。


　こんなことになった理り由ゆうは単たん純じゆん。


　──当店名物大盛もりパスタ　時間内に食べきった方は無◎料◎──


　メシ屋の玄げん関かん先さきにそんなカンバンを見つけた日には、チャレンジせねば人として失格ではないかっ！


　こーいう場合、出てくるものがマズかったり、麵めんがアルデンテを通り越こして半生だったり、パスタと言われてスパゲッティのつもりで挑いどむとラザーニャの塊かたまりが出てきたり、ということが時々あるのだが、この店が出してきたのはちゃんとふつーにおいしいスパゲッティ。


　砂時計の砂はまだ半ばを残し、パスタの方の残りはもはや二割もない。


　ふっ！　楽勝っ！


　戦士にして魔ま道どう士したるこのあたし、リナ＝インバースにとって、この程てい度どの大食いなど、赤子の手をひねりまくっておかーさんに叱しかられるがごとしっ！
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　この調子なら、食べ終わったあと間を置かずにネクスト・チャレンジさえできそうないきおいであるっ！


　あたしは残り少なくなったスパゲッティの山にフォークをつき立て──


　その時！





　にるにるにるにゅる。





　店のドアから窓まどから換かん気き口こうから。なだれ込んできた無む数すうのナマコが一気に室内を満たしあふれる！


　店はパニックに陥おちいった。





「そいつぁアレだ。『真ラなイるト騎ナ士イ団ツ』さ」


「騎士団？」


　皿をみがく手も休めず、言ったおやじさんのことばに、あたしは思わず眉まゆをひそめた。


　現場近くにある別のメシ屋。中ちゆう途と半はん端ぱな時間のせいで、店の中に客は少ない。


　ラルティーグ王国の片かた隅すみに位置するここ、ベロゥル・シティは、ロード・ルーディンの居きよ城じようを高台に望のぞむ、海辺の城じよう下か町まちである。


　とーぜん領主ロードお抱かかえの騎士団も駐ちゆう留りゆうしているのだろうが……


「もちろん正せい規きの騎士じゃねえ。自分たちでそう名乗ってるだけの連れん中ちゆうさ」


「つまりは……ごろつき、ってこと？」


　あたしはカウンター席に腰こしかけて、情報料がわりに頼たのんだリンゴジュースをちびりと飲やって問いかけた。


「まあ、そうとも言うな」


　言って苦く笑しようするおやじさん。


　あの事じ件けんがあったあと──


　ナマコかきわけ店を出て、身なりをとりあえず整えるため、適てき当とうな場所に宿を取り、部屋で黙だまって着替えを済すませ──


　ザックの中にまで二匹ほど、ナマコが入ってるのを見た瞬しゆん間かん、ちょっぴり殺さつ意いが湧わいてきたのだ。


　誰だれのしわざか知らないが、捜さがし出し、しばき倒たおして慰い謝しや料りよう没ぼつ収しゆうさせてもらう。


　そーいうつもりで、まず聞き込みをはじめたのだが──


「なんかよ。今の騎士団はなってない。自分たちこそが騎士としてふさわしい──とか言ってるらしいけどな。


　で、騎士団のまわりにちょくちょくいやがらせをしてるみたいだぜ。


　このへんの店には結けつ構こう騎士団の連中が出入りしてるからな。


　今日はあの店が標ひよう的てきにされたんだろ。


　あんたはそれに巻き込まれたってわけだ」


「……そーいうことね……」


　あたしはうんざりとあいづちをうつ。


「でもそれなら、ここの騎士団は、なんでそんな連中を野の放ばなしにしとくのよ？」


「いや、野放しにしてる、ってわけじゃあねえんだけど……」


　おやじさんのことばを遮さえぎって。


　派は手でな音を立て、店のドアが開いた。


　外にはまだ昼の陽ひがあり、戸口に立った人物の姿すがたを影かげに沈しずめている。


　だがその影だけでも、相手がごつい鎧よろいを着ていることはわかった。


　がちゃりっ、と鋼はがねの擦こすれる音。影──鎧よろい兜かぶとの騎士姿は店の中へと踏ふみ入って、客もいない店内をぐるりと見回すと、


「すこし前、この近くで真ラなイるト騎ナ士イ団ツを標ひよう榜ぼうする者たちが騒さわぎを起こした！　何か事件に関係ありそうなことを知っている者はないか!?」


　朗ろう々ろうと声をはり上げる。


　見た目は五十ほどだろうか。たくわえたヒゲには白いものが混まじりはじめているが、手入れの行き届とどいた全身鎧フル・プレート、腰に吊つるした長剣がしっくりと身になじんでいる。


「──あれもエセ騎士……ってことはないわよね？」


　小声で問うあたしに、おやじさんは、


「鎧の胸に鹿しかの紋もんがあるだろ。さっき言った、連中を追ってる正規の騎士どのだよ」


　なるほど。野放しにしているわけでもなかったか。


　なら──


「知ってますよ」


　呼びかけに、騎士のまなざしがこちらを向いた。


　あたしはイスから立ち上がり、


「と、いうか、あたしもあれに巻き込まれた被ひ害がい者しやの一人なんですけどね」


「……ふむ……」


　騎士はこちらに歩み寄より、あたしを値ね踏ぶみするように眺ながめて、


「旅の魔道士殿と見受けるが。よければ話を聞かせてもらえるか？」


「もちろん。とゆーか、話によったら、力を貸かしますけど。


　あたしはリナ。リナ＝インバース」


「わしはルーディン騎士団のゴルド＝バンキス。


　助じよ力りよくのお気持ちは有あり難がたいが話だけで結構っ！　なぜならっ！」


　言って騎士は、いきなり、しゃりんっ、と剣をひっこ抜く！


　思わず飛び退のき身み構がまえるあたし。店のおやじさんもカウンター奥に身を伏ふせる。


　そんなこちらをまるっきし無む視しして、騎士は剣を天へと突き上げ──とーぜん切っ先が天てん井じように刺ささるが、それにもかまわず、


「騎士とは即すなわち己おのが剣にて道を拓ひらく者！　そして、騎士にとって淑女レデイは護まもるべき者！　ゆえにっ！


　ご助力のお心こころ遣づかいは有あり難がたいのですが、受けるわけには参まいりません！」
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　なんとゆーか、今どき珍めずらしい騎士道精神の持ち主である。あたしを淑女レデイって言ったのはポイントが高いが、ややまわりが見えていない感はある。


　正直に言うとあたしは、事件に首を突っ込んで、悪党から慰い謝しや料りようを徴集したあげくに騎士団からさらに謝しや礼れい、という皮かわ算ざん用ようをちょっぴりしていたりしたのだが……


「それでインバース嬢レデイ・インバース」


　彼は、天井に刺さった剣を、ごっしごっしとこじって引っこ抜き、鞘さやにおさめつつ、


「どのような状じよう況きようだったのですかな？」


「いや、ごはん食べてる時にいきなり事じ件けんが起きた、っていうだけで。


　特にこれといって気づいたこととかがあるわけじゃあないんですけど……


　やっぱり巻き込まれた者としては、何がどうなっているのか、くらいは知りたいなー、って思って。


　連中が、真ラなイるト騎ナ士イ団ツとかって集団だ、って噂うわさ話は聞いたんですけど……


　捜そう査さは順じゆん調ちようなんですか？」


　あたしのことばに、彼は一つうなずいて、


「なるほど。それは災さい難なんでしたな。


　しかしご心配なく。調ちよう査さは進んでおります。


　これまで聞き込んだ話によれば、犯はん行こうが行われた前後、被害に遭あった店のまわりを、大量のナマコを抱かかえた青年が二十人ほどたむろしていたとか──」


「いやちょっと待ったぁっ！」


　その光こう景けいを想そう像ぞうし、さすがにあたしは待ったをかける。


「大量のナマコ抱えた人が二十人て、どぉ見ても不自然でしょっ!?


　それ見かけた人、通つう報ほうしなかったわけ!?　事件が起きる以前にっ！


　そうすれば、事件そのものが防ふせげてたかもしんないのにっ！」


「……都会人の周囲への無む関かん心しんぶりは嘆なげかわしいものがありますな」


「そぉいうレベルの問題じゃないでしょっ！


　もぉそこまで来たらっ！


　あの店、騎士団の人の出入りも多かったって聞くけど、それで誰だれも何もしてないってどぉゆーことっ!?」


「いや、わしにそう言われても……」


　彼は困った表か情おで呻うなると、


「ということは、インバース嬢じようが店に入られた時には、その青年たちはいなかった、と」


「……へ……？」


　問われて──


　あたしは店に入った時のことを思い出す。


　まず目にとまったのは『大盛』『無料』の文字。それにつられるように、何やらでっかい編み籠かごを持ったにーちゃんたちの間を通り抜け、店の玄関へ──


　……


　……いたよ……


　いましたよ……そんな連中……


　……ええっと……


「そぉ言われてみれば……巧こう妙みように周囲に溶とけ込んだ、それらしき人たちの影がほの見えたような気がしないでもないけど……うん。あれは見逃す。仕し方かたない仕方ない」


「……そういうレベルの……」


「そーいうレベルの問題です」


　あたしはきっぱり言い放ち、


「そうすると、その、なんとかナイツっていうのは、全員で二十人程てい度どの規き模ぼ、ってことですか」


　尋たずねるあたしを、バンキスさんはしばし無言で見つめてから、


「それを聞いてどうなさるおつもりかな？」


「え？」


　彼の瞳ひとみに鋭するどい光を見てとって、あたしは思わずまばたき一つ。


「……貴女あなたは事件に巻き込まれた被害者でもあるし、どうやら腕うでに覚えもあるようだ。


　ひょっとすると、個人であのエセ騎士どもをなんとかしようと考えておられるのかもしれぬ。


　だがこの件は、領主ロードより、このバンキスが調査と解かい決けつを任まかされたもの。


　手出しは無む用ように願いたい！　よいかな？」


　それは、問いかけとか忠ちゆう告こくというより、むしろ命令に近かった。


「けど、人手はあった方が事件解決には何かと便べん利り……」


「無用」


　なおも食い下がろうとするあたしのことばを、彼はきっぱり遮って、


「これはわしの任にん務む。くれぐれも手出し無きように」


　宣せん言げんすると、あたしの返事も待たずにくるりときびすを返し、店を出てゆく。


　……うぅむ……ガンコとゆーかなんとゆーか……


「ま、あんな感じだ」


　騎士の姿が消えるのを待ち、カウンターの奥からおやじさんがあたしに声をかける。


「おまけに、この事件の担たん当とうをしてるのは、どうやら今の一人だけだって噂もあってな」


「一人っ!?」


　思わずおうむ返しをするあたしに、おやじさんは肩をすくめて、


「ロードには本当に、事件を解決する気があるのやら……


　まあ、真ラなイるト騎ナ士イ団ツたちの活動ってのも、イタズラに毛が生えたようなもんだからな。


　捜査に本ほん腰ごしを入れるまでもない、って思ってるのかもしれんが……


　うちらにとってはいい迷めい惑わくだよ。


　前にもね、このへんの店主たちが、少しずつ金を出し合って、傭よう兵へいでも雇やとってごろつきどもをどうにかしよう、って話が出たこともあったんだが……


　さっきの騎士様がやって来て、『そういうことは騎士団に任せろ。お前たちの手出しは無用』と、こうさ。


　それでいまだに、ごろつきどもは野放しってわけだ」


「……なるほどー……」


　あたしはしばし考えて、


「──ねえ。騎士に止められた以上、あなたたちがお金を出し合って誰かを雇う、ってことはできないんでしょーけど……


　もしも──もしも、よ。


　どこかの誰かが、勝手にそのごろつきたちをやっつけたとしたら？


　感謝の気持ちを込めて、その誰かさんに若じやつ干かんのお礼をしようかなー、なんて思ったりしない？


　──もちろんその場合、雇ったわけじゃないから、騎士の命令を無む視ししたことにはならないし」


　おやじさんはしばし考えてから、


「……つまり嬢ちゃんが……」


「いやいや。誰がとかそういう話じゃなく、あくまでもしも。もしもの話」


「……ふむ……」


　おやじさんは小さく笑い、


「そうだな。もしそんな親切な人がいてくれたら……うちなら銀貨十枚くらいのお礼はするかな」


「おっし。確かに聞いたわよ」


　言ってあたしもにまりっ、と笑う。


　この調子であたりの店を回っていけば、一軒けん一軒からの報ほう酬しゆう……もとい、『お礼』は少なくても、トータルすればそれなりの額になるだろう。


　がぜんヤル気がわいて来た。さっきのバンキスさんとやらには悪いけど。


　おーしっ！　待ってろエセ騎士どもっ！


　ナマコまみれのお礼も含ふくめて、あんたたちはあたしがつぶすっ！





　口くち笛ぶえが潮しお風かぜに混まじり流れる。


　男はポッケに両手を突っ込んだまま、浜の坂道を上がり──


　男の口笛がやんだ。


「ミック──よね？」


　自分の家のそばに佇たたずむ黒い影──あたしのことに気がついて。


「……あんたは……？」


　男はじろじろと、あたしを上から下まで眺ながめ回す。ま、見たこともない黒マントの魔道士が自分の帰りを待っていれば、そーいう反応もとーぜんだが。


　──この街まちは、海に面しているだけあって、漁りようで生せい計けいを立てている人も多い。


　港には何艘いくつも何艘いくつも漁船が連なり、波にゆらゆら揺ゆれている。


　そこから少し離はなれると、山が海に迫せまっている所がある。


　山には草木も生えてはいるが、その山すそは波に削けずられ、赤い地じ肌はだを見せている。起き伏ふくに富んだそのあたりには、かろうじて平らな場所もあるにはあった。


　大雨でも降ふれば不幸なことになりかねないそんな場所に、小屋と呼ぶには立りつ派ぱだが、家というにはやや貧ひん弱じやくな建物が、ぽつりと一軒建たっていた。


　そこがこの、ミックという男の住まい。あたしたちが今いる場所だった。


　夕方と呼ぶには少し早い午後。あたりには他に家もなく、そこにいるのはあたしと彼の二人だけ。


「待ってたのよ。帰って来るの。港の漁師さんたちに聞いて、ね。あなた──」


　と、あたしはにっこりほほえみ、


「真ラなイるト騎ナ士イ団ツのメンバーよね？」


「──な──」


　男の顔は、おもしろいほどロコツに引きつった。


「なにをっ……！　わ……わけのわからないこと言ってやがるっ！　オレはっ……！」


「ナマコ、ってのは失敗だったわね」


　つぶやくあたしに、男は一いつ旦たん口をつぐみ、


「……ど……どういう意味だ？」


　自分は関係者だと自白したようなもんである。あたしはゆっくりと、あたりを無意味に歩きつつ、


「ナマコって食べたことある？」


「ねえよ。そんなもん」


「──でしょうね。あたしもない。


　あれを食べる地方もある、って話は聞くけど、そーいうのはあくまで例外。ふつーは食べないって」


「何が言いてえ!?」


　じれて声を上げる男に、対するあたしは余よ裕ゆうの口調で、


「つまり漁師さんにとって、ナマコなんて売り物にもならないジャマもの、ってこと。


　たとえ漁をやっててとれたとしても、たぶんその場で海にポイ捨すて。わざわざ港に持って帰ったりはしない。


　なら──


　漁師さんが港に持って帰っても来ないようなモノを、連中はどうやって、あんな大量に手に入れたのか。


　答えは簡かん単たん。メンバーの中に漁師がいて、そいつが自分でとったのよ。


　──ここ数日のうちに、ナマコを大量に持ち帰ったり、他の人たちとは違う時間帯に海に出てたりした漁師はいないか、って聞いたら、あなたの名前はあっさり上がった」


「し……！　知るかっ！」


　言い捨てて彼は足早に、あたしのそばを通り過すぎ──ようとして。


「炸弾陣デイル・ブランド」





　づバァァァん！





　あたしの攻こう撃げき呪じゆ文もん一発。男は、ぽてりっ、とひっくり返る。


　──いろいろ聞きたいことがあるので、威い力りよくは弱めのものを使ったが。


「……な……何……を……」


「んっんっんっ。どーやらあなた、何かカン違いしてるみたいだけど──」


　倒たおれてぴくぴくしている男を、やや距きよ離りを置いて見下ろして、あたしはどーどーと宣せん言げんする。


「あたしは、間ま違ちがった方向に進もうとしている青少年たちの歩む道を正したい──


　とかゆーことはちっとも考えてないッ！」


「ええっ!?」


「としごろの乙女おとめをナマコで埋うめるよーな輩やからはすべて万ばん死しに値あたいするっ！


　とゆーことで。


　メンバー全員の名前と居い場ば所しよをしょーじきに話してくれたら、いつもなら万死のところを、今ならお得な九千二百死くらいでかんべんしてあげるけど？」


「割わり引びき率りつ少なッ……！」


「不満なら、九千五百死くらいで」


「割引率減へってるじゃねえかっ！」


「そりゃそーよ」


　あたしは、さらに男から距離を取りつつ、


「情報なんて鮮せん度どが命。時間がたてばどんどん値打ちは落ちてゆく。


　あなたに聞く必要がなくなった以上、なおのこと。


　──お仲間を助けに来たんでしょ！　出て来れば！


　それとも隠かくれて女を不ふ意い打ちちするのが騎士らしいとか思ってんの!?」


　はり上げたあたしの呼びかけに、しばし風の音だけが応こたえ──


「ふはははは！　よくわかったな！」


　声は家の裏うらに面した山、斜しや面めんの上の方から聞こえた。


　ふりあおいだ視し線せんの先、木の陰かげから現れたのは影三つ！


　腕を組み佇たたずむまん中の一人は、全身鎧フル・プレートに兜にマントの騎士姿。彼をはさんだ左右の二人は、黒服に黒ジャケットという、どこか制服っぽいいでたち。


　三人ともに黒地のハンカチで鼻から下を隠しているが、おそらく全員二は十た歳ち前後といったところだろう。


「いろいろとかぎまわっている女がいると聞いたが……しかしまさか、これだけ早くミックのもとにたどり着くとはな」


　真ん中の鎧姿はあたしを見下ろし、くそえらそーに言い放つ。


「そーすると何？　あんたが真ラなイるト騎ナ士イ団ツとやらのボスってわけ？」


「その通り！


　私は真ラなイるト騎ナ士イ団ツ団長ジルバ！　ロードの飼い犬と堕だした今の騎士団を排はいし、真の騎士道を実じつ践せんせんと望むもの！」


「えっと。気分良く語ってるところ悪いんだけど」


　あたしはぱたぱた手を振って、


「ロードの飼い犬……って……


　騎士団ってふつーそーゆーもんだし」


「ふはははは！　わかっていないな小娘！


　真の騎士道というものが！」


　あたしの意見を一いつ笑しように付ふすと、男は剣を抜き放ち、天に向かって高々とかかげ、


「いいか娘！　よく聞け！


　騎士たるもの、弱きを助け強きをくじくべし！


　つまり反体制という意味だっ！」


「意味違うわぁぁぁぁぁぁっ！」


　すかさずあたしはツッコミ入れる。


　確たしかに世の中にはいるけどっ！　何も考えずに、エラい人の言ってることにノーって言うのがカッコイイと信じてる人とかっ！


　そもそもこいつら、そーいう以前に、ことばの解かい釈しやく間ま違ちがってるしっ！


　こっちの指し摘てきに、しかしジルバは微み塵じんも動ぜず、剣を下ろして、


「ふっ。女子供に騎士の道を理り解かいせよというのがそもそも無む理りなのかもしれぬがな！」


「いやあの。」


　ぐったりとつぶやくあたしの肩から力が抜けてゆく。


　……あー。わかった。よーしわかったよくわかった。


　つまりアレである。話してもムダな困った人というわけだ。


「なにゆえお前が私たちを追っているのかは知らん。だが悪いことは言わん。すべてを忘れて街を去れ。


　我われ々われとて──」


「やかましい火炎球フアイアー・ボールっ！」


　寝ね言ごとを無む視しして呪文を唱となえ、あたしはそれを完成とともにぶっ放ぱなす！





　ごぶばぁぁぁんっ！





　轟ごう音おん上げて炎がはじける！


　解とき放はなたれた光球は、何かにぶつかったそのとたん、爆ばく発はつとともに炎をまき散ちらす！


　その一いち撃げきは、自じ称しよう騎士様ととりまき二人を吹っ飛ばす──はずだった。


　だが。


　一撃がはじけたのは、男たちの足下ではなく、何もない空中。炎は大気を灼やいたのみ。


　あたしの放った光球は、横手から飛び来た小石に空中で撃げき墜ついされたのだ。


「──」


　息を呑のみ、あたしは石が飛んで来た──ジルバたちがいるのとは逆の方に目をやった。


　そこには、一体いつやって来たのか──


「手出無用。そう言ったはず」


　佇む全身鎧の騎士。


「バンキスさん!?」


　そう。


　鋭い視し線せんをジルバたちの方に送って佇むのは、街でさきほど出会った騎士。


　彼が横から小石を投げて、あたしの攻撃をジャマしたのだ。


「なんでジャマするのっ!?」


　抗こう議ぎの声を上げるあたしに、彼はこちらを見ようともせず、


「これは私の任務だ」


　……あぁぁぁ。またそういう頭の固いことを……


　そんな彼を、真ラなイるト騎ナ士イ団ツのジルバは、山の斜面から見下ろして、


「ひさしぶりですね。父上」


　……って……


「なにゅあぁぁぁぁっ!?」


　思わずあたしは声を上げる。二つの鎧姿に交こう互ごに目をやって、


「父、って……？」


「その通り！」


　バンキスさんは小さくうなずき、


「奴やつ、ジルバ＝バンキスは、このわし、ゴルド＝バンキスの不ふ祥しようの息子むすこ！


　騎士道を教え育てたつもりだったが、なにゆえか、騎士の教えをことごとく間違って解釈し、道を誤あやまった！」


「何をおっしゃる父上！」


　ジルバは、またまた無意味に剣をふり上げて、


「父よ、あなたは教えてくれた！　騎士道とは己おのれを貫つらぬくことなりとっ！


　つまりっ！　途と中ちゆうで『俺おれひょっとして間違ってる？』とか思うと負け！」


「また解釈間違っとるわぁぁぁっ！」


　即そく座ざにツッコミ入れるあたしに、横からバンキスさんが、


「いや、今のはあながち間違いでもない」


「騎士ってそーゆーもん!?」


「いずれにしろっ！」


　バンキスさんは剣を引き抜き天へとかざして、


「騎士たるもの己おのが行動に責せきを持つべし！　ならば子の不ふ始し末まつは父たるわしが始末をつけるが道どう理り！」


　それで──真ラなイるト騎ナ士イ団ツ取とり締しまりの担当にされ、自分の力だけでの解決にこだわったわけか。


　……しかしどぉでもいーんだが、剣掲かかげないとしゃべれんのか。この親子は。
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「なるほど。事情は納なつ得とくしたわ」


　あたしの声に、バンキスさんは安あん堵どの吐と息いきをついて──


「わかってくれたか。なら──」


「けど知ったこっちゃぁねーっ！」


『ええっ!?』


　吠ほえるあたしに、驚おどろきの声を上げるバンキス親子。


「そもそもあなたがっ！」


　びっ！　とあたしは、右手でまずバンキスさん──いや、バンキスを指さして、


「親としての教育失敗したせいでっ！　こぉいつがっ！」


　指をそのままジルバに向けて、


「あたしをナマコまみれにしてくれるよぉな事じ態たいになったのよっ！


　そっちが親子のけじめだって言うんなら、こっちは被害者としてのけじめっ！


　勝手にやらせてもらうからっ！」


　宣言にバンキスは青スジ立てて、


「何を身み勝がつ手てな！」


「あんたが言うなっ！」


　あたしとバンキス、二人の視線が火花を散らし──その中で。


「ミック。そろそろいいだろう？」


　ジルバの声が響ひびいたとたん──


　あたしが術じゆつで倒たおした男が、がばぁっ！　といきなり身を起こし、真ラなイるト騎ナ士イ団ツたちの方へと駆かけてゆく！


　しまった！　言い合いをしているうちにダメージから回かい復ふくしたか！


　こーなれば全員もろとも吹っ飛ばすっ！


　あたしは口の中で呪文を唱となえ──


　ジルバの両りよう脇わきにいる二人の手がかすむ。風に殺さつ気きが閃ひらめいて──


「っ！」


　とっさに跳とんだあたしのそばを、銀色の小さな光が唸うなりとともに過すぎてゆく！


　大きさからして、たぶん金属のつぶて。一方をあたし、もう一方をバンキスの方へと放はなってそれぞれの動きを牽けん制せいする。


　しかしあたしの呪文は中ちゆう断だんしていない。そして。


「舐なめるなっ！」


　吠えてバンキスも地を蹴けった。その顔を狙ねらって放たれたつぶては、彼が姿し勢せいを低くしただけで兜にはじかれ、牽制の役にすら立たない。


　倒れていた男は三人のそばに駆け寄より──


　その時を逃さず、あたしは唱えた呪文を解とき放つ！


「炎の矢フレア・アロー！」


　生まれた十数条じようの炎の矢は、エセ騎士たちに向かって突っ込み──


　無む造ぞう作さに。


　ジルバが一歩前に出る！


「はぁっ！」


　気合い一いつ閃せん！　彼は右手で自分のマントを摑つかみ振り、飛び来た炎の矢をうち払はらう！


　──うそっ!?


　あたしは小さく息を呑のんだ。


　彼は炎の矢のうちで、自分たちを直ちよく撃げきしそうなものだけをうち払ったのだ。言うまでもなく、簡かん単たんにできる芸ではない。


　炎上するマントをジルバはほうり捨て──


　かたわらの黒服二人が、またまたふところからつぶてを取り出す。


「ジルバァァァァァッ！」


　吠えて駆け寄るバンキスが、間ま合あいを詰つめるより早く。


　黒服たちは取り出したものを、そばの地面に叩たたきつけた！


　ぼンッ！


　にぶい破は裂れつ音おんあふれる煙けむり。


　──つぶてではなく煙玉かっ!?


「──くっ!?」


　待まち伏ぶせの危き険けんを考えれば、うかつに突っ込むわけにもいかない。バンキスはあわてて足を止め──


　やがてほどなく。


　潮しお風かぜに流され煙が消えたあと。そこに、ジルバたちの姿はなかった。


　──逃げられたか──


　あたしは小さくため息をつく。


　追おうと思えば追えるだろう。だがたとえ追いついたところで、バンキスに足を引っ張られるおそれもある。


　それに──少なくとも、ジルバとそのそばにいた二人は、どうやら少しは使えるようである。


　たとえ脳のうミソはアレでも、なめてかかっていい相手ではない。


　いずれにしろ、この状況で深追いは禁きん物もつである。


「……ちっ……」


　バンキスは舌打ちをすると、くるりとこちらをふり向き、


「言っておくが、次もまた邪じや魔ましたら、女性といえどもさすがに捨すて置かんぞ」


「あたしがジャマしたみたいに言うなぁっ！


　今のはそっちが横から妨ぼう害がいしたんでしょーがっ！


　そもそもっ！　あなたが、自分の手だけでカタをつけるってことにこだわらないで、他の人たちと協力してれば、とっくに連中をおさえられてたかもしんないでしょーがっ！」


「それではわしの騎士としてのつとめが果たせんっ！」


　ああああもぉこのおっさんは。


　あたしはばりばり頭を搔かくと、びしぃっ！　と彼を指さして、


「オッケーわかった！


　捨て置いてもらわなくてもけっこー！


　けどこっちも、あなたが連中へち倒して街をちょっぴり平和にするより、自分の意い地じを優ゆう先せんさせるっていうなら、次はあの連中ともども吹っ飛ばすんでよろしくっ！」


「好きにしろっ！」


　言って彼はきびすを返して去さってゆく。


　……ったく……みんなが円えん滑かつに暮くらすために、規き範はん規き律りつがあるとゆーのに、そっちを優先して目的を見失ってどーするのか。


　ま、世の中には時々こーゆー人はいるのだが。


　ともあれ、これで捜そう査さはまたやりなおしである。


　あたしはため息ひとつつき、きびすを返して街へと向かった。





　太陽は真ま上うえにかかり、街の通りには、いろんな料理のおいしそーなにおいが漂ただよいはじめている。


　事件から明けて翌よく日じつ。


　あたしはあれから、あっちやこっちで聞き込みを続けていた。


　ジルバのこと。メンバーの一人、漁師のミックの交友関係。


　いくつかの話は聞けたが、連中がどこをアジトにしているのかはいまだ不ふ明めい。


　親子関係からジルバにつながる線が見えるのではないかと、バンキスのことも聞き込んではみたのだが……どうやらあの騎士さん、私わたくし事ごとを表に出さないタイプらしく、こっちからの手がかりは皆かい無むに近かった。


　だがいずれにせよ、本番はこれから。ムダに焦あせってもしょうがない。


　今は腹ごしらえでもして、午後に向けての英えい気きと体力をたくわえるべしっ！


　さてそーすると問題は、どこで食べるか、とゆーことである。


　おいしそうな店はないかと、あたりを物ぶつ色しよくしていると──


　どんっ！　にぎゃーっ!?


　鈍にぶい物音轟とどろく悲鳴。


　まさか──昨日の今日で、真ラなイるト騎ナ士イ団ツがまた活動を!?


　ざわめく人ごみの間を縫ぬって、あたしは音がした方へと走る。角を曲がったその瞬間、目に入ったのは──





　づがんっ！





　先の方にある店の一軒が、内部から爆ばく裂れつする光景だった！


　通行人たちの間にパニックが起こる。みんなが店から離はなれて逃げる中、あたしは人波をかきわけて、店の方へと近づいてゆく。


　シーフード料理店だったのだろうか。魚を描いた木のカンバンが、吹っ飛び外れて道の路ろ肩かたに落ちている。


　窓とドアとはガタガタで──


　店の向かいあたりにまで近づいて、あたしは、ひたりっ、と足を止めた。


　店内から漂ただよい来る──尋じん常じようならざる殺気に気づいて。


　吹く風に──


「……んっふっふっふっふっふ……」


　どこか聞きおぼえのある含ふくみ笑いが混まじり聞こえる。


　それはどんどんトーンを上げて──


「ほーっほっほっほっほ！」


　ついにはバカ笑いへと変わる！
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　あたりにいた人々は逃げ出し子供は泣き叫さけび、腰に剣を下げた警けい備び兵へいらしき連中も、おじけづいて遠まきに見守るばかり。


　そんな──店のまわりにできあがった、小さな無む人じんの野を、あたしは一人で歩み行く。


「お……おいっ！　行くなっ！　なんだか知らんが危あぶないぞっ！　きっと！」


　後ろで誰かの警けい告こくの声。しかしあたしは無視して歩を進めた。


　声は響く。今もなお。


「ほーっほっほっほ！　一体どこの誰かは知らないけれど、よぉぉぉっくももずくなだれなんてユカイなことをしてくれたわねっ！」


「──真ラなイるト騎ナ士イ団ツとやらのしわざよ」


　合あい間まにかけたあたしの声に、声は一瞬、沈ちん黙もくした。


　あたしは店の玄関で立ち止まり、壊こわれた戸から店内を見やる。


　壊れたテーブル。壊れたイス。あたりに倒たおれ伏ふした人々。


　そのすべてが、黒い海かい藻そう、もずくにまみれ尽くしていた。


　この芸げい風ふうは──間ま違ちがいない。真ラなイるト騎ナ士イ団ツのしわざである。


　すべてがもずく化した、そんな店の中心には、すっくと立ったもずくまみれの影一つ。


　あたしは続ける。影に向かって。


「あたしも似たよーなことやられたわ。


　で。そいつらへち倒そうって、いろいろ動いてるんだけど──


　よかったら、あんたも一枚嚙かまない？


　ナーガ」


　そう──


　もずくに全身まみれてなお、見まごうはずなき黒い影。それは、自称あたしのライバルこと、常じよう識しき不ふ在ざいの女魔道士白蛇サーペントのナーガ！


「……ふっ……」


　彼女は小さく笑って身じろぐと、もずくだか長い黒髪だかわからなくなった物体を、にゅるっ、とかき上げてあたしを見やる。


　瞳ひとみに決意と殺さつ意いを満たして。


「面おも白しろそうな話ね──聞かせてもらいましょうか。リナ＝インバース！」







（騎き士し道どうのススメ：つづくっ！）
















　次回予告





　ついに手を組んだリナとナーガ！　其そが奏かなでるは滅ほろびの調べ！


　ベロゥル・シティに明日はあるのか!?


　絶ぜつ対たいの危き機きを目前に、一度は袂たもとを分かった親子が再び絆きずなを取り戻す！


　その時、合わせた二人の力が奇き跡せきを呼ぶ！


　たぶんそんな話にはならないと思うけど！


　次回『騎士道のススメ』後編！


　実は作者後半の展開ちっとも考えてねえだろ、という指し摘てきは聞き流して待て！




騎き士し道どうのススメ［後編］













　あらすじ





　海辺の城じよう下か町まちベロゥル・シティ。そこには、正騎き士し団だんにいやがらせをしかける、『真ラなイるト騎ナ士イ団ツ』を名乗るごろつきたちがいた！


　リナはそのいやがらせに巻き込まれ、エセ騎士団の討とう伐ばつを決意した！


　だが捜そう査さ担たん当とうの正騎士、バンキスは、リナの調査協力をかたくなに拒きよ否ひする。


　やがてリナは、エセ騎士たちのリーダーにして、騎士の心こころ得えを完全に間ま違ちがって解かい釈しやくしている男、ジルバと出会う！


　そこに乱らん入にゆうして来たのは正騎士バンキス！


　リナは知る。バンキスとジルバは親子であり、子の過あやまちをただすため、バンキスは自分の力による解かい決けつにこだわるのだと。


　ジルバはその場から逃げ、リナとバンキスも袂たもとを分かつ。


　そしてまた、真ラなイるト騎ナ士イ団ツのいやがらせが街まちを襲おそう！


　リナは、事件に巻き込まれたナーガと出会い──エセ騎士たちを倒たおすべく手を組んだのだった！







　今日もまた。


　街のどこかで爆ばく発はつが起きる。


「ちょちょちょちょっと待て！」


　逃げ場をなくした男が一人。裏うら通どおりの塀へいに背せ中なかを押しつけて、おびえたまなざしをこちらに送る。


「な、何だお前ら!?　俺おれに何の恨うらみがあるってんだ!?」


「あたしはナマコのうらみ」


「わたしはもずく」


　言うと、あたしとナーガは歩みを進める。


　うっかりと袋ふくろ小こう路じなんぞに逃げ込んだ男に向かって。


　その後ろには高い塀。やすやすと登って逃げられる高さではない。道の左右はそれ以上に高い家の壁かべ。


　退たい路ろは──ない。


　男は今、このベロゥル・シティでいろいろ騒さわぎを起こしている、『真ラなイるト騎ナ士イ団ツ』の一人だった。


　騎士団、などと名乗ってはいるが、要ようはごろつきたちである。


　いろいろあって、あたしとナーガは連れん中ちゆうをべち倒すことにしたのである。


　名前が割われた奴やつから糸をたぐってゆくと、うち何人かにはあっさり出会えた。


　今、追いつめたこの男も、そんなうちの一人ではあるのだが──


「とゆーことで聞きたいんだけど」


　あたしは言う。男からやや距きよ離りを置き、足を止めてから。


「さっきあたしが、おどしでわざと外した攻こう撃げき魔ま法ほうを今度こそ受けるか。


　それとも、真ラなイるト騎ナ士イ団ツの他のメンバーやアジトのことをしゃべるか。


　どっちにする？」


　……実のところは当てる気でぶっ放ぱなしたものを、たまたま運良くよけられたのだが──それは言わない方向で。


　それでも男は、引きつった笑えみを浮うかべ、


「ら……らいつないと？　何だそりゃ？」


　……はう……


　あたしはわざと深いため息ついてから、


「……あのねぇ……最初にあたしが、あなた真ラなイるト騎ナ士イ団ツのメンバーでしょ、って聞いたとたんに逃げ出しといて……


　なんで今さらそんなおとぼけが通用するなんて思えるわけ？」


「し、知らねえものは知らねえよ！」


　なおも男はシラを切り──


「ちょっとリナ、この男、今、なんて言ったの？」


　わざとらしくそう問うナーガに、あたしの方もわざとらしく、


「あたしの耳には、『まずは右足に一発お願いします』って聞こえたけど」


「なんだよその右足って!?」


　男の悲ひ鳴めいに、ナーガはまたまたあたしに、


「今のは？」


「『火か炎えん系けいの攻撃呪じゆ文もんより、冷れい気き系けいの攻撃呪文がいいです』だって。


　凍とう傷しようとか壊え死しとかってことばにあこがれるとしごろなんでしょ？」


「待てよお前ら！」


　男の、泣きが入った悲鳴は無む視しし、


「と、ゆーわけで、まずはナーガ、どーぞ」


「ふっ。わかったわ」
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　応こたえてナーガは、聞こえよがしに呪文を唱となえはじめ──


「わ、わかった！　しゃべる！」


　男の叫さけびにも──ナーガの呪文詠えい唱しようは止やまない。


「ならさっさとしゃべる。まずはメンバーの名前、ずらっと並べて」


　うながすあたしに、男は目を血走らせ、


「ああ！　まずはジル……」


　ぼばばばんっ！


　男のことばを断たち切って、炸さく裂れつ音おんとあふれる煙けむり！　むろんのことナーガがやったものではない！


　追いつめたはずの男の姿すがたを、生まれた煙が覆おおい隠かくす！


　ナーガは呪文を中ちゆう断だんし、


「また──！　がぐっ!?」


　何か言いかけ、途と中ちゆうでのけぞりその場に倒れる！


　煙の奥から飛とび来たつぶてを額ひたいに受けたのである。あたしの方にも同じ攻撃が来たが、こちらはなんとか身をかわし──


「魔風デイム・ウイン！」


　ごうっ！


　あたしが唱え、放ったのは強風の呪文。風は煙を吹き飛ばし、その先にあるものを露あらわにする！


　楽には登れぬはずの塀へいの上に、男たちが立っていた。


　一人はさきほど追いつめたはずの男。それはいいのだが──


　一人は全身鎧フル・プレートに兜かぶとにマントの騎士姿。二人は黒い服。


　三人ともに、黒い布で鼻から下を隠かくして、人相をわかりにくくしている。


　一体どこから現あらわれたのか。どうやって、追いつめられた男を救ったのか。


　彼らこそ、真ラなイるト騎ナ士イ団ツの団長ジルバと、その側そつ近きん二人！


「また会ったな。娘」


　文字通り高みからあたしを見下ろし、ジルバは声に嘲あざけりを含ふくませる。


「……またジャマしてくれるわけね」


　不ふ敵てきにあたしも笑みを送る。


　そう。あたしとナーガが調査を進め、メンバーに接せつ触しよくするたびに、連中はどこからともなく現れて、追いつめたはずのメンバーを連つれ去って行ったのだ。


　そんなことが、これでもう三度目か四度目のはず。


　まともに戦えば勝つ自信はあるのだが、向こうにその気はないようである。


　女と戦うつもりはないのか、はたまた戦えば負けると思っているのか。いずれにしても、いつも仲なか間まを助けてさっさと逃げてゆく。うっとうしいことこの上ない。


「そろそろ我われ々われを追うのはあきらめろ。


　では今日のところは──」


　ジルバが別れのあいさつを口にしようとした、その瞬しゆん間かん。


「振動弾ダム・ブラス！」


　がばあっ！　と身を起こしざま、ナーガが攻撃呪文を解き放はなつ！


　気を失ったふりをして呪文を唱え、相手のスキを狙ねらっていたか!?


　けど不ふ安あん定ていな姿し勢せいで放ったもんで、狙いめっちゃ外れてますよナーガさん！





　ごばぁんっ！





　一いち撃げきが、無む関かん係けいな家の壁かべを砕くだいた時には。


　塀の上から、ジルバたちの姿はすでに消えていた──





　人の考え方感じ方はそれぞれである。


　攻撃呪文で街のあちこちがえぐれたり欠かけたりコゲたり倒とう壊かいしたりするのも、時という流れの後には、良き青春の一ページとして刻きざまれるもんだと思うのだが、そうは考えない人もいる。


　たとえば、ここの街のひととか。


「いや。本当勘かん弁べんしてほしいんだが」


　あたしとナーガの泊とまる宿まで訪たずね来て、自己紹しよう介かいが済すんだあと、そう言ったのは、騎き士し団だん長ちようのカロッゾさんだった。


　もちろんエセ騎士などではなく、このベロゥル・シティに駐ちゆう留りゆうする正騎士、ルーディン騎ナ士イ団ツのえらいひとである。


　兜はつけていないものの、鎧よろいに剣といういでたち。鎧の胸に刻まれた鹿しかの紋もんが金きん細ざい工くなのが団長っぽい。


　としは三十ほどだろうか。四角い顔に黒いヒゲ。怒おこった顔はコワいのだろうが、今その顔は困こん惑わくに沈しずんでいる。


「もちろん我々も承しよう知ちしているのだよ。


　そもそもはあのエセ騎士どもが野の放ばなしになっている、そのこと自体が問題なのだと。


　あなたがたが、あの連中をどうにかしたい、と思う気持ちもよくわかる」


　ふつーのひとには聞かせられないこともある。話はあたしの取った部屋の中。


　あたしとナーガが並んでベッドに腰こしを下ろし、向かいの壁に騎士団長がその背中を預あずけていた。


　団長といっしょに、お供の騎士二人も宿にやって来たのだが、そちらは今、団長の要よう請せいで席を外している。


「しかし、だ。


　毎度毎度建たて物ものやら何やらが壊こわれたり砕けたり燃えたりするようならば、我々騎士団としても、あなたたちを放ほう置ちしておくわけにはいかなくなるのだ」


「ふぅぅん」


　騎士団長のことばに、ナーガは不敵な笑みを浮うかべて、


「つまりこの白蛇サーペントのナーガにケンカを売るということ？」


　挑ちよう発はつとも取れるそのことばに、


「いや！　まさか！」


　意外や、団長はあわてて手を振ふると、


「我々とて、あなたがたの噂うわさくらいは知っている。


　リナ殿どのとナーガ殿。二人合わせてチーム・リナーガ」
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『ちょっと待てぇぇぇぇっ！』


　ツッコミの第一声は二人同時。


「名前合がつ体たいさせるなぁぁぁっ！」


「リナとチームを結けつ成せいしたおぼえなんてないわよっ！」


　立ち上がり詰つめ寄よるあたしとナーガに、騎士団長は壁にはりつき、


「そ……そうなのか？


　とにかく、だ。


　私が噂で知る限り、あなたがたは決して悪人ではないが、なめてかかれる相手でもないようだ。


　そちらとことを構かまえたくはない、というのが私の本ほん音ねだ」


　なるほど。


　騎士団長の弱気など、部下には聞かせられないだろう。だから供の騎士たちに席を外させたわけか。


　彼はため息ひとつついて、


「とはいえ……我々も騎士という立場上、騒さわぎが大きくなりすぎれば、動かざるを得えなくなる。


　そのあたりは理り解かいしてほしい」


　騎士の立場というものは、まあわからなくもないのだが──


「あのねぇ。


　あたしたちだって別に、正騎士団に目なんてつけられたくないわよ。


　けどそもそもは騎そ士つ団ちが、真ラなイるト騎ナ士イ団ツのことをゴルド＝バンキス一人に任まかせて、でもって解決できてないから、こーゆーことになったんでしょ？


　バンキスをちゃっちゃと担たん当とうから外して、別の騎士たちに当たらせたら？」


　言うあたしに、騎士団長は苦い表情で、


「……確たしかに騎士団の指し揮き権けんと人じん事じ権は私に任されているが……


　いろいろと事じ情じようがあってな……」


「それはそっちの事情でしょ？」


　突き放したナーガの指摘に、彼はますます困こまった顔で、クセなのか、剣の鞘さや飾かざりを指先でいじりつつ、


「まあ、それはそうなのだが……


　バンキスの奴やつも……腕うでは良いのだが、変に責せき任にん感かんが強すぎるというか、頑がん固こなところがあってな。


　息子むすこのことは自分でなんとかする。手出しはしないでくれ。それが聞いてもらえないのなら騎士団をやめる、と、こうだ」


「やめさせれば？」


　あたしのツッコミに、彼はまたまたため息ついて、


「バンキスは昔、領主ロードのお命を刺し客かくから救ったことがあってな。


　以い来らい、ロードのお気に入り。


　今回のことでは暴ぼう走そう気ぎ味みだが、古ふる株かぶで人じん望ぼうもあり、腕も確たしか。


　これまでは真ラなイるト騎ナ士イ団ツの活動も、しょせんは子供の悪戯いたずらに毛が生はえたようなものだったし、正直に言えば、こんなことで失うには惜おしい人材だ」


「なるほど。こんなことでロードのお気に入りを手放すことになれば、自分もロードからのおぼえが悪くなる。


　中ちゆう間かん管かん理り職しよくの悲ひ哀あい、って奴ね」


「………………」


　ナーガのいやみに、団長は無む言ごんで唇くちびるを嚙かむ。


　……ふぅむ……しかしそーいう事情なら、ここは──


「子供のイタズラ、ねぇ……」


　あたしは彼に、白い目を向け、


「ふぅぅぅん。そう思ってるんだ」


「……何が言いたい？」


　意い味みありげなあたしのことばに、団長は、思った通りそう聞いて来る。


「そりゃあ『イタズラ』に遭あった騎士団のひとたちは、『参った参った』で済すむでしょーけどね。


　巻き込まれた店の方は、それじゃあ済まないのよ。


　その日一日はしごとにならない。またこういう事件があるんじゃないか、って、客が寄りつきにくくなる。


　めーわくっていうか大だい損そん害がいよ。


　はっきし言うわ。


　あのエセ騎士団をほったらかしにしてる時点で、街の人たちから見れば──」


　あたしは彼の目をのぞき込み、ずばりと、


「騎士団はただの無む能のうよ」


「む……!?」


　歯に衣きぬ着きせぬもの言いに、さすがに団長も怒いかりに顔を赤く染そめ──


　そこにすかさず。


「その汚お名めい返へん上じようのためのいいアイデアがあるんだけど──


　聞きたくない？」


　言って、あたしはにやりと笑ったのだった。





　その翌よく日じつ。


　ベロゥル・シティの街まちじゅうに、真ラなイるト騎ナ士イ団ツへとあてた、あたしとナーガからの挑ちよう戦せん状じよう、数百枚が貼はり出されたのだった。





　潮しお風かぜが頰ほおをなでる。


　港みなとからやや離はなれた小さな砂浜に、いまだ人ひと影かげはない。


　砂浜といっても、海かい水すい浴よく場じようとしてにぎわうような場所ではない。あたりには大小の岩がごろごろしていて──どちらかといえば、昔は岩場だった所に砂がたまった、といった感じである。


　あたしとナーガの二人は、そこにじっと身をひそめていた。


「……ちょっとリナ、本当に来るんでしょうね？　あの連中？」


「来るはずよ」


　声をひそめて問うナーガに、あたしもまた小さな声で答えた。


「あなただって見たでしょ？　あの呼び出し状っていうか挑戦状。


　あれを連中が無視できると思う？」


「思わないけど……そろそろ約束の時間を過ぎるわよ」


「……うーん……」


　たしかにナーガの言う通り。


　挑戦状で指し定ていした場所はここ。時間は今日の正午である。


　だが昼の陽ひは、そろそろ中天をやや過ぎようとしていた。


　こちらは早めの昼食をとり、ここに来てずっと待っているのだが……


「……まあ、連中が時間きっちりに現あらわれるとは思えないし」


　半なかば自分に言い聞かせるようにあたしはつぶやく。


「相手はうぞーむぞーのごろつき連中、しかもその数二十人以上。


　これだけの人数になったら、寝ね坊ぼうする奴やら集合時じ刻こくをカン違ちがいする奴の一人や二人はいるもんよ。


　全員がそろってここにやって来るのは、たぶんもーちょっと先ね」


「それはそうかもしれないけど……


　日中、潮風の吹ふく場所で、こんな所でじっとしているっていうのは……」


「──なんだよ誰だれもいねーじゃねーか」


　ナーガのぼやきをさえぎって、男の声は潮風に響ひびいた。


　──とうとう来たか──!?


　身をひそめているせいで、こちらの視し界かいは広いとはいえない。その中に現れたのは、男たちの集団。


「あの貼り紙、結局噓うそかよ？」


「決けつ闘とうだと思って来たのによ」


「カンベンしてほしいよなー」


　男たちは言ってあたりをぶらつきながら、砂を蹴けったりツバを吐はいたり。


　その中に、真ラなイるト騎ナ士イ団ツの団長、ジルバの姿はない。


　……これは……


　あたしが眉まゆをひそめるのと同時に──





　めぎばりんっ！





「ほーっほっほっほっほ！」


　あたしたちが身をひそめていた、ハリボテの岩を中から引き裂さいて、ナーガがバカ笑いを上げた！


　ああっ！　こらっ！


　あたしが止めるいとまもなく、ナーガは、砂浜で硬こう直ちよくしている男たちを、びしぃっ！　と指さし、


「よく来たわね！　真ラなイるト騎ナ士イ団ツ！」


「ナーガ、それ、ただのやじ馬。」


「今までさんざんよくもこの……！


　……………………へ？」


　あたしのことばにナーガはふり向き──そして気がついた。


　浜辺を遠まきにして集まっている、やじ馬たちの存そん在ざいに。


　数人ずつのグループが、あっちに一つ、こっちに一つ。合わせてざっと数十人。


　あたしたちが身を隠かくしていたハリボテ岩ののぞき穴あなから、彼らのいる方は死し角かくになっていたようである。


　あの貼り紙を見て、ごたごたが始まるのを今か今かと待っていた、やじ馬たちのうち一団が、しびれを切らして砂浜に乱らん入にゆうしてきただけの話である。


　あたしはぽりぽり頭を搔かきつつ、


「……つうかナーガ。隠れてて不ふ意い打うちしよう、って手はずだったのに、どーどーと出て行ってどーすんのよ……」


「ふっ！　背も胸も言うことも小さいわねリナ！」


「なにをぉぉぉぉっ!?」


　ナーガの言い訳わけ兼けん悪口に、あたしはまなじりつり上げて──


「呼び出して不意打ちとは！　なるほど女子供には似に合あいの手だ！」


　声はその時、どこからともなく聞こえた。


　砂浜にいるやじ馬たちのものではない。彼らもあわてて、あたりをきょろきょろ見回している。


　声には聞きおぼえがあった。


「ジルバ!?」


「その通り！」


　声が応こたえて、あたりに転がる岩がばっかんばっかん割われまくり、男たちが次々中から姿を現した！


　ジルバと真ラなイるト騎ナ士イ団ツの面めん々めん！


　ジルバ以外は黒い服。それがおそらく彼らの制せい服ふくなのだろう。全員が、布で顔の半なかばを隠しているのはあいかわらず。


　それを見て、あわてて砂浜から逃げてゆくやじ馬たち。


　──って……


「ちょっと待てぃっ！


　そー言う割わりには、あんたたちも不意打ちする気まんまんだったでしょっ！　実はっ！」


「そんなことはないっ！」


　おくめんもなく言い放つジルバに、あたしはしらけた視し線せんを送り、


「今さらとぼけられても。


　どうせナーガの不意打ちなんて小さい、ってことばに、恥はずかしくなって出てきたんでしょ？」


　あたしの挑ちよう発はつに、ジルバは怒りに顔を染めて、


「違ちがうと言っているだろうが！　これは単に相手が卑ひ劣れつな罠わなを張はっていた時のための用心として、昨日の晩ばんからこうやってじっと岩のふりをして待っていたのだっ！」


『昨日からっ!?』


　思わずハモるあたしとナーガ。


　ナーガは眉をひそめつつ、


「というかそれなら、わたしたちが昼前にここで岩のハリボテに隠れたの、気づかなかったの？」


「笑しよう止しっ！」


　指し摘てきにジルバは堂どう々どうと、


「騎士たる者、覗のぞきのようなこそこそとした真ま似ねはせん！　よって覗き穴などというものはもともと作っていない！」


　……作り忘れてたんだ……きっと。


「まあそれはとにかく」


　対するあたしは淡たん々たんと、


「不意打ちしようと思ってたでしょ？」


「しつこいっ！　思ってないっ！」


「騎士たるもの真実を語るべし」


「実は不意打ちしようと思ってました。」


　案あん外がいすなおに認みとめるジルバ。


「だが心こころ得えにも、騎士たるもの任にんの完かん遂すいめざし、万ばん全ぜんをもって当たるべし、とある！


　即すなわち！　任のためなら罠も不意打ちもなんでもあり！」


「うわ卑ひ怯きようもん」


　ツッコめる義ぎ理りではないと自じ覚かくしつつも言うあたしに、しかしジルバは不ふ敵てきな笑みで、


「考えが浅いわ！


　確かにこれは一見、騎士たるもの正々堂々たれ、という心得と矛む盾じゆんして見えるが、相手を十分に弱らせてから堂々と勝負を挑いどめば問題なし！」


「あるわぁぁぁぁぁっ！」


　叫さけぶあたしを彼は鼻で笑い、


「ふっ。騎士道の何たるかもわからぬ女と話していても埒らちはあかぬ。


　ともあれ！


　貴き様さまよりの呼び出し……いや、挑戦状、確かに受け取った！」


　言うと彼は、背中から一枚の紙を取り出し、あたしたちに向かってかざしひろげる！


　それはむろん言うまでもなく、あたしが貼り出した挑戦状の一枚だった。


　そこには──








　真ラなイるト騎ナ士イ団ツってキモい。





　異い議ぎある場合、明日の正午、港東の砂浜に来られたし。


　キモいって自覚があるなら別に来なくていいです。








　握にぎる手を、彼はぷるぷるさせながら、


「……我々に対する挑戦と受け取ったが……


『キモい』って何だ『キモい』って！」


　顔を朱しゆに染めジルバは叫ぶ。兜のせいで見えないが、きっと青スジ立ちまくり。


　あたしとナーガは顔を見合わせ、


「……だって……」


「……ねえ……」


　二人同時に、ぷぷっ、と吹ふき出し、


「子供のいたずらみたいなことばっかりやってて、自称『騎士団』って」


「そういうのが許されるのって、ほら、ふつーはせいぜい八歳くらいまでよね」


「貴様らぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　ジルバは絶ぜつ叫きようする。


　他の黒服たちも、だまってはいるものの、怒りにまなじりがつり上がっている。


　おー。頭に血が昇のぼりまくりですなあ。


　ジルバは、しゃりんっ！　と剣を抜き、その切っ先でこちらを指して、


「騎士たるもの女子供は傷つけぬこと、と心得にはある！


　しかぁしっ！　確かつ固こたる意い志しをもって我々に挑戦してきた者にあっては、その慣ならいには当たらず！


　ゆえに！


　お前らの挑戦受けた！


　立ちはだかる以上、殲せん滅めつあるのみ！


　ゆけいっ！」


『おおぉっ！』


　一いつ斉せいにときの声上げて、黒服たちは手に手に剣を抜ぬき放つ！　予算の関係か、剣じゃなくてショボいナイフの奴もいるが！


　全員アホみたいにまっすぐこっちに突っ込んで来て──


「魔風デイム・ウイン。」


　ぶごぅっ！
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「ぐわああっ!?　砂がっ！」


「目がっ！　目がっ！」


　あたしが放った強風の呪文一発で目をやられて、いきなり大半が戦せん闘とう不ふ能のうに。


　……こいつら……ほんっとーに何も考えてなかったな……


　魔道士が剣使いを砂浜に呼びだしたとゆー時点で、これくらいのことは予よ測そくしていてほしいもんだが……


　さすがにジルバと側そつ近きん二人はなんとかかわしたようだったが。


　そこに。


「ふはははは！　無ぶ様ざまよなジルバ！　騎士団を標ひよう榜ぼうしておっても、しょせんは魔道士の小こ細ざい工くも切り抜けられぬ程てい度どよ！」


　潮風を裂さいて響いた挑発の声は、むろん、あたしのものでもナーガのものでもない。


　これは──！


　真ラなイるト騎ナ士イ団ツたちのさらに後ろ。別の岩が、ばかんっ！　と割われ破やぶれ、中から姿を現したのは、全身鎧フル・プレートに長剣姿の初老の男！


「バンキス!?」


　あたしは思わず声を上げる。


　ゴルド＝バンキス。真ラなイるト騎ナ士イ団ツの活動取とり締しまりを任された正騎士。


　そして──ジルバの実の父。


　やはり、あの挑戦状を目にしてこの場にやって来たか。


「彼が？」


　ナーガがあたしに問いかける。


　もちろん彼のことはナーガにも話してはおいたのだが、そういえば、直ちよく接せつ会うのははじめてか。


　あたしは小さくうなずいて、


「そーゆーこと。


　ジャマしてくるかもしんないから気をつけてね」


「邪じや魔まをしておるのはそちらだ！」


　トシの割に耳はいいらしく、こちらのことばを聞きつけて、バンキスはだみ声をはり上げる。


「街まちの治ち安あんを守るのは我われ等ら騎士団の務つとめ！


　私し闘とうのような真ま似ねは許さん！」


「──って、その治安が守れてないからこっちが動くことになったんでしょーがっ！


　許すの許さないの言うのなら、きっちり治安守ってもらおうじゃないのっ！」


「言われずとも！」


　吠ほえて彼は、息子の方に向きなおり、


「ジルバ！　お前の為なした数々の過あやまち、償つぐなわせる時が来たようだ！」


「笑しよう止し！　飼かい犬としての安あん寧ねいに浸ひたった騎士団などいかほどの意味がある！」


　親子二人が火花を散ちらす！


「ゆくぞジルバァァァっ！」


「おぉぉぉぉぉうっ！」


　二人は剣を抜き放ち、吠えて砂を蹴けり駆かけ寄よって──


「そこまでだっ！」


　朗ろう々ろうと響ひびく一いつ喝かつが、二人の動きを停てい止しさせた！


「この声は!?」


　バンキスが叫んで顔色を変えると同時に。


　ばがんばがんばがんばがんっ！


　あたりの岩がまたまた次から次へと割れまくり、その中から出てきたのは、鎧兜の騎士姿！


　鎧の胸には鹿の紋。正騎士団、ルーディン騎士団の面々である！


　突とつ然ぜんのその出しゆつ現げんに、うろたえ、浮うき足立つエセ騎士団員たち。


　もはや真ラなイるト騎ナ士イ団ツは、完全に包ほう囲いされていた。
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「な！　何だ!?」


　ジルバが上げた驚きよう愕がくの声に──


「知れたこと！」


　言ったのは、さきほどの声の主。ルーディン騎士団のカロッゾ団長！


「我等ルーディン騎士団の名において、昨さつ今こん行こう動どうが目に余あまる、真ラなイるト騎ナ士イ団ツを取り締しまるため参さんじたに決まっておろう！」


「お、お待ちください騎士団長！」


　バンキスが困こん惑わくの声を上げる。


「約束が違います！


　この件は私に任せると──」


　対する団長は堂々と、


「お前の息子の件に手出しはせん！　その約束は違たがえぬ！


　さて──」


　と、騎士団長は、真ラなイるト騎ナ士イ団ツ──いや、ジルバの方に向きなおり、ふところから出した一枚の書しよ状じようをかざし、


「ジルバ＝バンキス！


　本日ただいまをもって、貴き公こうを我等ルーディン騎士団の正騎士として採さい用ようする！」


　……………………………………


『えええぇぇぇぇえええぇぇえっ!?』


　驚愕の声はそこいらじゅうから起きた。


　おさまらぬそのざわめきを圧あつ倒とうし、騎士団長は朗々と、


「尚なお、その教育係にはゴルド＝バンキスを任にん命めいする！


　息子の教育指し導どうの件、責せき任にんをもって果たしてみせよ！


　──約束通り、息子の件に手出しはせんよ。口出しはするが、な」


　バンキスは何をどう反はん論ろんしていいのかわからず、口をぽかんっ、と開けっぱなし。


「わ……私は飼い犬などには……！」


　一方、うろたえつつも抗こう議ぎの声を上げるジルバに、騎士団長は笑みを浮かべて、


「だが今のやり方では何も変わらんぞ！


　真の騎士、どころか、塀の外で吠える犬と変わらぬわ！


　現在の騎士団のあり方が不ふ服ふくだと言うのなら、中からそれを変えてみせよ！


　飼い犬たるを拒こばみ体制たるを拒み、それでもなお騎士として生きてみせよ！」


「……うっ……！」


　ちょっとかっこいいセリフに、ジルバの心が揺ゆれているのが、はたから見ていてもよくわかる。


　これこそが──


　あたしが騎士団長に入れ知ぢ恵えした、名付けて、ジルバ飼い殺し作戦っ！


　団長に人じん事じ権があると聞いて、こういうテを思いついたのだ。


　このジルバ、頭はともかく腕は悪くない。うまく取り込むことができれば、正騎士団にとってプラスになる可か能のう性せいもある。


　それにこれは、もう一つの意味を持つ。


「これは正式な命令である！　騎士たるもの、命令には従したがうべし！」


「……………………」


　騎士団長にそう言われ、ジルバは困った顔で沈ちん黙もくした。


　それを肯こう定ていと受け取ってか。


「ちょっ……！　ちょっとジルバさんどういうことです！」


「待てよ親のコネで騎士様かよ！」


「あんたまさか、こんな話受ける気じゃねえよな!?」


　口々に騒さわぎはじめる真ラなイるト騎ナ士イ団ツのメンバーたち。


　それに対してジルバが口を開くより早く。


「騎士二人の処しよ遇ぐうが決定したところで！」


　と、さもジルバの騎士団入りが決定したような口ぶりで──実じつ際さいのところは、ジルバはただ急な話に混こん乱らんして、何も言えずにいるだけなのだが──団長は声をはり上げ、一同を見回し、


「次は真ラなイるト騎ナ士イ団ツの諸しよ君くんの処遇だ！


　ジルバ＝バンキスがいなくなったあともその志こころざしを継つぎ、活動を続けてゆくなら、我々騎士団が厳きびしい処しよ断だんをせねばならん！


　しかし！


　これを機きに真ラなイるト騎ナ士イ団ツを抜けるのであれば、我々騎士団としては、その罪つみを不ふ問もんとする！


　団を抜ける意志ある者は今すぐ口もとの布を外し、素す顔がおを見せよ！


　見せぬ者は団に残ると解かい釈しやくする！


　いかに!?」


　呼びかけに、一同は、互いの顔を見合わせて沈黙し──


「……ジルバが抜けるんじゃあなぁ……」


　一人がつぶやき、口もとを覆おおう布を取って──そこからは早かった。


「あーあ」


「やってられっか」


「なんか、しらけっちまったなぁ」


　一同、口々に言いながら、次々と布を取ってゆく。


　全員が素顔を晒さらすまで、それほどの時間はかからなかった。


　これが、ジルバを正騎士にとりたてた本当の狙ねらい。


　すなわち。ジルバという芯しんをひっこ抜き、その集団をバラけさせる。


　当たり前だが、他のメンバーたちは、ジルバの間ま違ちがった志に共きよう鳴めいして、あんなことをやっていたわけではない。


　要はジルバに乗っかって、面おも白しろ半分のやんちゃがしたかっただけである。


　だからこそ、そのジルバを、親のコネのような形で引っこ抜き、しらけさせてやればこの通り──真ラなイるト騎ナ士イ団ツはいともあっさり瓦が解かいした。


　ま、このままなら、たとえジルバがいなくなっても、面白半分でやんちゃがやりたいみなさんは、ほとぼりがさめた頃ころにまた集まって何かするかもしれないが。


「うむ！」


　騎士団長は鷹おう揚ようにうなずいて、お供ともの騎士ともども、ゆっくり後ろに退さがりつつ、


「全員退たい団だんとみなす！


　ではここに、真ラなイるト騎ナ士イ団ツの完全解かい体たいを宣せん言げんする！」


　そのことばを合あい図ずにして──


「火炎球フアイアー・ボール！」


「風魔咆裂弾ボム・デイ・ウイン！」





　づんばぼごぉんっ！





　あたしとナーガの放った術じゆつが、もと真ラなイるト騎ナ士イ団ツのメンバーと、バンキス親子を吹っ飛ばす！


　……あー。すっきりしたー。


　全員が砂にまみれて落っこちて──


「……は……話が違う……」


　まだ意い識しきがあったのか、もと団員の一人が倒れてぴくぴくしながら、


「……許す……って……」


　寝ね言ごとをつぶやくのに、騎士団長は、しれっとした顔で、


「いや。約束通り、我々騎士団としては、諸しよ君くんの罪を不問とするぞ」


　続いてあたしとナーガとが、


「けど、あたしたちや、さんざんめーわくかけた商店街のみなさんが許すかどーかは別問題だし」


「ふっ。おわびにせいぜいたっぷりとタダでこき使ってもらうことね」


「………………」


　元団員は、気き絶ぜつしたのか絶ぜつ句くしたのか沈黙し、かわりに、


「……なんで私まで……」


　コゲた塊かたまり、ゴルド＝バンキスの漏もらしたつぶやきには、騎士団長が笑って答えた。


「もともとお前の不ふ始し末まつとわがままで、こういうややこしいことになったのだ。おとなしく伸のびておけ。バンキス」


「……う……」


　結けつ局きよく。


　バンキスは何も返せず、口をつぐんだのだった。





　かくて。


　海辺の街を騒さわがせたエセ騎士団事件は幕まくを下ろしたのだった。


　形としては、騎士団長の采さい配はいですべてがおさまったことになり、騎士団は面めん目もく回かい復ふく。


　よって結局、あたしは商店街のみなさんからの「お礼」はもらいそこなったが、そのあたりはぬかりない。


　騎士団長から、アイデア料と口止め料として、それ以上のものはちゃんといただいた。


　その後──


　風の噂うわさによるならば、ルーディン騎士団の心得に『社会人として最低の常じよう識しきは身につけるべし』とかいうものが追つい加かされたらしい。


　……どうやらジルバのアレっぷりは、あんましなおっていないようである……







（騎き士し道どうのススメ：おはり）





スレイヤーズすぺりおぉる



異い形ぎようの棲すまう村








　においがした。


　緑みどり濃こい風の中に混まじるは腐ふ臭しゆう。


　山道を歩み進めば進むだけ、どんどんそれは強くなる。


　ハンカチをとり出し、口もとにあて、それでもにおいは消せなくて。


　虫の声。鳥の声。風が草葉をそよがせる音。かきわけ進む自分の足音。


　なおも歩くそのうちに──


　あたしはやがて、足を止めた。


　うっそうたる草木に囲まれた山の道。その傍かたわら、生おい茂しげる雑ざつ草そうの中に大きな何かが転がっていた。


　獣けものの死し骸がい。


　おそらく、イノシシか何かだろう。目をそらしてそのまま立ち去りたいようなありさまだったが、そうもいくまい。


　なにしろ──


　これをやった相手をつきとめ、退たい治じする。


　それが、あたしの受けた依い頼らいなのだから。





　山あいにある、スンパという名の小さな村で。


　近くの町で噂うわさに聞いた、特産キノコを食べようと、訪おとずれたあたしを待っていたのは──今はない──との無む情じような答え。


　ご当地特産……とはいえど、味は普ふ通つう。よそからお客が呼よべるほどのものではない、というのが村人の談だん。


　実じつ際さい、食い物目当てなら、近くの大きな港みなと街まちへと足を向ければ、おいしい海の幸が食べられる。


　だがそれでも、ない、と言われると余よ計けいに食べてみたくなるというのが人情である。どういうことかと事情を問えば、山に何やら化け物が出たという話。


　なんでもそれは山の動物たちを見み境さかいなしに殺して回っており、村人に被ひ害がいは出ていないものの、そのせいで山に入れないとか。


　一体何が、何の目的でそんなことをやっているのか。


　獣の死体は見つかるが、殺した奴やつの姿すがたを見た者が誰だれもいないせいで、相手の正体さえ謎なぞのまま。


　最初は、村の腕うでじまんたちを調べに行かせようかという話もあったらしいのだが──


　世の中には、不ふ思し議ぎな事じ件けんが起きて村の腕じまんが調べに行った場合、高こう確かく率りつで二度と戻っては来ない、という絶ぜつ対たい法ほう則そくが存そん在ざいする。


　よってその案は当然却きやつ下か。


　近くの街にも訴うつたえ出てはいるのだが、いまだになしのつぶてらしい。


　そこにやって来たのがあたしだった、ということらしい。


　村長さんと話をつけて、あたしは化け物の調ちよう査さと退治の依頼を引き受け、今はこうして山の中──というわけである。


　イノシシの死体を調べれば、胴どうを何かで一いち撃げきされたあとがある。


　切り傷きずではない。長細い……角か何かのようなものだろうか？　死体の状じよう態たいを考えれば、殺されてからまだ数日といったところか。


　イノシシを殺した相手の足あとでもあれば話は早いのだが、すくすく育った雑草が、そんなあとなどとっくに消し去っている。


　仕方なく、あたしは山道を先へと進んで──


　……なるほど。これは……村の人たちがおびえるのもわかる。


　殺されていたのは、さっきのイノシシだけではない。あちらに一匹ぴき、こちらに一匹。狼おおかみが、狐きつねがフクロウが……いろいろな動物たちの死体が転がっていた。


　傷からして、どれも最初のイノシシと同じ相手にやられたのだろう。


　においもどんどんキツくなり、さすがにイヤになって来た頃ころ。


　……グギーッ……！


　遠い獣の断だん末まつ魔まが山の中に響ひびき渡わたった！


　──あっちか!?


　方向を見さだめ、あたしは口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


「翔封界レイ・ウイングっ！」


　高こう速そく飛ひ行こうの術じゆつで空へと舞まい上がる！


　木々の梢こずえの上に出て、声がした方へと突き進み、適てき当とうなところでふたたび地上へと向かう。


　術を解かい除じよして大地を踏ふみしめ──その瞬しゆん間かん！


　殺気が疾はしる！


　あたしは身を引きざまにきびすを返し──


　その目の前に、光が在あった。


　つきつけられた銀しろがねは、木こ漏もれ陽びを皓しろくはね散ちらす。


　一ふりの長い両手剣けん。だが正確を期きすのなら、刃のないそれを剣と呼んでいいものかどうか。


　剣を手にしているのは鎧よろい姿の男だった。二は十た歳ちを少し過すぎたくらいだろうか。


　鎧の胸についた鹿しかの紋もん章しように。そしてその顔に、あたしは見おぼえがあった。


「貴き様さま……いや、あんたは……！」


　つぶやいたのは相手の方。


　呆ぼう然ぜんと動きを止めた男の後ろから、さらにもう一つの影かげが現あらわれる。やはりあたしを見て驚おどろきの表情を浮うかべ、


「なぜあなたがこんな所に？　インバース嬢レデイ・インバース」


　ルーディン騎き士し団だんの老騎士、ゴルド＝バンキスは、あたしにそう問いかけた。





　しばらく前。


　あたしが立ち寄ったベロゥル・シティでは、エセ騎士団を名乗る若わか者ものたちが、日々しょーもないイタズラをして、街の人たちにくそめーわくをかけまくっていた。


　あたしもその一件けんにかかわり──


　結けつ局きよく、いろいろあってエセ騎士たちのリーダー、ジルバは正騎士となり、その父親、ゴルド＝バンキスが教育係ということになったのだが。


　今、あたしの目の前にいるのは、まさにその二人だった。


　ジルバは相手があたしと知って、構かまえていた剣を下ろし、こちらも肩の力を抜く。


　なぜここにいる、とゴルドは聞いたが──


「それはこっちのセリフよ。ジルバが騎士団に入って、あなたはその教育を任まかされたんでしょ？」


「ゆえにこそっ！」


　ゴルドは意味無く剣を抜き、その切っ先で天を指し、


「我われ々われは今ここにいるのだっ！　教育といえば修しゆ行ぎよう！　修行といえば山やま籠ごもり！」


「……まあ……別にいいけど……あたしの方は──」


　言いかけて、あたしはそこでふと気づく。


　修行。そして刃のない剣。


　ひょっとして──


「あの！　ひょっとして、この山で動物を殺しまくってんのって、あんたたち!?」


　問いにジルバは剣を掲かかげ、


「殺しまくるとは人聞きの悪い！　修行の一いつ環かんと呼んでもらおうか！


　刃のない大剣で、素す早ばやく動く動物たちの動きに対たい応おうする！　これを完全に成なし遂とげた時、その技わざは無む双そうとなる！」


　やっぱりかっ！


　ツノのようなものでやられたあと──それは、刃のない大剣でひと薙なぎされてできた傷だったのだ。


「いや。特訓はわかったけど、めーわくだから。


　現げんに近くの村の人たち、山ん中にわけわかんない怪かい物ぶつでもいるんじゃないか、って怖こわがってたし。


　あたしは、動物を殺してる奴やつの正体を確かめて止めてくれ、って村の人に頼たのまれてここに来た、ってわけ」


「なるほど。そういうことか」


　ゴルドは鷹おう揚ようにうなずいて、


「しかし、それは困こまったな。騎士たるもの、修行を途と中ちゆうで投げ出すような真ま似ねはできぬ」


「いや。そんなこと言われても」


「うぅむ……なら……」


　ゴルドはしばし呻うなってから、やがて、ぽんっ、と手を叩たたき、


「まず、こちらの正体がわからず、村人たちが不安がっておることについては、騎士が修行しておると伝えてもらえれば不安も払ふつ拭しよくされよう。人には危き害がいが加えられぬとわかるのだからな」


「まあ、ね」


「動物をむやみに殺すなということだが、確たしかにこんなことを続ければ、村の猟りよう師しの仕事を奪うばうことになる。


　ならば、猟師が狙ねらわぬような動物を相手に修行を続ければよいということだ」


「……そう……かなぁ……？」


　小首をかしげるあたしに、ゴルドは満面の笑えみで、


「そうとも！　これで問題は全すべて解かい決けつ。楽な仕事であったなインバース嬢レデイ・インバース」


　──楽なしごと──


　心地ここちよいその響きが、あたしの心に何か引っかかるものを、瞬しゆん時じにきれいさっぱり洗あらい流した。


「なるほど。それなら問題ナシ、ね」


　言ってあたしは満面の笑みでうなずいて──


　かくて、依い頼らいは無事終了したのだった。





「するわけあるかぁぁっ！」


　だがしかし。


　あたしが事情を説明し、納なつ得とくしてくれたかと聞いたそのとたん。


　依頼人の村長さんから間かん髪はつ入れず返って来たのはそんな答えだった。


　村のほぼまん中にある村長さんの家。


　いつもは居い間まとして使われているのだろう。質しつ素そだが手入れの行き届とどいた部屋で、あたしと村長さんはテーブルをはさんで向き合っていた。


　六十がらみでかなり小こ柄がら。白いひげをたくわえていて、頭の髪かみは絶ぜつ滅めつが危き惧ぐされている。


　静かにしていればやさしそーなじーちゃん、といった感じだが、今はその瞳めも不ふ機き嫌げんな怒いかりの色に染そめられていて。


「えー。でもー」


「『でも』ではないっ！


　確かに、山の中にいるのが正体不明の化け物などではない、というのはわかった。


　しかし！


　猟師が狙わぬ動物ならいくら殺してもよい、などという理り屈くつはないっ！


　たとえば害がい虫ちゆうを食べる鳥や動物をどんどん殺されてみろ。害虫が増ふえて作物などに大きな被ひ害がいが出るやもしれん。


　山に餌えさが不足すれば、肉食の獣けものが村にやって来て家か畜ちくを襲おそうかもしれん。


　第一っ！　動物の死し骸がいを始末もせずにそこいらにおっぽり出されたままではたまったもんではないわっ！


　それともおぬしがそういった問題全部をなんとかしてくれるのか!?　ん!?」


「……む……むゆー……」


　まくし立てられ、さすがにあたしはことばに詰つまる。


　まあ確かに……れーせーに考えてみれば村長さんの言う通りなのだが……


　バンキス親子から事じ情じようを説明された時──


　これで村長さんが納得してくれたら楽でいーなー、と思ってしまったあたしの乙女おとめ心を、一体誰だれが責せめられようか!?


　とはいえ、納得されなかった以上仕方ない。


　あたしは村長さんに向かっておずおずと、


「……そういうことならまあもう一回、話し合いに行ってみるけど……話してわかってくれるよーな相手かどーか……」


　つぶやきに、村長さんは不機嫌に、


「当然もう一回交こう渉しようには行ってもらう。が、今回はこっちからも人をつけさせてもらう。


　あんただけだと、また適てき当とうなことを言われて丸め込こまれるかもしれんからな。


　相手の正体がわかった以上、『調べに行った村の腕うで自じ慢まんは帰って来ない』というジンクスはなくなったわけでもあるし。


　──レイリィ！」


　村長さんの呼びかけに、隣となりに続くドアが開き、現れたのは女が一人。


　としの頃ころは十六、七。黒い髪を肩かたでそろえ、着ているものはごくごく質しつ素そな普ふ通つうの服。


「ここに控ひかえております」


　村長さんはあたしに目をやり、


「紹しよう介かいしようリナさん。孫まご娘むすめのレイリィじゃ。あんたについて行かせるが、異い論ろんはあるまいな」


　もちろんあたしに、文もん句くの言えようはずもなく。


「……ありません」


　答えに村長さんは満足げにうなずいて、今度は視し線せんを彼女──レイリィへと向けて、


「話は聞いておったなレイリィ。すまぬがこちらのリナさんについてゆき、山を荒あらす不ふ届とどき者どもを説得して来てくれ。


　そうだな。あの三人を連れて行くがいい」


　村長の最後のことばに、レイリィの顔色が変わる。


「お……お待ちくださいおじい様！　それは──危き険けんすぎます！」


　危険？


　意味がわからず、眉まゆをひそめるあたしを無視し、村長さんは重い口調で、


「かまわぬ。


　確かに彼奴きやつ等らは、解とき放はなてばこの村に災わざわいをもたらすやもしれぬ。だがそれを使えずして何の村長ぞ」


　宣せん言げんにしばしの沈ちん黙もく。レイリィの額ひたいに浮うかんだ汗あせが一すじの流れとなって頰ほおを這はう。


「……わかりました。そこまでおっしゃるなら。


　では早速に。


　──行きましょうリナさん」


　言うとこちらの答えも待たずにきびすを返す。


　あたしは村長さんに軽くあいさつを残し、レイリィのあとをついてゆく。


　無言の彼女は台所から、ランプに火を灯ともして地下倉そう庫こへ。そこにある箱やら瓶びんやらをよけると──隠かくし戸があり、開けばさらに下へと続く階かい段だんが。


　当たり前のように踏ふみ入る彼女について、あたしも奥おくへと足を運ぶ。


　靴くつ底ぞこに、ごつごつとした石の感かん触しよく。石の壁かべはしみ出る水に濡ぬれていて、ランプの光をぬらぬらと照り返す。よどんだ空気はただ冷たくて。


「……あのー、ここって一体……？」


　問いかけるあたしに、先せん導どうする彼女はふり向きもせずに、


「おじい様がおっしゃっていたでしょう。三人、連れて行くと。


　この先に、その三人が封ふう印いんされています」


「封印？」


　おおげさに聞こえる表現を笑い飛ばすことができなかったのは、気づいてしまったからである。彼女の声がかすかに震ふるえていることに。


「彼らはこのスンパの村でも屈くつ指しの使い手。けれどそれゆえか、自らの力に溺おぼれ、独どく走そうすることもまま。ゆえにおじい様より封印の処しよ分ぶんを受けることとなった身──」


　彼女の足がそこで止まる。


　平らになった地面の先には、揺ゆれるランプの光を受けて、錆さびの浮いた鉄てつの扉とびら。


　その表面は幾いく重えにも、鎖くさりで封じられていて。


「……何……これ……？」


「封印だと言ったはずです」


　彼女は扉に歩み寄り、取り出したカギで鎖をつなぐ錠じようを、一つ、また一つと外してゆく。


　やがて、けたたましい音とともに鎖が外され地に落ちて──


　……こくりっ。


　レイリィがのどを鳴らす音。


　ふるえるその手が錆びた取っ手をにぎりしめ──


　……ぎ……ご……ぎごご……ご……ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぃぎぎぃぃぃ……


　きしみとともに開いた扉。奥はただただ真の闇やみ。


　広さもわからぬその中からわき出たのは、冷気と、そして──


「開いた」


「開いたぞ」


「ついに」


　地を這はうがごとき三つの声。


「久ひさしいな」「長かった」「どれほど封じられていたものか」「さてな」「もう憶おぼえてすらおらぬ」「ともあれ──開いた」


　くり返される三つの声は、ねばつくような歓かん喜きに彩いろどられていて。


　対するレイリィが、闇に向かって声を上げる。


「クロード！　アクサ！　マーバル！」


　それが奴やつらの名前なのだろうか。闇のささやきが途と絶だえた。


　しかし奴らも気づいているだろう。自らの名を呼ばわる声が、かすかに震えていたことに。


「おじい様──いや、村長からの命令です！　わたしたちとともに山に赴おもむき、そこに居い座すわる騎士二人を説得してもらいます！」


　刹せつ那なの沈ちん黙もく。そして。


　ひははははははくひゃひゃけけけけけけけけけけ。


　重なる異い様ような笑い声。


「わしらを頼たよるか」「これはまた随ずい分ぶんと困こまっておいでのようで」「いいさ。それで外に出られるのなら」「だな」「その話乗った」「我われ等らが力、貸かしてやろう」


「……なら、ついて来てください」


　言うとレイリィはきびすを返し、


「行きましょう。リナさん」


「……ねえ。いろいろツッコんでいい？」


「だめです。」


「………………」


「………………」


　仕方なく、あたしはくるりときびすを返し、もと来た階段を上りはじめる。


　後ろにはレイリィの足音に、さらにいくつもの足音が重なり──


「──一点だけでいいからツッコませて」「だめです。」「そこを」「だめです。」


　……………………………………


　ここは、ツッコんでいいか、などと尋たずねたあたしのミスである。


　肩かた越ごしにちらりとふり向けど、狭せまくて暗い階段で、レイリィの後ろにいるはずの男たちの姿は見えず。


　かくて。


　あたしはなんだかいろいろな疑ぎ問もんを抱かかえつつ、再ふたたび山へと向かったのだった。





　山の中はあいもかわらず、草葉のにおいと腐ふ臭しゆうとが混まざり合い。


　伸のびた雑ざつ草そう踏み分けて、あたしとレイリィの二人は、バンキス親子の姿を求め、緑の中を歩み行く。


　ちなみに例の三人は、そのあたりにいるはずだった。


　はず──というのは他でもない。気け配はいはあれど姿が見えないのだ。


　あたしたちが村長さんの家を出るや否いなや、後ろの方で動きがあり、ふり向けばすでに三人の姿はなく──ただ、近くに潜ひそんだ気配があるばかり。


　それからずっとそのまま、である。


　レイリィに説明を求めようともしたのだが、気にしないでください、との一点張ばり。


　そう言われて仕方なく。


「おーい！　聞こえてるー！　バンキスさーん！」


　呼んで、進んで。進んで呼んで。


　そんなことを一体何回くり返したか。


「おーい！」


「聞こえておるわ」


　声は突とつ然ぜん、近くからした。


　目をやれば、少し離はなれたしげみの奥に、黙だまって佇たたずむ鎧よろい姿すがたが一つ。


「をう。そんな所にいたんだ」


　しかしあたしのことばにも、佇むゴルド＝バンキスは、真しん剣けんなまなざしをこちらに向けたまま、それ以上近づいて来ようとはしない。


　警けい戒かいされているのはあきらかだった。


　ジルバの姿も見えないし、ゴルドが近づいてくる足音や鎧の音もしなかった。おそらく、しばらく前からこちらの声は聞こえていて、分かれて待ち伏ぶせていたのだろう。


「何の用だ」


「あ。いや。この山での修行のことなんだけど。村の人たちが、あの条じよう件けんでは納得できない、ってことで。


　もー一回話し合いに来た、ってわけ」


「話し合い、という空気ではなさそうだが」


　ゴルドは言い放はなつ。


　おそらく、潜んだ三人の気配を感じ取っているのだろう。あの三人は、姿こそは見せていないものの、気配を隠そうともしていない。おそらくバンキス親子にプレッシャーを与あたえているつもりなのだろうが。


「片かた端はしから動物を殺されては困ります」


　ゴルドのことばにはかまわず、レイリィはきっぱりと言い放つ。


「猟りよう師しが狙ねらう動物かどうかは関係ありません。仮かりに修行の大たい義ぎ名めい分ぶんあろうとも、数多あまたの動物たちを殺されては、山そのもののバランスが崩くずれます。


　即そつ刻こくお引き取りを」


「それはできん」


　しかしゴルドは即答する。


「騎士たるもの、一いつ旦たん始めた特訓を、おめおめ中ちゆう断だんして帰るわけにはいかん」


　と、にべもない。


「聞けない──と？」


「そう言っておる」


　二人の視線が火花を散ちらし──


　ふ、と小さくほほえんだのは、レイリィの方だった。


「……なるほど。おじい様が、なぜ三人を連れて行けと言ったのか、わかりました……」


　ひとりごちてからゴルドに向かい、


「ならば！　その修行のお手伝いをさせていただきましょう！　獣などより、よほど手て強ごわい相手をこちらで用意いたしました。いずれも我わがスンパの村屈くつ指しの腕うで自じ慢まん！」


「スンパの村、だと!?」


　ゴルドの声に驚きよう愕がくの彩いろ。かまわず響くレイリィの声！


「これはあくまで修行のお手伝い！　されどこちらは普ふ通つうの村人！　手て加か減げんは抜ぬきにて行かせていただきます！　もしもたかが村人に敗やぶれることあらば、騎士としての未み熟じゆくを認みとめ、去って頂いただきます！


　ゆきなさい！　クロード！　アクサ！　マーバル！」


　ひははははははははくひゃひゃひゃひゃけけけけけけけけけけけけけけけ。


　呼よびかけに三つの笑いが重なり響ひびく！


　森の風が冷たさを帯おび、木々の梢こずえから鳥たちが飛び立つ。


「では騎士様」「我われ等らのお相手」「お願いします」


　どことも知れぬ森の奥から降ふり響くのは三つの声！


　しげみの奥のゴルドは、決けつ然ぜんと虚こ空くうをにらみつけ、


「聞いたことがあるぞ！　スンパ虚きよ界かい三さん魔ま衆しゆう！」


　……………………


　いきなし出てきた変な名前に、あたしは思わず眉まゆをひそめてレイリィを見やり──


「何も聞かないで。」


　こちらを見もせず言い捨すてる彼女。


　ゴルドのことばに三つの声は、


「ほう。我等を知っておるか」「ならば覚かく悟ごせよ」「この修行は少し厳きびしくなるぞ」


「望むところだ」


　答えた声は、ゴルドがいるのとは反対側から。


　振ふり向けばそこには、草を踏ふみ、鎧を鳴ならして歩み出る、ジルバ＝バンキスの姿！


「よいのかな？」「のこのこと姿を現して」「隠れておれば我等の不意を突つく機会もあったものを」


　あざける声に、しかしジルバは不ふ敵てきな笑みすら浮うかべ、


「笑しよう止し！」


　抜き放った刃のない剣を天へとかかげ、


「相手が逃げぬのなら、正面きって戦い、勝ってこそ修行の意味があるというもの！


　不意を突いて勝ったところで修行にはならん！」


「不意を突けば我等に勝てると!?」「その意気や良し！」「ならば相手してやろうぞ！」


　風に混まじった冷気が強まる！


　ばざっ！


　音とともに、木々の梢からジルバに向かって飛び来る影かげは全部で三つ！


　瞬しゆん間かんジルバは地を蹴けった！　影のうち一つとの間合いを詰つめて、相手が着地するより先に剣をふるう！


　身をかわせる間合いではない！　だが！


　ぶわッ！


　影は寸すん前ぜんではばたいて、切っ先をかわして地に降おり立った！


「ほう」


　それはつぶやく。顔をジルバへと向けて。


「悪くない判はん断だんだ。だがこのマーバルにまず仕し掛かけたこと、後こう悔かいさせてやろう」


　中肉中背で黒い髪かみ。その身に纏まとうのは、もともとは白かったのだろうが、長年のうちに朽くち褪あせて、砂すなの色となったボロボロの服。


　その背せ中なかには黒い翼つばさ。肌はだはひからび両目の部分には、ただただ黒い眼がん窩かがあるのみ。


「ちょっと！　あの！　レイリィ！　あれって！」


　うろたえ問うあたしに、しかし彼女は、


「村の腕じまんです。」


　視し線せんも合わせず言い切りやがる。


　残る二人も似にたりよったり。くすんだ赤い服を纏った一人は、両肩から二対四枚の黒い翼つばさが生はえ、もう一人はダークブラウンのボロ布を纏った巨漢で、腕うでが四本。


　いくらひいき目に見ても、ちょっと腕っぷしが強いだけのあんちゃん、とは思えないわけですが。


「その修行、わしも混まぜてもらおうか」


　言ってその場に歩み出たのはゴルド＝バンキス。


「スンパ虚界三魔衆。その名を聞かされては、ただ座ざして見てはおれんな。是ぜ非ひともその腕、見せてもらいたいものだ」


　宣せん言げんに、四枚翼の赤しやく衣いがふり向き──


「リナさん」


　見守るあたしの右手を、レイリィが引き、


「ここは危き険けんです。行きましょう」


「危険なのっ!?　とゆーかあの連中──」「いいから。」


　強ごう引いんに手を引かれ──


　無む理りにこの場にとどまる必要はない。いろいろと聞きたいことは、場所をかえてからでも遅おそくない。


　思ってあたしは、逆さからわず足を動かした。


　きびすを返してもと来た山道を駆かけ──


　突とつ如じよ。





　ごぅんッ！





　背はい後ごで爆ばく発はつ！


　風が草葉を土ど砂しやを吹き散ちらし、後ろからあたしの背を叩たたく！


　声を上げそうになるのを、奥おく歯ばを嚙かみしめてこらえ──


　思ったよりも風が強い!?


　流されるその前に。あたしは自ら地を蹴けり、宙ちゆうに我が身を躍おどらせる！　幹みきにぶつかることもなく、木々の間を通り抜け──


　だが。着地しようとしたその先に。


　地面がなかった。





　山の夜は、暮くれはじめると早い。


　陽ひがかたむいて来たなと思っていると、いくらもしないうちに空は朱しゆの色に染まり。


「──おーい。レイリィ」


　呼よべども答えは返ってこない。


　よくわかんない三人と、親子騎き士しとの戦いで起きた爆ばく発はつに巻まき込こまれ──


　あたしが滑すべり落ちたのは、ゆるいガケというか急すぎる斜しや面めんというか、そんな所だった。


　そばにレイリィの姿はなく、上の方からは爆発音が何度か聞こえ。


　多少静かになった頃ころを見み計はからい、もとの場所へと行ってみたのだが、そこには誰だれの姿もなく。


　このまま村に帰ろうか、ともかなり本気で思ったのだが、レイリィをほったらかしにして帰って来ました、なんぞと言ったら、さすがに村長さんも怒おこるだろう。


　仕方なく彼女を捜さがしはじめたわけだが、とうとう空は藍あいの色を帯おび、ぽつぽつ星が灯ともりはじめて──


　──と。


　その時あたしが見つけたのは、暗さを強める木々の奥、ぽつりと灯ったオレンジ色の明かりが一つ。


　あたしはそちらに歩みを進めた。


　水音がする。


　山の中ゆく一すじの渓けい流りゆう。ごつごつした石の転がる河原かわらで、誰かがたき火をしているのだ。


　ここからでは、たき火の主の姿は見えないが──


　どんどんと暗くなりゆく空の下、小さな灯ともし火びの方へと歩み近づき──


「──ほう？　お前は」


　たき火のそばから聞こえた声に、あたしはその場に足を止めた。


　声は、なんとか三人衆のうち一人のものだった。


　火のそばでゆらりと影が動き、巨おおきなりんかくが浮かび上がる。


　体たい格かくからして、四本腕大男か。


「レイリィと一いつ緒しよではなかったのか」


　だがその表か情おは、いまだ闇の中に溶とけていて。


　状じよう況きようからして敵てきではない──と思いたいところだが、レイリィは、この三人を指して危険と言っていた。油ゆ断だんはしない方がいいだろう。


　あたしは警けい戒かいをゆるめぬままに、


「はぐれちゃったのよ。誰かさんたちの戦いに巻き込まれて、ね」


「なるほど」


　答えの後に一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。そして。


　突とつ如じよ生まれた白い光があたりを照らす。


　おそらくは、男が生んだ魔力の明かり。


　光に照らし出された男は、さきほど見た時とは違い、人の姿をしていた。


　体の大きさは変わらないが、腕も四本ではなく二本だし、肌はだはひからびてなどおらず、ちゃんと両目もついている。


「余よ計けいな迷めい惑わくをかけた。どうやら詫わびねばならんようだな」


　……思ったよりもまともな反はん応のう。


　あたしは、ゆっくりとそちらに歩み寄りつつ、


「──あなたたちって──」


「見ての通り、腕っぷし自慢の村人だ」


　ありえないボケをあたしは無む視しして、


「魔道死霊リツチ、よね」


　指し摘てきに男の動きが止まる。


　リッチ。


　それは、強大な力を持つ魔道士が自らの命を引き替かえにして、さらなる魔力と不死を得た存も在の──


　その圧あつ倒とう的てきな魔力があれば、呪文詠えい唱しようもなしに魔力の明かりを生み出すことも、変へん身しん魔ま法ほうで自らの姿を変えることも可能だろう。


「いやいや。違う違う。村人村人。わしを信じて」


　あわててぱたぱた手を振るが、足を止め、無む言ごんで見やるあたしの前に、ごまかし切れぬと悟さとったか、やがて大きくため息をつき、


「──そうか。姿からしてお前も魔道士。ならば誤ご魔ま化かしきれるものではなかったな」


　言って、たき火のそばに腰こしを下ろす。


　あたしはふたたびゆっくりと、そちらに歩みを進めつつ、


「あとの二人も？」


「ああ。このクロードと同じ、リッチだ。


　……騎士たちと戦っているうちにはぐれてしまったが、な」


　言って、大男──クロードは空にかかった月を見上げる。


「けどなんで……村にリッチが三人も？」


　当たり前の話だが、リッチというのはそうそうそこいらへんにゴロゴロしているようなシロモノではない。


　そんなものが、あんな小さな村に三人も。


「──遠い昔──わしらは同じ協きよう会かいに属ぞくする魔道士であった」


　滔とう々とうと、クロードは語りはじめる。


「ともに不死の研究をしており、お互たがい競きそい合い、ともに才さい能のうを伸のばし合う仲。


　──誤ご解かいなきよう言っておくが、不死の研究といっても、誓ちかって、世間に顔向けできぬような真ま似ねはしておらん。


　しかし、協会の評ひよう議ぎ長ちようが変わると状じよう況きようも変わった。


　不死の研究を極きよく端たんに嫌きらう評議長によって、我われ等らは協会を追われ放ほう浪ろうの身となり──


　そこで出会ったのが、今の村長の祖そ父ふに当たる男だった。


　わしらは意い気き投とう合ごうし、力を合わせて山を拓ひらき、村を作った。それが今のスンパの村だ。


　最初は掘ほっ建たて小屋の集まりに過すぎなかったものが、そのうち人も増ふえ、ちゃんとした家が建ち、村と呼べる体てい裁さいが整い……だが」


　彼は揺ゆれる炎ほのおに視線を落とし、


「はじめての村祭りの日……我等三人、ともに揃そろってリッチとなってしまったのだ」


「何があったの？　その夜に」


　気がつけばあたしは、たき火のすぐそばまでやって来ていた。足を止めてそう尋たずねると、彼は悔かい恨こんの色を浮うかべたまま、


「わしらはその夜、浮かれて酔よって、将しよう来らいの夢ゆめを語り合った。


　もはや記き憶おくも定かではないが……誰かが、王になると言いだし、誰かが、世界一の魔道士になると言い、誰かが、億おく万まん長ちよう者じやになると言い出した。


　別の誰かが、ならお前より金持ちになると言い出して、あとは酔ったいきおいの言い合いだ。俺の方が。いや俺の方が金持ちに。


　酒も入っており、気心知れた同士ゆえに変に意地になり──


　わしとアクサとマーバルは、そこで一いつ旦たんそれぞれの家に帰り……自らを魔道死霊リツチと化したのだ」


　……そんな……ということは……


「──まさか──」


　つぶやく自分の声がふるえているのにあたしは気づいた。


「そう。わしらは──」


　クロードは、ひざに置いたこぶしを震えるほどににぎりしめ、


「裕福リツチと魔道死霊リツチをかけたのだっ……！」


「ダジャレでっ!?」


　彼はこくりとうなずいて、


「『ほらほらリッチになったぞー』と。


　……酔った勢いきおいとはいえ……わしらはなんと愚おろかなことを……」


　ほんっとーに愚かだなオイ。


「受けると思ったら、みんな引いた」


「……そりゃあまあそうでしょうね」


　その時のことを思い出してか、クロードの肩が小さく震えている。


「しかも三人揃そろって同時にやっちゃったもんで、受けるなど論ろん外がい。恐おそれるという反はん応のうすらなくて『あー。お前らもーいーよ』みたいな感じで呆あきれられて流されて……捨すて身で飛ばしたギャグがほとんど無反応……」


「それは……ツラいわね……ありとあらゆる意味で……」


「わかってくれるか……」


　もちろん実感はできないが、想そう像ぞうするのは難かたくない。


　知っている者たちは、次々と年老い、去ってゆく。


　そんな中、彼らは死ぬこともできず、ただただ長い時を、寒いダジャレで不死になっちゃった人と言われながら過すごして来たのだ。


　たまに面おも白しろいことを言っても、○○にしては面白い、とか、○○のくせに面白いなんてナマイキだぞ、とかそんな反応で──


　それがどれほどの屈くつ辱じよくか。


「以来──わしらはずっと村にいる。


　もしリッチになったのが一人だけなら、心を歪ゆがませ、悪に走ったかもしれん。


　だが三人ともにいたことで、道を踏ふみ外すこともなく、村人たちとはうまくやっている。


　……どんな冗じよう談だんを飛ばしても、寒いと言われるのが難なん点てんと言えば難点だが」


「なるほど……」


　あたしは一瞬納なつ得とくしかけ──しかしふと、あることを思い出す。


「けど、村の人たちと仲良くやっているなら、なんであんな地下に封ふう印いんされてたの？　それにレイリィは、あなたたちのことを、危険だ、って言ってたし、騎士たちもあなたたちのことを知っていた」


「わしらは何度も野や盗とうや害がい獣じゆうを追おい払はらっているからな。それでおそらく近くの街でも名前が知られていたのだろうな。


　地下の封印というか幽ゆう閉へいについては……その……」


　彼はわずかに表情を曇くもらせ、


「……この体はな。何かを飲んだり食べたりしなくても平気になっている。


　だがそれと同時に、飯を食っても酒を飲んでも、あまり旨うまいとは感じなくなってしまったのだ。


　となると残る楽しみというのは限かぎられて来るのだが……


　あれは……どれほど前になるか。暗い所に閉とじこめられていたんではっきりせんが、たぶん二日か三日前。


　わしとアクサとマーバルは、近くの港みなと街まちでバクチをやって大負けして、それを村にツケたら村長大だい激げき怒ど。


　おかげでそれから地下に閉じこめられて、退たい屈くつで退屈で」


「そんないきさつかっ!?


　……つまり……『危険』っていうのは……」


「わしらがまた街でバクチをやったあげく、負けたツケを村にまわす危険がある、ということだろうよ」


　信じられない話ではあった。


　だが、もしもこれが作り話だとしたなら──なんというか、もうちょっとがんばって、まともな話を作るはず。


「──もし今の話が本当なら──」


　たき火のそばに佇たたずんで、あたしはクロードに語りかける。


「レイリィを捜さがすの、手つだってくれない？　はぐれた彼女を見つけたら、ちょっとは名めい誉よ挽ばん回かいになるんじゃない？」


「ふむ──そうだな」


　彼はゆっくり立ち上がり、


「逆ぎやくにレイリィに何かあれば、村長から大目玉だ。


　事じ情じようは、レイリィと騎士との話で大体察しがついているが……もしわしらと騎士たちの戦いに巻き込まれでもしたら──」


　そのことばか終わらぬうちに。


　ドンッ！


　突然起おきた爆ばく発はつ音おん！　場所はそれほど遠くない！


「──はじまったか！」


　クロードは立ち上がり、そちらに向かって──


「待った！」


　駆かけ出そうとしたのをあたしが制せい止しする。


「最初の戦いの時、彼女は戦いの場から離はなれようとした。なら今、爆発音のあった方に近づこうとはしないはずよ」


「なら、どこにいると？」


「わからないけど──今の爆発よりは村寄りのはずよ。あと、こっちがへたに目立つと避さけられるおそれもあるから」


「なら、どうやって捜せと？」


　うーむ……大きな声を上げればバンキス親子のどっちかを呼よび寄せ、戦いになるおそれもあるし……


「ここは地味に……いや……待てよ」


　考えてみれば、逆の方法を使う、というテもあった。


　陽ひも暮くれたこの山の中、どこにいるかもわからぬ一人を捜し出すより、こちらの方が話は早いはずである。


「やっぱし作戦変へん更こう！　爆発があった方に向かう」


「どういうことだ？」


「先に騎士たちとのケリをつけちゃうのよっ！　ハデにやって『ここには近づくな』って見せつければ、たぶんレイリィの方から避よけてくれる！　間かん接せつ的てきに、彼女の安全は確かく保ほされるはずよ！」


「──わかった」


　二人は見つめ、うなずきあって。


　爆音の聞こえた方へと駆かけ出した。





　夜を裂さくのは細い呼こ気き。


　次の刹せつ那な、生まれた光が世界を照らす。


　暗い森。梢をゆく砂すなの色をした服。たしか名はマーバル。


　地に在あり剣けんにて対たい峙じする鎧よろい姿すがたはゴルド＝バンキス。


　マーバルの生んだ光こう弾だんがゴルドに向かい──


「むんっ！」


　気合とともにゴルドの投げ放ったナイフが光の弾丸を迎むかえ撃うつ！


　衝しよう突とつ。閃せん光こう。そして轟ごう音おん。


　光が消えたあと、しかし訪おとずれたのは真の闇やみではない。


　散らされた光弾は炎のかけらとなってあちこちに散らばり、枯かれ草枯れ木に燃もえ移うつり、小さな炎の舌したを上げている。


　距きよ離りを置き対峙する、マーバルとゴルド。


「……やるな」


　マーバルのつぶやきに、ゴルドは口の端はを小さく吊つり上げ、


「そちらは、噂うわさほどではないな」


「なにっ……!?」


　マーバルの声に怒いかりが混まじる。両手をゴルドに向けてさし出し、その手のひらに一つずつ、光の球を生み出して──


　その時。


　くぉうっ！


　呼こ気きとともに、横手から飛び来た光弾がゴルドを狙ねらう！


　あたしとともに駆け来たクロードが放った一撃！


　しかしゴルドは動どう揺ようの色すら見せず、左手を一閃！　一体何本持っているのか、小さなナイフでそれを迎げい撃げき！


　爆発が夜を染そめてかき消え。


「クロード！」


　両手に光をためたまま、マーバルが驚おどろきの声を上げる。


「卑ひ怯きよう、とは言うなよ。騎士よ」


　クロードはゴルドに呼びかける。


　彼はここに着くまでに変身魔法を使い、今はすでに、四本腕の異い形ぎようと化していた。


「三対二の修しゆ行ぎようを受けた時点で、こういう状況もありうるとわかっていたはずなのだからな」


「もとより承しよう知ち」


　ゴルドの声は揺ゆるがない。


「なら加か減げんはせぬぞ！」


　吠ほえて二つの光を放つマーバル！　ゴルドの剣の切っ先が地を擦こする！　剣先で跳はね上げられた土砂や小こ枝えだが光を迎撃し──


　そこに、横手からクロードが生み出した光球が迫せまる！


　だがそれは、わずかにゴルドが立ち位置を変えただけで──


　ごぅんっ！


　迎撃され爆発するマーバルの光球。


　それが生み出す風に軌き道どうを流されて、クロードの放った光はゴルドを外れて森の奥おくで焰ほのおと散る。


　同時にゴルドが地を駆ける！　狙いはマーバル！　その背を追うようにクロードも駆けてゆく！


　クロードは魔力光を生み、背後からゴルドに向かって解とき放はなつ！


　だがその瞬しゆん間かん、クロードの目前で光は爆ばく発はつ・四し散さんした！


「くおっ!?」


　爆発にひるむクロードの横から銀の光が迫り来る！


　とっさにクロードは飛とび退のいて──


　いつの間にやって来たのか。


　横手からクロードの光につぶてを当てて散らし、剣の一撃を放った主──ジルバ＝バンキスがそこにはいた。


　だがジルバは、それ以上クロードを追撃しようとはしなかった。


　気づいているのだ。新たな影の出現に。


　視し線せんだけを動かし、そちらに目をやる。


　森の暗がり、その端はしに佇たたずむ赤い影──アクサに。


「また全員揃そろったか。今度は逃にげるなよ」


　ジルバの挑ちよう発はつに──


「ほざけ」


　アクサは魔力光を生み出し──


　そして、乱らん戦せんがはじまった。


　光が生まれ、はじけ散ちり。


　銀の刃やいばが閃ひらめいて。


　その戦いを、少し離はなれて眺ながめつつ。


　──まずい──


　あたしは胸むねのうちでつぶやいた。


　普通の騎士と普通のリッチが戦えばどちらが勝つか。


　答えは明白。リッチである。


　そもそも、魔ま術じゆつも使えず魔力剣も持たぬ騎士では、不死者たるリッチを倒たおすことは不ふ可か能のうなのだ。


　だが。


　ゴルドとジルバは腕うでが良く、クロードたちはリッチにしては未み熟じゆくだった。


　そもそもクロードたちは、酔よったいきおいのギャグでリッチになっちゃったような連中なのである。リッチ化によって魔力ははね上がっても、知りもしない攻撃呪文が突とつ然ぜん使えるようになったりはしないのだ。


　彼らが放つ光こう弾だんは、術ではなく、強大な魔力の一部を無む理り矢や理り具ぐ現げん化かさせるというただの力ちから業わざ。なおかつ攻こう撃げきパターンも一本調子。


　ごろつき野や盗とうや害がい獣じゆう相手ならそれでもじゅーぶんなのだろうが、戦い慣なれしたゴルドたち相手にはあっさり見切られ続けている。


　しかし対するゴルドの方にも、クロードたちを倒す手しゆ段だんはない。


　つまり──このままでは、戦いに決着はつかない。


　ならば、どうにかする方法は一つだけ。


　あたしは呪じゆ文もんを唱となえ──


「竜破斬ドラグ・スレイブっ！」





　ぐばごぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉんっ！





　巨きよ竜りゆうをも屠ほふる赫あかい光は、一同のはるか頭上で炸さく裂れつした。


　爆ばく音おんの余よ韻いんがまだ消えやらぬ中、凍こおり付いた戦いの場に向かって、あたしは声をはり上げた。


「見てらんないわね。全く。


　それで修行とか戦いのつもり？


　あたしからすれば、ムダに山を荒あらしてるだけにしか見えないけど」


「愚ぐ弄ろうするか」


　にらむゴルドに、あたしは平然と、


「するわよ。実じつ際さい、ぜんぜんなってないんだから。


　修行をしたいっていうんだったら、あたしが相手になって、本当の攻撃呪文使いの戦い方ってものを教えてあげるけど？


　それとも──


　このままえんえん戦って、山火事でも起こす？　さすがにそうなると、領主ロードも村長も本気で怒ると思うんだけど？」


　指し摘てきにようやく一同は、あたりにちろちろと起きる火の手に気がついたようだった。


「そ、それはまずい」


　さすがにクロードが顔色を変え、


「……我々とて、修行で火事など起こしたとあっては騎士の名な折おれ」


　ゴルドも苦い口調で呻うなる。


「じゃ、まずは鎮ちん火かね。あたしが術で火を消してまわるから、クロード、アクサ、マーバルの三人はあちこちに明かりの術かけて照明作って！　バンキス親子は……あとで相手したげるから、火を消し終わるまではおとなしく待ってて」


「わかった！」


「……仕方あるまい」


　全員納なつ得とくしたところで、あたしの指し示じで作業は進む。


　あたしは火が燃えている場所に冷気呪文をかけて回り、凍りつかせて火を消し去る。


　大小の火はあちらこちらに点ついており、作業はめんどうなことこの上ないが、必要なのだから仕方ない。


　そんなことを何度くり返したか。


「氷の槍アイシクル・ランス！」


　あたしの術が、ようやく最後の火を消し去って──


「これで大体火は消えたわね」


　あたりを見回し、あたしは言った。


　木々の間にはあちらこちらに氷の花が咲さき乱みだれ、クロードたちが生み出した、いくつもの魔力の明かりを受けて、きらきらと輝かがやいている。


「ああ」「そのようだ」「こちらにも問題はない」


　と、クロードたちリッチ三人からの答え。


　あたしは佇たたずむゴルドとジルバに目をやって、


「……さて、と。


　待たせたわね。


　修行の話だけど。山火事が起こると困るから、こっちは火か炎えん系けいの術は使わないし、さっき空にぶっ放したような、一いち撃げき必ひつ殺さつ大たい量りよう破は壊かいの術も使わない。


　もちろん、村の三人は手出しをしない。見てるだけ。


　こっちはそっちを行動不ふ能のうにすれば勝ち。ひょっとしたらケガくらいはさせちゃうかもしんないけど、死なせない程てい度どの術を使うつもりよ。


　そっちは……そうね。剣けんは鞘さやつきで、あたしを一撃すれば勝ち、ってのはどう？」


　提てい案あんに、ゴルドはやや渋しぶい表情で、


「鞘つきとはいえ、我われ等らの力で殴なぐりつければ、女子こ供どもの骨ほねなどへし折れてしまうぞ。それで良いのか？」


「んー。そーねぇ……


　負けたあとで、『つい手て加か減げんをして、本気が出せなかったんだ』とか言い訳わけされても困るし」


「私が負ける、と？」


　ジルバの怒いかりはさらりと無む視しして、


「じゃあ、そっちは素す手でで、あたしを捕つかまえれば勝ち、って条じよう件けんでもいいけど。あ。つぶて投げとかはアリでいいけど」


　ゴルドとジルバは視線を交かわし──


「いいだろう」


「そこまで大きい口を叩くなら見せてもらおうか。本当の攻撃呪文使いの戦い方ってものをな」


「じゃあ──スタート」


　あたしは無む造ぞう作さに宣せん言げんすると、口の中で呪文を唱となえつつ、きびすを返して走り出す！


　同時に駆かけ来るゴルドとジルバ！


　駆け足ならばこちらが有利。もちろん逃にげ続けるつもりはないが。


　途と中ちゆうで何か小さな衝しよう撃げき。おそらくあたしの足を狙ねらって、どちらかがつぶてを放ったのだろうが、マントがそれをあっさり防ふせいだのだ。


　口の中で呪文を完成させて、あたしはそれを、肩かた越ごしに振ふり向き解とき放はなつ！


「爆裂陣メガ・ブランドっ！」


　大ベ地フのイ精モ霊スに干かん渉しようし、一定範はん囲いの土砂を吹ふき上げる術である。無む防ぼう備びな相手に直ちよく撃げきすれば、しばらく動けなくなる程てい度どのダメージを与あたえるが──


　どぉんっ！


　バンキス親子は、吹き上がる土砂の直前で散さん開かいし、一撃を回かい避ひする。


　その間にもあたしは、次の呪文を唱えつつ、二人から離はなれる方へと駆かけていて──


「足止めか!?　甘あまい！」


　吹き上がる土砂がおさまると同時に、ジルバは吠ほえて地を駆け──


　ごしゃっ。


　たった今までそこにはなかった木の根につまづき、ひっくり返る！


　甘いのはそっち！　金属鎧で身をかためた相手に、爆裂陣メガ・ブランドの攻撃力が通用しないのはわかっている！　今のは地面をほじくり返し、木の根を露ろ出しゆつさせ足もとをすくうためのもの！


　あたしは同時にきびすを返し、唱えた術じゆつを解き放つ！


「氷フリーズの・矢アローっ！」


　生まれた十数条の冷気の矢は、ジルバ目がけてまっしぐら！　倒たおれた彼にそれがかわせるはずもなく！


「くそぉぉぉぉっ！」


　こきぃぃぃぃんっ！


　氷が彼を大地に縫ぬい止め──まず一人っ！


　おおおおっ、と、クロードたちの感かん嘆たんの声。


　次の呪じゆ文もんを唱えつつ、今度は横手にまわり込む。


　当然ゴルドは突っ込んで来る。


　あたしは──その場で足を止めた。


「──!?」


　そんなあたしを警けい戒かいし、まっすぐ突っ込んでいたゴルドは左からまわり込むように動きを変える。


　瞬間。


「魔風デイム・ウイン！」


　ごぅっ！


　あたしの放った強風が、ゴルドの体をよろめかせる！


　がじゃざざざっ！


　さきほど火を消した跡あと、凍こおったしげみに倒れ込むゴルド。あたしは続いて呪文を唱える。


　ゴルドはなんとか身を起こし──だがその動きは、目に見えてにぶい。


　そして──フィニッシュ。


「氷フリーズの・矢アローっ！」


　ふたたび放った冷気の矢から、ゴルドは身をかわそうとする。これが普ふ段だんなら、よけられていたかもしれない。


　だが。動きの鈍にぶったゴルドには──


　きぃぃぃぃんっ！


　直ちよく撃げきを受け、騎士の動きが停止した。


　念のため二人に向かい、もう一発ずつ冷気呪文をおみまいして、完全にその動きを封ふうじてから──


「──ざっとこんなもんね」


　二人に向かい、あたしは言った。


「もうちょっと手っ取り早い方法もあったんだけど──ま、練習ってことで」


「……馬ば鹿かな……こんな……あっさりと……」


　呻うめくジルバの吐と息いきが白い。


「もう少し……体が動いていれば……」


　……どーやらまだこの男、自分の敗はい因いんがわかっていないよーである。


　あたしは彼に目をやって、つき放した口調で、


「そーね。消火作業であたしが冷気の呪文なんて使わず、あたりの気温が下がらずに、あんたたちが金属鎧なんて体の冷えやすいモノ着てなくて、消火を手つだって体を動かしてたら、そんなに体は冷えずに、もーちょっとよく動けたかもしんないわね」


「……まさか……！」


　あたしのことばに、ゴルドが驚きよう愕がくに目を開く。


「あの時からすでに……そういうつもりで……全部が作戦だったというのか……!?　冷気をふりまき、我々の動きを鈍にぶくするために……！」


「そーゆーこと」


　もちろん素す肌はだに直接金属鎧を着込んでいるわけではないだろうが、肌と鎧の間に着ている服は、それまでの戦いで汗あせを吸すっているはずだった。冷気はじゅーぶん伝えてくれたことだろう。


「……ひ……卑ひ怯きような……」


「かもね」


　ジルバの寝ね言ごとを、あえてあたしは否ひ定ていせず、


「けど聞きたいんだけど。あなたが戦いに負けて、騎士としてのつとめを果たせなかった時。相手を卑怯呼ばわりさえすれば、それで全部許ゆるされるの？


　最初に言ったはずよ。


　攻撃呪文使いの戦い方を教える、って。


　つまりは、かけひきや組み立ての戦いってこと。


　それが読めずにあっさり負けて、負けても反省せず相手を非ひ難なんするっていうなら、いつまでたっても成長しないわよ。


　そもそも修行って、自分の欠点とかを認みとめて、そこを埋うめたりして成長するってことでしょ？


　負けも欠点も認められないなら、修行でもなんでもないし、そんなものならいくらやってもムダね」


「……………………っ……」


　言われてジルバは絶ぜつ句くする。


「あんたたちに必要なのは、動物相手に剣ぶん回す修行じゃなくて、まわりの状じよう況きようとかを判はん断だんすることだと思うんだけど。


　でもってそういうのは、街の中で、いろんな人と出会って、常つねにいろいろ考え続けることによって養われていくはずよ」


　──つまりは間かん接せつ的てきに、お前ら空気読め、山下りろ、と言っているわけだが……たぶんこれは伝わんないんだろうなぁ……


「……そうだな……我々の負けだ」


　ゴルドが漏もらす諦てい念ねんのつぶやきは、ようやく理り解かいしてくれたからか、あるいは単に格かつ好こうをつけようとしているだけか。


「父上っ……！」


「認めよジルバ。


　どうあれ、我等がこうして手もなく動きを封ふうじられたのはまぎれもない事実。


　このままでは、いくら身体からだを鍛きたえ剣の技を磨みがいたとて、何度戦っても同じ結果となるであろう。


　修行の仕方そのものを練り直す必要がある。


　山を──下りるぞ」


　ゴルドの宣せん言げんが、ようやく事じ件けんの終わりを告げ──


「ならあとは、レイリィを探すだけだな」


　……………………


　クロードのことばが、まだひとしごと残っていることを、あたしに思い出させたのだった──





　戦い終わったそのあとに。


　あたしたち一同は、しばらくレイリィの姿すがたを捜し求めて歩き回り、それでも結局見つからず──


「あー。お帰り」


　もしやと思って戻った村で。村長さん宅でシチュー食ってる彼女を目にして、一同はその場に突つっ伏ぷした。


　……そーですか……あたしたちが、ケガでもして動けないでいるんじゃあないか、とか心配して山を捜しているうちに、一人でとっとと村に帰って、おとーさんとおかーさんと村長さんとで一いつ家か団だん欒らんですか。ほほう。


「あんったなんっでシチューなんて食べてんのよっ!?」


　かみつくあたしに、しかし彼女は目をぱちくりさせて、


「なんで……って……夕食時だから？」


「そーゆー意味じゃなくてっ！　こっちはあなたのこと心配して山の中捜し回ってたんだからっ！」


「そう言われても。わたしがあのまま山の中にいたって仕方なかったわけですし。ごたごたの最中に山をうろついて、巻き込まれてケガでもしたら、私もイヤですし、巻き込んだ方も非ひ難なんされますから。


　なら村に帰っておとなしくしているのが一番と思います」


「……まあ……そりゃあ……そーだけど……」


　理り屈くつでは確たしかにそうなのだが……誠せい意いがないとゆーかなんとゆーか、とにかくなんか納得いかないわけで──


「あ。山から下りる途と中ちゆう、リナさんが食べたがっていたキノコ、とって来ましたよ。シチューに入れてますから、どんどん食べてください」


　そういうことなら仕方ないか。


　これ以上彼女を責せめたところで、何がどーなるもんでもなし。


「ならえんりょなく」


　あたしは騎士やらリッチはほったらかしで、空いてるイスにいそいそ腰こしかけ、よそってもらったシチュー皿から、お目当てのキノコを、はくりっ、とひと口。





　めっちゃふつーの味でした。





　かくて──


　一つの騒そう動どうはなんとか終わった。


　クロードたちうっかりリッチ三人衆は、これからも村人たちとともに、なんとかやってゆくだろう。


　バンキス親子は街に帰って、修行のやりなおしをするとかいう話。


　……まああの親子のことだから、また勘かん違ちがいしたことをやらかして、どこかで何かの騒さわぎを起こすのかもしんないけど……


　あたしは──最終的に騎士たちを言いくるめたということで、それなりの依頼料をもらい、そして、一つのことを学んだ。


　地元の人間がイマイチと評ひようする食べ物は、本当にイマイチなのだ、と。


　──大きい街にでも寄ってふつーにおいしいもんでも食べよ──


　思いつつ、あたしはスンパの村をあとにしたのだった──







（異い形ぎようの棲すまう村：おしまい）







　あとがき






作者＋Ｌ　　









作：秋だサンマだ部屋けむい！　俺は一体どうすれば!?


Ｌ：換かん気きしろ。


作：うを!?　我わが積せき年ねんの悩なやみをひとことでっ!?


Ｌ：サンマの煙けむりで長年悩んでたんかあんたはっ!?


作：いやそれは言葉のアヤとゆーか。


　　何はともあれそーゆーことで、スレイヤーズすぺしゃる二十五巻、


　　『騎き士し道どうのススメ』をお送りしますっ！


Ｌ：けど秋っていえばふと思い出したんだけど、『白い夜の獣けもの』前編の次回予告にある、アキタちゃんて誰だれ？


作：いや、誰ってこともなくて。


　　実はまあ名前は何でもよかったんだけど。あの話のモトネタが、秋田県の伝でん統とう行ぎよう事じだったもんで。


Ｌ：え？　それがモデルだったんだ。あたしはてっきりお正月行事のあっちがモデルかと思ったけど。咬かんでるし。


作：まあ、話をつくろうとして、いろいろいじくり回しているうちに原げん型けいからかなりズレちゃうってことはよくあるし。


　　前に書いたバカップルの話も、発はつ想そうの原点は九きゆう尾びの狐きつね、って言ったら担たん当とうさんが首をかしげてたし。


Ｌ：待テ。


　　バカップルの話っていうと……ええっと……（確かく認にん中ちゆう）


　　……ひょっとして……すぺしゃる十九巻の『愛は強し』？


作：そうそれ。


Ｌ：……九尾の狐って……大陸から渡ってきた妖よう狐こが美人に化ばけて、皇みかどをたぶらかそうとして結局退たい治じされるって、あの話……？


作：もちろん。


Ｌ：……原形ないわっ！


　　とゆーか共きよう通つう点てんさえほとんどないし！


作：そこはそれ、『悪女が男をたぶらかそうとしている』っていうのそのままじゃなく、少しひねって、『……と、依い頼らい人にんは思っていたら、実はそうじゃなかった』とゆー展てん開かいにしようかと思って、さらにいろいろいじくりながら書いてたら……


　　ふと気がつくとあんなふーになってました。


Ｌ：何にしてもやっぱし原形はないわけだけど……


　　思うに。


　　こーゆー話は十九巻のあとがきでやっとけ。


作：えー。


　　でも読者の中には、あとがきから読む人もいるわけで。


　　もしあとがきに、『モトネタは九尾の狐』とか書いてて、読者がそっちを先に読んだりしたらネタバレになる可か能のう性せいが……


Ｌ：なんないから。アレに関しては絶ぜつ対たい。


作：けどホラ、あの巻のあとがきでは、もっと他に書かなくちゃあならなかったことがあったわけだし。年ねん賀が状じようの解かい説せつとか。


Ｌ：本の中身解説よりそっち優先かっ!?


　　……っと。待てよ。


　　とはいえ考えてみれば、解説とかが増えると、あとがきであたしの出で番ばんが少なくなるわけで……それはまずいか。


　　解説なんてするくらいなら、そのぶん作者抹まつ殺さつにページを費ついやした方が建けん設せつ的てきだし。


作：……あの？　もしもし？


　　建設的って言葉の意味、間ま違ちがってますよ？


　　とゆーか俺、問もん答どう無む用ようで抹殺決定!?


Ｌ：だってほら。いつもこれくらいのタイミングで作者があたしに失礼な発言をして、相そう応おうの報むくいを受ける、って展開なわけで。


　　……今ふと思ったんだけど、そのパターンが変わんないのなら、いっそ言われる前に殺やるって選せん択たく肢しもありかも。


　　一種の正せい当とう防ぼう衛えいって解かい釈しやくも可か能のうだし。


作：違う！　それ正当防衛違う！


Ｌ：まあまあ。そう言わずに試しにちょっとやってみよー♪


作：軽い気持ちでっ!?


Ｌ：いっそゲーム感覚で究きゆう極きよくの選択を。


　　見た目トーフそっくりなコンクリ塊かいと、硬こう度どがコンクリ並のトーフがあります。


　　さあ。軽い感覚でどっちかの凶きよう器きを選んで。


作：って硬度いっしょかっ!?　どっちもイヤじゃぁぁぁっ！


Ｌ：そうですか。正直なあなたには両方さしあげましょう♪


作：はっ！　これは『金の斧おの銀の斧』と同──





　ごしゅぐしゃ。





Ｌ：そういえば昔。


　　やわらかいものを凍こおらせて被ひ害がい者しやを撲ぼく殺さつ、解かい凍とうして証しよう拠こ隠いん滅めつ、なんて推すい理りクイズがあったよーな気も。


　　そう考えれば、世の中で凶器にならないものなんてないわけで。


　　次巻のすぺしゃるでは、作者のかきおろしなんてナシで、あたしの解説による、


　　『いざという時役に立つ　凶器に使える身み近ぢかな道具百ひやく選せん』


　　とかやってみると面おも白しろいかも。


　　たとえばふつーの女子中高生なら、誰でも身近に持っている鉈ナタ。これも使い方しだいで立りつ派ぱな凶器に！


　　では実じつ際さいにはどう使えばいいのか？　そんな、おばあちゃんの知ち恵え袋ぶくろ的な裏うら技わざを次々解説してゆく内容！


　　これは売れるっ！（にぎりこぶし）


　　ゆくゆくは映画化!?　いや、この告こく知ちだけでメディアミックスの話が来たりする可能性すらっ！


　　おーし完かん璧ぺきっ！


　　続報はきっとドラゴンマガジンとかでやるはずだから、みんな楽しみに待っててね！


　　それじゃあっ！







あとがき：完。
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